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『珍しいわね？　あなたが私に電話してくるなんて』

　スマホのスピーカーから聞こえてくる友好的とは言いがたい声に、一瞬、怯ひるんでしまう。

　確かに自分から連絡を取るのは初めてのことだった。

　それどころか、顔を合わせた時ですらあまり話したことのない相手でもある。

『それで、なに？　くだらない話だったら切るわよ？』

「あ、あの……ね？」

　ためらいつつ、勇気を出して用件を告げる。


「ししょうの────────に、ついてなんだけど……」



『さよなら』

「ま、待って！　切らないで!!」

　さっさと通話を終えようとする相手に、話の核心を伝えた。


「わたしがプレゼントしたいのは──────なの！」



『……！』

　予想外の内容に、相手が息を飲む気配がする。

　ギリギリで繫つながった電話は……無言で先を促していた。
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「おっ！　あい、富士山が見えるぞ!?」

　新幹線で東京とうきょうへ向かう途中、窓の外に見える美しい景色を指さして俺は弟子に声をかける。

「ほらあい。富士山だぞ？　すっごく綺き麗れいだぞー？」

「……」

「記念に写真撮ってやろうか？」

「師匠」

「ん？」

「いま、しゅうちゅうしているので、静かにしてください」

「ご、ごめん……」

　弟子に怒られ、師匠しょんぼり……。

　三人掛けの座席の窓際で靴を脱いでちょこんと正座している俺の一番弟子は、窓の外の景色など見向きもせず、手に持った詰将棋の問題集に没頭していた。

　三手詰から始まって、五手詰、七手詰と、短たん手て数すうの問題を凄すさまじい速度で解いていく。知らない人が見たら単にページをめくっているだけと思うだろう。

　その前の席では、

「お嬢様！　富士山をバックにしたお写真を撮らせてください!!　旅の記念です!!」

「……やめなさい晶あきら。新幹線の中で恥ずかしい……」

　俺の二番弟子である夜叉神やしゃじん天衣あいとそのボディーガードの池いけ田だ晶さんが写真を撮っていた。

　季節は七月中旬。小学校はもう夏休みに入っていて、今日はその初日。

　俺達は始発の新幹線に乗って東京を目指していた。

　その目的は──

「あいちゃんにとって初めての大会だもの。入れ込んじゃうのも仕方ないわよ」

　しょんぼりしてる俺に、通路側に座っていた桂けい香かさんが優しく声を掛けてくれる。

　俺達は東京へ、将棋の大会に出るために向かっていた。

　それもただの大会じゃない。年に一度、女性ならば誰でも出場できる女流将棋界最大にして最高権威の棋戦。世界で最も将棋が強い女子を決めるための最強者決定トーナメント。

　──『マイナビ女子オープン』である。

「とはいえ、そろそろ今日の大会についてミーティングをしたほうがいいわね」

「そ、そうだ！　みんなでミーティングをしよう！」

　桂香さんの言葉に勇気づけられた俺はあいに「詰将棋いったん中断！」と声を掛け、前の席に座る天衣と晶さんにも「ほら席を回すから立って立って！」と促す。くるりん。ガチャン。

　と座席を回転させ、ご対面。

「えー……おほん。これから初めての将棋大会に出るに当たって、師匠から貴重なアドバイスを……ちょっとあい！　詰将棋解くのやめて！　天衣もアイマスク外して！　師匠が話してるのにどうして寝ようとするかな!?」

「二人とも。いい子だから八や一いちくんの話を聞いてあげて？」

「はぁい」「……仕方ないわね。なに？」

　桂香さんに言われてやっと聞く態勢を取る二人のＪＳ女子小学生。師匠は俺なんだけどな……。

「えー……ではさっそく、大会の心得を伝授する！」

　改めて、師匠からの貴重なアドバイスを告げる。

　それは──

「反則をしない!!　以上ッ!!」

　あいはポカンとし、天衣は馬鹿ばかにしたように鼻で笑った。

「そんなの当たり前じゃない。言われなくてもしないわよ、バカバカしい」

「そう思うだろ？　けど大会だと反則って割と出るんだわ」

「二歩とか？」

「それもあるけど、対局時計チェスクロックを押し忘れて時間切れで負けるとか。将棋の内容以前のそういう反則が結構ある。緊張してると出るんだ」

「「……」」

　あいも天衣も懐かい疑ぎ的な表情。

　プロの公式戦では反則なんてほとんど出ないから信じ難いのかもしれないが、持ち時間が極端に短く、しかも自分で時計を押すような大会だと、秒に追われてとんでもないミスが出る。

「今日の大会は、持ち時間十五分で切れたら三十秒。研修会よりかなり短い。勝手が違うから気をつけるように」

「研修会は持ち時間三五分で切れたら一分だから……だいぶ短いです！」

「けど街の道場だと十秒将棋だって指すから、別に気にならないわよ」

　あいは緊張の面持ちで、天衣はどうでもよさそうに言う。

　天衣のマイペースはいつものことだけど、あいの入れ込みようが気になった。

　人生初の公式棋戦だから無理ないのかもしれないが……。

「あい。初めての大会だからってそんなに緊張しなくていいんだぞ？　マイナビは女流棋士だけじゃなくて、アマチュア女子も参加できるオープン棋戦なんだ。これから行くのはその『チャレンジマッチ』。出場者もアマの方が多いから」

「ちゃれんじー？」

「予選の予選ってことでしょ。大会概要読んでないの？」

「ちゃ、ちゃんと読んだよー！　……でも、習ってない漢字がいっぱいあったし……」

　天衣の容赦ようしゃないツッコミに、あいはかわいい反論をする。

　二人ともまだ小学四年生。あいに至っては将棋を始めて一年未満だ。

「……天衣の言う通り、これから出るチャレンジマッチは二週間後に行われる『一斉予選』への出場者を決める大会だ。一斉予選の次は『本戦』。そしてその本戦を勝ち上がれば女王のタイトル保持者ホルダーに──つまり《浪速なにわの白雪姫しらゆきひめ》に挑戦できる」

　とはいえさすがにこの子達がタイトルに挑戦するようなことはないだろう。

　何せあの姉弟子が女王になったよりも、さらに一つ年下なのだ。

　当時よりも女流棋界全体のレベルは上がってるし、この二人の才能をもってしても今日のチャレンジマッチを抜けられる保証はなかった。

　俺としても『夏休みだし、そろそろ大会にでも出してみるかな？』という軽い気持ちで出場を勧めたに過ぎない。夏の思い出作りみたいなものだ。

　もう少ししたら……この子達に構ってあげられなくなるから。

「ま、とにかく反則だけには気をつけてな？　自分の力を出せればそれで大丈夫だから」

　話を終えようとすると、隣に座る桂香さんが口を開く。

「八一くん。私からもいいかしら？」

「あ、うん。どうぞどうぞ……」

　もう何度もチャレンジマッチに挑戦し続けてる桂香さんからのアドバイスは俺の言葉なんかよりよっぽど貴重だ。ありがたやー。

「今日のチャレンジマッチには女流棋士とアマチュアが出ます。女流棋士はもちろん強敵だけど……本当に手て強ごわいのはアマチュアよ。だからアマと当たっても気を抜かないで」

「ふぇ？　けど、じょりゅう棋士の先生は、強いからじょりゅう棋士なんですよね？」

「あいちゃん。アマチュアってどんな人だと思う？」

「じょりゅう棋士になれない……ひと？」

「そう。けどその中には、私達みたいな研修生も含まれてる。そして私達より上のクラス……Ｃ１やＢクラスの人達もいるの」

「ふぇぇ？」

　あいが不思議そうに声を上げる。

「Ｃ１なら……じょりゅう棋士になれるじゃないですか!?　どうしてならないんです!?」

「研修会を抜けて女流登録すると女流三級の資格を取れるんだけど、これはまだ仮免許なの」

「かりめんきょー？」

「そう。二年間のうちに公式戦で規程の成績を上げて女流二級に昇級しないと、また研修会からやり直さなきゃいけないのよ」

「ええーっ!?」

　自身も研修会に所属するあいは、驚愕きょうがくの事実を告げられてびっくり。

「そ、そんなぁ……せっかくじょりゅう棋士になれたと思ったのに……」

「厳しいでしょ？　だから女流棋戦で確実に勝てる力を蓄えてから登録したり、学生のうちは授業を休めないから卒業後に登録したり……みんな色々と考えてるの。一生の決断だから……」

「ハッ！　そんなもの、弱者の言い訳に過ぎないわね」

　天衣が笑い飛ばす。

「女流棋士より遙はるかにレベルが高くて対局も多いプロ棋士は、高校や大学に通いながら結果を残してるじゃない。棋士になれる資格を持ってるのにならないなんて、将棋に一生を捧ささげる覚悟がないっていう証拠よ。お話にならないわ！」

「……そうね。そうかもしれない」

　桂香さんも静かに同意する。

「正直なところ私だってそう思わなくもないわ。もし私が学生だったとしても、女流三級になれるなら……学校を辞めてだってなると思うから。でも」

「「でも？」」

「でもその女流三級をすっ飛ばしていきなり本物の女流棋士である女流二級になれる手段があるとしたら……誰でもそっちを選ぶと思わない？」

「「ッ……!?」」

「マイナビ女子オープンで、今日のチャレンジマッチとその次の一斉予選を抜けると、女流二級になれる資格を得ることができるの」

　つまり──仮免許ではない本物の女流棋士になれる。

　将棋の大会で勝ち上がれば、それだけで女流棋士になれるのだ。

　プロ棋士にはこんな夢みたいな制度は存在しない。

「けどそれは女流三級の資格を持ってる場合よ。アマチュアはまず女流三級にならないといけないんだけど……そのためには予選の次にある本戦で一勝する必要があるわ」

「それってつまり、ええと……チャレンジマッチと一斉予選を勝ち抜いて、それで本戦でも一回勝てば、研修会に行かなくてもじょりゅう棋士になれるってことです？」

「そう！　あいちゃんよくわかりました」

「えへへー♪」

　桂香さんに頭をなでなでされて猫みたいに喜ぶあい。


　くっ……！　俺も桂香さんになでなでされたいっ……！



「このマイナビはね？　女流棋士に繫つながる最短ルートなの。だからみんな必死で戦ってくるわ……私みたいにね」


「「ッ……！」」



　言葉は静かだったが……その迫力に、あいだけではなく天衣すらも息を飲む。

　桂香さんは現在、研修会で非常に厳しい状況にある。

　同じような境遇の女性は関東・東海・九州の研修会にもいるだろう。

　それだけじゃない。女流三級になれる資格を有するＣ１以上の研修生にとっては、一斉予選を抜ければそれですぐ女流二級という安定した地位を得ることができる。

　既に身分を保障されている女流棋士と、そうでないアマチュア。

　どちらが必死になるかと問われれば──答えは決まっている。

「さ、これで私の話はお終しまい！　いろいろ言ったけど、結局は目の前の将棋に勝てばいいだけだから。みんなで頑張りましょ！」

「おおーっ!!」「ふん……」

　あいは気勢を上げ、天衣は静かに髪を搔かき上げる。

　反応は異なるが……二人とも話を聞く前とは目の輝きが違っていた。

　そして俺は……自分の至らなさを恥じていた。

『アマチュアもいっぱいいるから大丈夫！』なんて、女流棋士を目指す弟子に対してよくもまあ暢気のんきなことを言ったもんだ。女流棋界について何も知らない自分が恥ずかしい……。

　隣に座る桂香さんにだけ聞こえる声でお礼を言う。

「……さすがは桂香さんだね。ありがと」

「ふふ……おねえさんのこと見直した？」

　見直すどころか惚ほれ直しました。

「けど桂香さんも……こう言ったらアレだけど、落ち着いてるよね？」

「もっとガチガチになるかと思った？」

　この大会は桂香さんにとって、女流棋士になれる残り少ないチャンス。

　それを考えたら緊張して当たり前と思うけど……。

「この前、あいちゃんに研修会で負かされたでしょ？　あれで吹っ切れたの。限りあるチャンスだからこそ思いっきり将棋を楽しもうって」

「……本当に変わったね。桂香さん……」

　人生のかかった将棋を前にして朗ほがらかに微笑ほほえむ桂香さん。

　その美しくも凜りんとした横顔に見惚みとれていると──

「ねえ天衣ちゃん！　詰将棋の早解きしようよ！」

　隣の席に座っていたあいがリュックから長ちょう手て数すうの問題集を取り出し、対面の天衣にそう声を掛けていた。

「はぁ？　どうして私がそんなことを──」

「だって一人でやっても力が出ないもん。競争しようよ！　ね!?」

「……仕方ないわね」

　突っぱねるかと思ったが、天衣は珍しく折れた。

　天衣にとっても初めての大会だ。やっぱり不安なのかもしれない。文字通り膝を突き合わせた弟子達は、大人のプロでも苦戦しそうな超難問詰将棋を次々と解き始めた。

　そんな二人を見ながら、桂香さんは眩まぶしそうな表情で、

「……この子達が表舞台に出たら、将棋界は大騒ぎになるでしょうね。それどころか銀ぎん子こちゃんの時みたいに将棋界を超えたニュースになるかも──」

「どうかな？　今は女の子でも有段者はゴロゴロいるし、それほど騒がれないんじゃない？」

「八一くん。頰が緩んでるわよ」

「えっ!?」

「ウ☆ソ」

　桂香さんは俺のほっぺを指でつんつんして、悪戯いたずらっぽい微笑みを浮かべた。
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　会場となる『パレスサイドビル』は東京駅から少し移動した場所にある。

　桂香さんに先導されて、大おお手て町まちから地下鉄東西線に乗って竹橋たけばしの駅へ。

　ビルは地下鉄の駅と直結しており、地下から会場へそのまま行ける。

　その名の通り皇居パレスのすぐ側サイドに立つオサレなオフィスビルだが地下部分はけっこう古くて、何だかちょっと迷宮じみた造りだ。

　途中、建物の中でコンビニを見つけ、俺は足を止めた。

「ちょっとトイレ寄ってくわ。あとコンビニで適当に飲み物とか食べ物買って行くから、先に受け付けしておきなよ」

「助かるわ八一くん！　じゃ、お先に！」

　桂香さんはみんなを率いてそそくさと上へ向かう。

　大阪おおさかから一番早い新幹線でも時間ギリギリだ。地方に住む棋士の宿命とはいえ初めての大会で落ち着いて将棋を指せないのは結構なビハインド。できる限りサポートしてあげないとな。

「さて……」

　俺はトイレで用を足すついでに身だしなみも整える。

　タイトル保持者がこういったイベントに顔を出せばまず間違いなく取材を受けるし、中継ブログなんかにも写真が出るので、それなりの格好をする必要があった。

　ワックスを使って入念に髪を整え、ネクタイもビシッと締め直す。鼻毛もチェックする。

「……よし！　なかなかキマッてるな」

　今日は人生で一度しかない、弟子の公式戦デビュー。

　あいや天衣が自慢できるような師匠として側そばにいてやりたい。気分は完全に授業参観のお父さんだ。

「それに……ふふ！　桂香さんが言ったみたいに、あの二人が注目されるかもしれないし。『衝撃の天才師弟現る！』とかって『将棋世界』で特集組まれちゃったらどうしよっかなー？」

　予想よりカッコよく髪型が決まったため気分よくコンビニで飲み物を買い、ついでに軽食も買っておく。

　ここはカフェやレストランもたくさん入っているので昼食はそこで食べればいいんだけど、対局が長引いて時間が押してしまうとその余裕が無くなる可能性もある。

　買い物を済ますと、俺は階段を使って地下から地上階へ。

　だがそこで困ったことが起こった。

「……会場、どこだっけ？」

　迷子になってしまったのだ。

　日曜で早朝なため職員さんの姿は無い。

　室内の電気も全て落ちている。おそらく会場以外ほぼ無人なんだろう。

　とはいえこれから対局がある桂香さん達に電話して煩わずらわせたくもない。

　さてどうしたもんかと長考していると──




「見ぃつけた♡」




　その声を聞いた瞬間、雷に撃たれたかのように全身が硬直し……ゾクゾクと寒気が走る。

　薄暗いロビーの中央に、一人の少女が立っていた。

　まるで……千年も昔から、ずっとここで俺を待ち構えていたかのように……。

「やいち」

　ねっとりと絡みつくような口調で俺の名を呼んだ少女は、こう続ける。

「あのこと、考えてくれた？　そろそろ返事を聞かせて？」

「お、お前……どうしてここにいる!?　お前が出るのは次の一斉予選からのはずだろ……!?」

「返事、聞かせてよぉ」

「だからなんでここにいるんだ!?　答えろッ!!」


「……………………」



　沈黙。そして──

「勘？」

　……勘、だと？

「ここに八一がいるんじゃないかなーって。そんな運命、感じたのさぁ」

「運命？　電波の間違いだろ……」

　俺がそう返すと、少女は「チッ！」と大きく舌打ちをした。

「そんなのどっちでもいいから返事聞かせてよぉ。すぐ。すぐすぐすぐすぐすぐすぐ──」

　イライラと親指の爪を嚙かみながら急せかす。

　その様子は明らかに尋常じんじょうではない。振れ幅が大きすぎる。
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《捌さばきのイカヅチ》────祭神さいのかみ雷いか。



　女流六大タイトルの一角である『女流帝てい位い』を保持する、岩いわ手て県出身の一七歳。ファンや年長の棋士達からは『イカちゃん』などと呼ばれるが、そんな可愛かわいらしいものじゃない。

　怪物──物ものの怪けの類たぐいだ。

「……何度も言ったろ？　あのことならお断りだ」

　俺は吐き捨てるようにそう言うと、

「ってか、お前もこの次の一斉予選から出場するんだろ？　そっちに集中しろよ」

「こんな棋戦で勝ち上がっても最後に戦える相手は銀子でしょ？　そんなの全然つまんないよ。つまんないつまんないつまんないつまんないつまんない──」

「そういうことは姉弟子に勝ってから言え」

「ダメさぁ」

　ケラケラと笑いながら、物の怪はその理由を答えた。

「だってこっち、相手が弱いと本気出ないんだもん」

　普通なら強がりとしか受け取られない放言。

　女流棋士に対して無敗を貫く《浪速の白雪姫》を「弱い」と切って捨てる無礼。

　だが……祭神雷に限っては、この言葉を強がりと捉えることはできない。

　雷は相手が強くなれば強くなるほどその実力を発揮する。それは事実として証明されていた。

　プロ棋士との対戦成績が抜群にいいのだ。

　姉弟子は奨励会員なので出場できないが、女流のタイトルを獲得すると、その恩典の一つとしてプロ棋戦に出場できる。

　そうして出場したテレビ棋戦で祭神雷は大爆発し、並み居るプロ棋士を公共放送で次々と虐ぎゃく殺さつ。日曜の朝の一時ひとときを残虐な殺戮さつりくショーへと変貌させた。

　プロ棋士にとってアマチュアや女流棋士に負けることは限りない恥辱ちじょく。将棋の強さだけが存在意義であるプロがそれを否定されてしまえば、他に何もなくなってしまう。

　雷はそれを平然とやってのけた。

　テレビ棋戦で対局した大ベテランのプロを持ち時間を一分も使わず四六手という超短手数で吹っ飛ばした雷は、対局終了後のインタビューで、

『今日の戦法は事前に練り上げた作戦だったんですか？』

『え、気分』

　これでファンの人気に火が点ついた。

　ネット上ではその棋き風ふうを、

『とりあえず飛車を持ち上げてから〇・一秒でどこに振るか考える』

『目をつむって適当に飛車を打ち下ろした場所が今日の戦法』

『振り飛車占い』

　と評する。だいたい正確だ。

　実績ならば空そら銀子が上。

　だが、才能ならば祭神雷が遙かに上。

　そう考える将棋ファンは多いし、その見解はプロ棋士の中でも大勢を占める。

　雷と姉弟子は数年前、一度だけ対戦したことがあり……その時は姉弟子が勝利した。

　しかし才能があると評価されたのはむしろ負けた雷の方だった。

　天才ゆえムラはあるが、祭神雷は地球上で最も将棋の才能のある女だろう。姉弟子よりも、そしてあいや天衣よりも。そのことは誰よりも俺がよく知っている。

　誰よりも……俺が……。

「……とにかく、あの返事ならノーだ。永久にな」

「じゃあ銀子を倒して女王になったらＯＫしてくれる？　だったらこっち本気出すからさぁ」

「その前に俺の弟子と当たるかもな」

「でしぃ？」

「二人とも小学生だけど、強いぞ。才能はお前より上だ」

　強がりからそう言うと、

「ウヒッ！」

　ニタァ……と妖怪じみた笑顔を浮かべると、祭神雷は胃袋いぶくろが痙攣けいれんしたような声でヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒヒと笑い続けていた。

　延々と。終わることなく。
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　雷から逃げるように歩いてたら、開会式の途中で会場に辿たどり着けた。

　主催者である株式会社マイナビの偉い人が開会の挨拶あいさつをし、参加者が拍手するのを横目で見ながらコッソリ中に入ろうとすると──

「あれ!?　竜王りゅうおうじゃないですか！」「どうして竜王が東京に!?」「おい！　花だ！　竜王のために来賓用のお花を──」

　将棋界の序列最上位にある棋士の登場で、会場はプチ騒ぎに。

「弟子の引率でして……」

　俺が理由を説明すると、さらに騒ぎが拡大する。

「えっ!?　竜王のお弟子さん!?」「そういえば書類に書いてあったような……」「竜王に弟子がいたの!?」「強い？」「どの子どの子？」

　みんなの前で挨拶してくれとか言われたけど丁重に辞退。

　その代わり、後でネット解説の手伝いを引き受けることになった。

「……いやー参った参った。今日は働くつもり無かったんだけどな？」

　天衣を見つけて近づくと、小学生の弟子は周囲から集まる好奇の視線にビクともせず、それどころか竜王である師匠を公衆の面前で詰なじり始めた。

「遅かったわね。どこで油を売ってたの？」

「悪い。ちょっと迷っちゃって」

「ほんっと、使えないクズよね」

　雷に絡まれたことは伏せておく。対局直前に変なことを言って動揺させたくない。罵ば倒とうされても我が慢まん我慢……。

　他のみんなはどこかな？　と会場を見回すと──

　椅子に腰掛けたあいは、目を閉じて静かに気を高めている。


「ッ!?　…………あい……」



　それは──声をかけることすら憚はばかられるほど、崇高すうこうな姿だった。

　全身から青い炎が揺らめいているような……『夏休みの思い出作り』なんかじゃなく、本気の本気で勝ちに行こうとしているのがわかる。勝ち上がれば女流棋士になれると言われたからだろうか？　研修会よりも遙かにモチベーションが高いように見える。

「……桂香さんは？」

　天衣はクイッと顎あごで会場の隅っこを示す。そこには──
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　会場に背を向けて壁スレスレに貼り付くように立ち、指でトントンと壁面をつつきながら矢や倉ぐらの定跡じょうせきを念仏ねんぶつのように暗唱する桂香さんの姿があった。

「……『ヒカルの碁ご』にこんなキャラいたなぁ」

「バカなこと言ってないでさっさと何とかしなさいよ」

　天衣が俺を足で押す。んなこと言われたって……。

「け……桂香さん？　定跡の確認もいいけど、そろそろ対局が始まるから──」
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「しゅ、集合！　こっち集合ッ!!」

　桂香さんに温かい飲み物を与えて背中をさすりながら、みんなを集める。

「いいか？　落ち着いて聞いてくれ……このチャレンジマッチは一発勝負のトーナメントだけど、一回負けても『敗者復活戦』に回ることができる。だからプレッシャーを感じすぎてもいけないし、負けても集中を切らさないように」

「はいしゃ……ふっかつー？」

　あいがふにゃりと首を曲げた。かわゆい。

「えと……つまり、何回勝てばいいんです？」

「四連勝すればいい。それ以外は考えるな」

　二人の弟子にとっては初めての大会。そこで女流棋士やアマ強豪を相手に四連勝しろと言うのは、さすがに無謀だろう。

　けど、だからこそ多くの経験を積んで欲しい。プレッシャーへの対処もその一つ。

「一回戦は、女流棋士同士は当たらないようになってる。逆にいえば一般参加のアマチュアはほぼ格上と当たる。初しょっぱなから厳しい当たりだが、萎縮いしゅくせずに胸を借りるつもりで──」

「はぁ？　どうして萎縮するわけ？」

　天衣は心底理解できないといった口調で、

「シードを受けられない若手の女流ならともかく、どうせアマチュアと同列に扱われるようなロートル女流でしょ？　だったら勢いのある若いアマを相手にするより楽よ」

「……おまえさまは本当に世話のかからない弟子だねぇ……」

　このメンタルの強靱きょうじんさはもはや才能だろう。

　あいは「天衣ちゃんすごーい！」と大きな目をさらに大きく見開いてるし、桂香さんは「この子、ホントに小学生……？」みたいな目で天衣を見てる。エイリアンを見る目だ。

　そして十五分後。

　抽選によって組み合わせが決まり、三人はそれぞれ盤の前へと歩いて行く。

　あいは気迫と気負いが混ざり合った足取りで。天衣は威い風ふう堂々どうどうと。

　そして桂香さんは、処刑場に引っ立てられる死刑囚のようにフラフラと……。




「わ、私も中で見ていいのか……？」

「もちろん。普通にしててください」

　俺は関係者パスを首からブラ下げた晶さんと一緒に観戦に回る。

「チャレンジマッチは一般には非公開だけど、ご覧の通り子供も出ますからね。付き添いの保護者さんは観戦できるんです」

　対局者はまず、五つのブロックに分かれて戦う。

　組み合わせが書かれたボードを確認すると、幸運なことに天衣が第二、あいが第四、そして桂香さんが第五ブロックと全員バラけてくれた。

　とはいえ組み合わせに恵まれたとは言えない。全員が女流棋士と当たっているからだ。

「あいの相手は……杓子しゃくしさんか」

「何者だ？」

「杓子巴ともえ女流二段。確か……高こう知ち県出身？　で、確か……三十代くらい？　だった気が……」

「あやふや過ぎるだろうそのデータは……」

　だって世代違うし……女流棋士って対戦する機会もほとんど無いから連盟ですれ違った時に挨拶するくらいだし……。

『十時になりました。対局を開始してください』

「「よろしくお願いしますっ！」」

　対局開始のアナウンスが流れると、会場内に集つどった七十名の女性達のうち、一回戦をシードされた十名を除く六十人が一斉に礼をする。

　三十個のチェスクロックを押す音。それに初手を指すビシッとした駒音こまおとが続いた。

　一瞬、アマチュアだった小学生の頃を思い出して懐かしさに浸ひたっていると──

「……んっ!!」

　あいは頭を上げるや否いなや飛ひ車しゃ先さきの歩ふを突いた。

　杓子女流二段は角道かくみちを閉じたまま飛車を中央に振る。原げん始し中なか飛び車しゃ。戦型は居い飛び車しゃＶＳ振ふり飛び車しゃの対抗形となった。あいが得意とする腕力勝負だ。

「よしよし。あとは自分のペースを貫けば……」

「おい！　そんなことよりお嬢様の将棋はどうなっているのだ!?」

「くっ、苦しい！　晶さんネクタイ引っ張るのやめてくださいよ!!」

　せっかく整えたのに乱れちゃう！

　俺のネクタイを引っ張って強制的に天衣の対局に顔を向けさせた晶さんは、対戦相手についてのデータを教えてくれる。

「右左口うばぐち翠みどり女流三段。三四歳。山梨やまなし県出身だそうだ。居飛車党の本格派で、矢倉も角かく換がわりも横よこ歩ふ取どりも指す……と、この本に書いてある」

　このマイナビ女子オープンは主催がマイナビという会社で、そこは将棋系の出版物もたくさん出している。

　この日も参加賞として好きなマイナビの本を一冊もらえるし、会場の入り口にわざわざレジまで持って来て本の販売もしていた。晶さんはその中から棋士のパーソナルデータをまとめた本を選んで買って来たようだ。

「このマイナビ女子オープンでは活躍できていないようだが、他の女流棋戦では結構いいところまで行ってるらしい」

「へぇ。珍しいですね」

「何がだ？」

「あの年代の女流棋士は振り飛車党が多いんですよ。居飛車の将棋は憶えることが多いし、特に角交換系の将棋は最新知識をフォローしておかないと一手で終わることも──」

　そう言っているあいだにも先手の天衣は角道を開けて対局を開始。

　後手の右左口女流三段は小考の後、同じように角道を開けた。

　それを見て、天衣が驚いたように言う。

「あら？　いいの？」

「……？」

「女流棋士が角道なんか開けちゃって」

「ッ!!」

　天衣の挑発に、右左口さんの表情から余裕が消し飛ぶ。

　顔つきは変わらないが耳の先まで真まっ赤かになり、怒りが満ちていくのがよくわかった。

　この反応から二つのことが読み取れる。

　一つは、右左口さんが天衣を格下に見ているということ。

　そしてもう一つは……右左口さんがそれほど強くないということ。

　角交換系の将棋は相手に決して隙を見せてはならない将棋。怒りによって我われを忘れてしまえば、もうその時点で不利になっている。

　盤面には現れないが、天衣は既に大きなポイントを上げていた。

「……さすがですね」

「何がだ？」

「この前、研修会で桂香さんにやられた手です。天衣はさっそくそれを自分の中で消化して、もう使いこなしてる。勝負師としての格が違いますよ」

「ふふん！　そうだろうそうだろう。ま、私は全く心配していなかったがな！」

「……」

　そうだったかなぁ？

　天衣の挑発に乗った右左口さんは自ら角交換を挑み、何と一手いって損ぞん角換わりに誘導。

　小生意気なＪＳにプロの怖さを教えてやるつもりなんだろう。その表情は、うっすらと笑みすら浮かべているようにも見えた。

　狼おおかみの口に自ら手を突っ込んだとも知らず……。




　桂香さんの相手は焙烙ほうろく和美かずみ女流三段。

「《自爆女》とか《群ぐん馬まの爆弾》って呼ばれてて、とにかく将棋の荒さで有名なんです。攻めが爆発する時はすごい勢いで勝つんですけど、負ける時もすごい勢いで自爆するという……」

「それは強いのか？　弱いのか？」

「強いですよ。Ａ級八段のプロ棋士に勝っちゃったことすらあるんですから」

　しかも今の状況は、焙烙さんの力が最も発揮される土俵どひょうといっていい。

「どかーんっ!!」

　独特の掛け声と共に大胆な攻めを敢行する焙烙さん。

　無理攻めのようにも見える……というか完全な暴発なんだが──


「くっ……！」



　桂香さんは苦しそうな表情で受けに回る。

「……練習将棋ならともかく公式戦の、それもマイナビという大舞台じゃあ、誰もが安全に行こうと萎縮してしまう。けど、焙烙さんはいつも通りです」

「自爆か？　じゃあ桂香さんが勝つのか？」

「いや。今の桂香さんじゃあ……」

　持ち時間の長い将棋では咎とがめられる無理な攻めも、時間の短い早指しではそのまま決まることが多い。受ける側がミスる可能性が高いからだ。

　そしてこのチャレンジマッチは──早指しの勝負なのだった。




　あいの対局に戻ると、盤の各所で駒がぶつかり戦いの火の手が上がっていた。

「むぅ……あの杓子とかいう女流棋士が押しているように見えるな。さっきから決断よくポンポン指しているし、時間も多く残している」

「……弱い」

「え？」

　意外そうな顔をする晶さんに説明する。

「杓子さんが早く指してるのは、ちゃんと読まずに感覚で指してるからです。ここは時間を使うべき局面だ。あいはそれがわかってるけど、杓子さんにはそれがわからない。だから弱い」

「……」

「ぶっちゃけ将棋の最善手って三択くらいだから、当てずっぽうでも何とかなるんです。けど……そんなのがずっと続くわけがない」

　そして杓子さんは間違えた。

　その瞬間、あいの纏まとう『気』が一変する。


「……………………こう…………こう……こう…………」




「ッ……？」



　ブツブツと小声で呟つぶやきながら激しく前後へ揺れ始めた少女の姿に、杓子さんは不審そうな目を向けた。

　あいは相手のそんな様子など全く気にすることなく、深く深く盤へと潜っていく。

「こう、こう、こう、こう、こうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこう──」

　柔らかくて細い髪がふわりと揺れる。思考によって急速に加熱する頭皮が空気を温めて髪を浮かすのだ。なので風呂上がりに将棋を指すとあいの髪はすぐに乾く。

　そして──


「────こうっ!!」



「ッ!?」

　猫のように大きく伸び上がり、ばちんっ!!　と高い駒音で、あいは着手。

　そこからは一方的な将棋になった。

　あいの指し手は全て超ノータイム。逆に杓子さんは小刻みに時間を使うようになり……その時間は一手進むごとに長くなっていった。

　晶さんが不安そうに言う。

「こ、この凄すさまじい早指しは大丈夫なのか!?　ちゃんと読んでいるとはとても思えないが──」

「これはいいんです」

「え？」

「もう読み切っているから」

　俺がそう言うのとほぼ同時に、


「…………あっ!?」



　杓子さんは自玉が詰んでいることに気づく。

　それから数手、形作りのため指し手を進めてから──杓子巴女流二段は駒を投じた。

「……負けました」

「ふぇ？」

　あいは一瞬、夢から醒さめたような表情を浮かべて。

「あっ!?　ありがとうございましたっ!!」

　慌てて頭を下げる。

　興奮と、そして将棋大会で初めて勝てた喜びとで、上気した頰はリンゴのように真っ赤になっていた。

　ちなみに師匠はちょっと泣きそうです……。

「……すごい踏み込みだったわね、最後、びっくりして逃げ間違えちゃった」

　終局後。

　杓子さんは小学生のアマチュアに負けた悔しさを笑顔の中に押し隠しながら、自分のミスで負けたというニュアンスの言葉を口にする。

「女流棋士になると、ああいう無謀な手は指せないから……とはいえ私もアマチュアの頃は、あんな感じの無理っぽい攻めをしてたんだけどね（笑）」

「あ、あの……はい。ちょっとあぶないかもって、おもったんですけど……」

　あいはおどおどと、しかし次の言葉はハッキリと言った。




「でも、詰みが見えたので」




「っ……!?」

　杓子さんは驚きに目を見開き、ムキになって反論する。

「で、でも！　こうしていたら、まだわからなかったんじゃない？」

「それはこれで潰つぶれてます」

「ッ……!?　じゃ、じゃあこう逃げるべきだったかしら？」

「？　それも詰んでますよ？」

「あ……！」

　あいは『どうしてそんなわかりきったこと聞くんだろう？』と不思議そうな表情を浮かべながらひょいひょい駒を動かして長手数の詰みを披露する。

　その詰みはどれもあいにとっては『読む』ものですらなく、ただ『見える』だけのものだ。

　見えない人間の存在が信じられないほどに。


「………………」



　杓子さんの身体から闘志が抜けていくのが見えた。

　感想戦をすればするほど、どの変化でもあいの読みが自分の読みを遙かに上回っていることを実感させられるから……。

　俗に『二度負かされる』という辛つらすぎる敗戦を最初に、しかも大会初出場のアマ小学生相手に喫した杓子女流二段は、その後一勝もできないままこのチャレンジマッチで姿を消した。




　一方、天衣の将棋はまだ互いに駒組みをする序盤。

　序盤だが──その序盤の段階で、将棋は終わっていた。


「あ…………ああ……」



　天衣の挑発に乗って一手損角換わりに進んだその将棋は、右左口女流三段にとって、もはや挽回ばんかい不可能なほど絶望的な局面になっている。


「そ、そんな…………どこで……？」



　右左口さんは真っ青な顔でどこに悪手あくしゅがあったか振り返っているが、対局中に過去の手を振り返っている時点で負けを認めたようなものだ。

　一方的に時間を使い果たした右左口さんは、秒読みに追われて中途半端な手を指す。

　天衣はその手にノータイムで応じた。

　手つきこそ優ゆう雅がだが……そこに込められた意志メッセージは激げき辛からだ。

『まだ指すの？　終わってるでしょ？　そんなことすらわからないわけ？』

　と、手つきで相手を詰問きつもんしているのだ。

　その駒音にビクッ！　と大きく震えた右左口さんは、盤に手を伸ばそうとするが、途中でその手を引っ込めて膝の上に置く。握り締めた手は小刻みに震えていた。

　そして搾しぼり出すような声で、


「…………ありません……」



「ありがとうございました」

　感想戦は行われなかった。




「そっかー……二人とも、やっぱり強いなあ……」

　一回戦終了後。

　再び集まった三人の中で唯一負けてしまった桂香さんが、椅子に座って大きく仰のけ反ぞり、天井をあおぐ……多分、涙を見られないように……。

　焙烙さんの自爆攻めが見事に決まり、桂香さんは木こっ端ぱ微み塵じんに吹っ飛ばされたのだ。粘ねばってみたものの投了図とうりょうずは見るも無む惨ざん。

　そして桂香さんは……壊れた。

「ごめんねー。私だけ負けちゃってごめんねー。空気悪くしてごめんだよー……」


「け、桂香さん……」「…………」



　あいは何と言っていいかわからずオロオロし、天衣すら憎まれ口を叩たたくのを躊躇ちゅうちょしてしまっている。

　まあそうだよね。だってシャレにならないもの……。

　女流棋士への夢をかけてわざわざ大阪からやって来たのに、たった一局でその夢を爆砕されてしまえば、そりゃこうもなるわなぁ……しかも一緒に来た小学生は二人とも女流棋士相手に快勝……。

　そこに追い討ちをかけるかのような運営の声が。

『ブロック一回戦で勝利された方は、二回戦の準備が整いましたので対局の準備をお願いします！　残念ながら負けてしまった方は負けた人同士で敗者復活戦の組み合わせをしていますのでもう少しお待ちくださーい！　負けた人は待っててくださーい!!』

　運営さんあんま負けた負けた言わないでっ!!

「ほ……ほら二人とも。対局が始まっちゃうから……ここは俺に任せて、もう行きなさい」

「は、はい……」「ふん……」

　あいは申し訳なさそうに、天衣もちょっと気まずそうな様子で、二回戦が行われる盤へと向かう。

　ずるずると椅子からズリ落ちながら桂香さんが呻うめいた。

「老兵は死なず……ただ消え去るのみぃ……」

「まだ消えないから！　敗者復活戦があるから！」

「そ、そうです桂香さん！　諦あきらめたらそこで対局終了です!!」

　俺と晶さんで必死にモチベーションを上げ、何とか次の対局へと送り出した。「美しく散って参ります」と、桂香さんは不吉なことしか言わない。

　初戦の結果、勝利したあいと天衣はブロック二回戦へと進み、負けてしまった桂香さんは俗に『裏街道』と呼ばれる敗者復活戦へと進むことになった。

　励ましてはみたものの、この時点で桂香さんのチャレンジマッチ通過は絶望的だと誰もが思っていた。そりゃこんな状態だもの……メンタルふにゃふにゃだもの……。

　だから誰が想像できただろう？


　この一敗が────桂香さんの人生を大きく変えることになるだなんて。











[image: ]　　観戦記者のお仕事






「では竜王。解説をよろしくお願いします」

　時間はあっという間に流れ──昼過ぎの四回戦。

　俺は対局場から離れた記者席へと呼ばれて弟子の将棋の解説をすることになった。

「ご存知のように、このチャレンジマッチは注目度の高い対局をネットでリアルタイム中継しています。そしてこの四回戦では、雛鶴ひなつるあいさんと夜叉神天衣さん、お二人の対局を中継することになりました。竜王にはお弟子さんの将棋をそこのタブレットでご覧になっていただき、解説をしていただければと」

「はあ……」

「盤側ばんそくにいる中継記者がタブレットで指し手を入力し、それを見た我々われわれが協力して棋譜にコメントをつけていくわけです。ご理解いただけましたか？」

「はあ……まあ、それは理解できましたけど──」

『鵠』というペンネームを持つこの記者さんは、俺の将棋もよく担当してくれる。

　最近だと山刀伐なたぎりさんと戦った賢王けんおう戦（三連続限定合げんていあいで俺が勝利！）もそうだし、その前だと歩夢あゆむとの帝位戦（戦後最長手数で俺が勝利！）もそう。

　この鵠さんのように、将棋の記者というのは新聞や将棋専門誌に文章で将棋の記事を書いたりする他、今回のように棋戦の中継ブログを担当したりリアルタイムで対局を中継するといったお仕事をする人々のことだ。

　それはいいんだが──

「あの、鵠さん？」

「何です？」

「あなた……どうして東京こっちに来てるんです？　関西在住ですよね？　まさかチャレンジマッチの中継をするためだけにわざわざ出てきたんですか？」

「好きなので」

　さらっと言ってメガネの位置を直すと、鵠記者は音が出ないようキーの上に白い布を敷いたノートＰＣに指を置き──

　本局は第十一期マイナビ女子オープン・チャレンジマッチ、第四ブロック決勝の剣抜はんぬき茅尋ちひろ女流三段─雛鶴あいアマ戦。勝者は一斉予選に出場決定、敗者は敗者復活戦にまわる。

　対局開始は十三時三〇分予定。持ち時間はチェスクロック使用で各十五分、切れたら一手三〇秒の秒読み。

　本局のネット解説を務める九頭くず竜りゅう八一竜王は、対局者である雛鶴さんの師匠に当たる。

　振り駒の結果は歩が四枚。剣抜の先手と決まった。（コメント入力＝鵠）

　タブレットに表示された将棋盤のコメント欄に、一瞬でこれだけの情報が書き込まれた。

「鵠さん……打つの早いっすね？」

「頻出ひんしゅつフレーズはあらかじめ一文字で変換できるよう設定しておくんです。例えば──」

『ｓ』→小考して[image: ]９八香。先手は穴熊あなぐまを目指す。

『ｋ』→金銀四枚の美しい穴熊が完成した。

『ｙ』→やはり穴熊は遠く、終わってみれば穴熊の圧勝だった。

　穴熊好き過ぎだろこの人。

「……で？　俺はどんなことを喋しゃべったらいいんです？」

「中継する対局は二局ありますから、タブレットで両方をこまめにチェックしつつポイントっぽいことを指摘してください。あとは私とお話していただければ勝手に拾っていきます」

「鵠さんとお話……ね」

「楽しいでしょう？」

　後手の雛鶴アマは小学四年生。

　関西研修会に在籍しており、女流公式戦は初登場。ここまで三連勝でブロック決勝まで勝ち上がって来た。

　撃破したのは杓子巴女流二段、伊座利いざり結ゆ愛め女流初段、結ゆい能のう八重やえ女流二段。いずれも実力者であり、まぐれや勢いだけでは勝てない相手だ。

　本局では竜王の弟子の実力を、竜王の解説付きでご覧頂く。

「まずは進行の早い雛鶴さんの将棋から見ていきましょう」

「横歩取り……かと思いましたが、先手の剣抜さんが横歩を取りませんでしたね。横歩取らずの、相掛かり系の将棋になりました。得体の知れない相手との戦いで研究勝負となる横歩取りは避けて、力戦りきせんになりやすい相掛かりを目指した……ということでしょうが、しかしこれはあいの一番得意な将棋です。後手のあいとしても望むところでしょう」

「雛鶴さんは相掛かりがお得意なんですか？」

「そっか。鵠さん、あいの将棋を見るのは初めてですっけ？」

「ええ。妹は研修会等でお世話になってるみたいですが」

「あいは俺が竜王戦で指した相掛かりを見て将棋を始めたんです。だから最初は相掛かり以外の戦型を知りませんでした。そのあと俺が色々と教えましたけど、一番好きなのはやっぱり相掛かりみたいです。この戦型には敏感ですよ」

「なるほど。師匠譲りですね」

　戦型は横歩取らずの相掛かりとなった。剣抜にとっては予定の作戦だったか指し手が早い。

　雛鶴さんも負けじと早指しでくらいつくが、大丈夫なのだろうか。

　解説の九頭竜竜王は「あいは俺が色々と開発しました。敏感ですよ」と得意げに語る。

「……ちょっと。鵠さん」

「何ですか？」

「棋譜コメの俺のセリフが変態っぽいっていうか、俺こんなこと言ってないんですけど？」

「コメ欄は容量が少ないので、どうしても言葉を省略しないといけないんですよ」

「修正してください」

「リアルタイムなので無理です。それより早く解説を」

「……剣抜さんが３筋から歩を突き捨てて開戦し、直後に飛車を中央に移動させ『ひねり飛車』にしました。けど、これは失敗だったと思います」

「そうですか？　自然な手のように見えますが……」

「飛車を動かすより角交換した方がよかった。……ああほら、あいが角交換を仕掛けました。後手が角交換をして手損のようにも見えますが、先手は攻め手がありません。後手の具合がいいです」

　剣抜が先攻してひねり飛車に構えたが、後手の雛鶴さんは構わず角交換。これによって剣抜に手番が渡ったものの、有効な攻めが見えない。剣抜は頭に手を当てて考えている。

　九頭竜竜王「小学生は具合がいいです」。

「おいっ！」

「今度は何ですかぁ？」

「どうしてあんたがちょっと迷惑そうに言ってるんだよ!?　迷惑なのはこっちだよ!!　明らかに誤解を生むような書き方してるだろっ!?」


「はぁー……だったらどう書いたらご満足なんですか？」



「そりゃ、事実を正確に──」

「わかりました。それならまず雛鶴さんのプロフィールを正確に書きます。ええと、この春から九頭竜竜王の内弟子として同居生活を──」

「ちょっと！」

「はい？」


「ちょっと、その…………内弟子だってことは……書かないでいただけると……」



「どうしてですか？　隠してるんですか？」

「いや別に隠してるわけじゃないですけど」

「では何かやましいことが？」

「いややましくもないですけど」

「だったら書いてもいいじゃないですか。ＪＳと一緒に暮らしてるって。２ＤＫアパートで同居してるって。お弁当まで作ってもらってるって」

「いや、だからそれは……」

「やましいことがあるわけではないんですよね？」

「ないですよ？　やましくなんて全然ないですよ？　そんなの当たり前ですけど？」

　そう。やましくはない。

　ない……んだが、やましいことを何もしていないにもかかわらず、あいを内弟子にしたことで俺は関西で完全にロリコンと思われている。姉弟子に至っては犯罪者扱いだ。

　ネット上では噂うわさとして広まってるみたいだが……それをこの場で堂々と自ら拡散する必要はないんじゃないの？　というのが俺の見解である。

　問題はどうやって鵠さんを説得するかだが──

「ほ、ほら！　俺みたいな女性に人気の若手棋士がＪＳと同居してるなんて話が広まったら、せっかく将棋界に集まり始めた女性ファンがショックを受けちゃうでしょ!?」

「……そうですね」

「突っ込んでよ！　自分で言ってても虚むなしいってわかってるから容赦なく突っ込んでよ！」

「少し指し手が止まっていますね。夜叉神さんの将棋に行きましょう」

「おいいいいいい!!」

　夜叉神天衣アマと粥かゆ新田にた麗れい女流三段の対局は、先手を引いた夜叉神さんが角換わりに誘導して激しく戦っている。

　粥新田はタイトル挑戦経験もある強豪。今期は一回戦シードから連勝して勝ち上がって来たが、本来ならチャレンジマッチそのものをシードされるべき実力者だ。

　夜叉神さんも雛鶴さんと同じ小学四年生で、九頭竜竜王門下。ここまで三局とも角交換系の将棋で勝ち上がって来た。本局でもノーマル角換わりを採用し、局面をリードしている。

　九頭竜竜王「夜は俺がリードしています」

「言ってねえよッ!!」

「ええ。まだ聞いてませんから」

「じゃあ何で書いたし!?」

「夜叉神さんはどんな子です？」

「天衣は……賢い子ですね。小学生だけど完全に自立してて、ほとんど何も教えなくても強くなる。弟子としては最高じゃないですか？　そんなことよりさっきの棋譜コメを──」

　現局面は既に夜叉神さん勝勢。

　クズ竜竜王「小学生は最高だぜ！」


「だから言ってねーし!!　つか、こんなことより指し手の解説を載せるべきでしょ!?　そっちのコメントを求めるべきでしょ解説者には!?　あと名前!!　あと名前ェェェェ!!」



「ぶっちゃけ指し手の解説は自分でできるので、別にいいです」

「だったら俺いらないじゃないですか!?　そりゃ鵠さんなら指し手の解説くらい十分こなせるんでしょうけど……」

　観戦記者にはそれなりの棋力が必要になる。必須ではないが、棋力があった方がより深い記事を書けるので結果として棋力の高い人が記者になる場合が多い。

　そのため記者になる人は元奨励会員だったりアマ強豪だったり、下手をすると女流棋士より強かったりする。

　この鵠記者も並の女流では太刀打ちできないほどの実力の持ち主だ。最初から全部自分でやりゃいいじゃん……。

「あんた俺を呼んで何がしたかったんですか……？」

「竜王が大切にしているお弟子さんがどういう子なのか知りたくて。それと──」

「それと？」

「お弟子さんの存在が竜王にどんな影響を与えているかも、ね」

　雛鶴さんと剣抜の対局は、後手の雛鶴さんが受けの好手を連発して勝勢。師匠譲りの将棋センスを存分に発揮し、勝利に近づいている。

　剣抜は[image: ]８五角と狙いの角打ちを見せたが、雛鶴さんは冷静に受け、先手の狙いを事前に防いだ。剣抜は既に攻める手段を喪失そうしつしている。

「竜王？　この手順はどうご覧になられますか？」

「驚いたな……」

「何がです？」

「ここまで『勝ち』に拘こだわるあいは……初めて見ます」

　画面に映し出される無機質な棋譜を見て、弟子の変貌に驚く。

　今までのあいは終盤のスピード勝負で競り勝ってきた。

　だが今日の棋譜は全く違う。

　あいは常に相手の攻めを先受けし、敵の攻撃手段を完全に封じた。

　今までただ相手の前に出ることだけを考えて常に全力で駆けっこをしていた子供が、レース展開を考えて確実に勝ち切るような将棋を指していたのだ。

「確かに……あとは相手が投げるのをゆっくり待つだけですね」

「いや。詰みがあります」

「は？」

「７七に歩を打って詰みです」

「あっ!!　で、ですが……この詰みを小学生が読めますか？」

「読みますよ。あいなら」

　数秒後に更新された棋譜は──[image: ]７七歩。

　そこから始まった寄せは凄まじいものだった。

　フラついた相手に倒れることすら許さない猛ラッシュを浴びせるような、そんな寄せ。あいはまだ持ち時間を残しているが全てノータイムで指していく。相手に考える時間を与えないためだ。辛からい。思考が追いつかない剣抜さんは投了するタイミングすら摑つかめず、粘りにもなっていない手を重ねていく。

　その鮮やかな、最速の寄せを目にした鵠記者は、コメントを打つのも忘れ、次々と更新されていく指し手を息を止めて見詰めている。

　やがて……棋譜更新が止まった。

　一つ大きな溜ため息を漏らし、鵠記者は再びキーボードを叩き始める。

「竜王」

「はい？」

「強すぎます」

　ここで剣抜が投了した。終局時刻は十四時五分。消費時間は剣抜十五分、雛鶴八分（持ち時間、各十五分）。

　勝った雛鶴さんは小学四年生。

　初出場で女流棋士四人を連続撃破しての一斉予選進出だ。

　師匠の九頭竜八一竜王や伯母弟子の空銀子女王を彷彿ほうふつとさせる、恐るべき才能が現れた。
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「こっち目線ください！」「今のお気持ちは!?」「一斉予選への意気込みを！」

　別室で行われたブロック優勝者インタビューで、あいと天衣は注目を独占していた。

　そりゃそうだろう。だって──


「…………しちゃったよ。四連勝……」



　興奮した様子の大人達に取り囲まれて盛んにフラッシュを浴びている二人の弟子を眺めながら、俺は呆然ぼうぜんと呟いていた。

　もしかしたら……とは、思ってたけど──

「夜叉神さん！　九歳七ヶ月で一斉予選進出は史上最年少ですが、ご感想は!?」

「特にありません」

「勝利の喜びを誰に一番に伝えましたか!?」

「師匠です。そのへんにいたので」

「よ、四連勝できた理由は？　何か……師匠の竜王から授けられた作戦があったとか？」

「単に相手が弱かったからだと思います」

　一斉予選進出者に贈られた花束を持って記者の質問を受ける天衣は、今日の将棋と同じように強烈な一手を返していく。

　傲慢ごうまんにも聞こえるその言いぐさに、取材していた記者達は──

「あの粥新田女流三段に完勝して、この発言……」「本物の天才だな……」「かわいい」「ニューヒロインの誕生だ！」「罵ののしって欲しい」「かわいい」

　怒るどころか、むしろその態度を称賛していた。若干変なのもいるが……。

　将棋界では若さは最もわかりやすい才能の証だし、他人を怖れず自分の意見をハッキリ述べる強情な性格も才能の一つとされる。

　だが女流棋士にとっては、もっと重要な才能があって──

「貴様ら、なっとらん！　お嬢様を最もきゃわいく撮れる角度はここだ!!　この角度だッ!!」

「だ、誰ですかあなたは!?」

　インタビューに割り込んで記者の写真の撮り方にイチャモンつける晶さん。仕舞しまいにはカメラを取り上げて自分で写真を撮り始めていた。


　女流棋士にとって将棋の才能以上に必要な才能。それは────『ルックス』。



　天衣とあいがこれだけ騒がれるのも、二人のルックスが群を抜いているから。その価値はある意味、将棋の才能以上に女流棋界にとって貴重なものとなる可能性すらあった。

　次の一斉予選では、それが露骨に示されるだろう。

「ええっ!?　しょ、将棋を始めて……まだたった七ヶ月!?」

　あいを取材していた記者達から驚きの声が上がった。

　当然だろう。二人を誰よりもよく知る俺ですら驚いてるんだから。

　天衣は女流棋士相手でも危なげない将棋を指すだろうと予想はしていた。得意な形に持ち込めれば互角以上に戦いうるだろうと。

　けど……あいの四連勝は予想外だ。

「女流棋士と平ひら手てで対局するのもほとんど初めて？　そ、それで四連勝ですか!?」

「得意戦法は相掛かり!?　じゃあ居飛車党……え!?　振り飛車も指すの!?」

　取材する記者達は、驚きを通り越して戸惑っていた。

　小学四年生。九歳。

　将棋歴七ヶ月。大会経験ゼロ。

　そんな女の子が、十年二十年と研鑽けんさんを積んできた女流棋士を四人一気に切って捨てた。

「しかも……どれも完勝譜で」

　あいはこれまで典型的な終盤逆転タイプだった。

　相手を舐なめてるわけじゃないんだろうが、心のどこかで『序盤で離されても終盤で逆転すればいいや！』と思ってる節があった。要するにスロースターター。将棋の組み立てに油断というか、いい加減な部分があった。

　それが今日は──序盤から全く隙が無い。


「えと……まだまだ弱くて、いっぱいいっぱい勉強しなきゃですけど…………次の一斉予選も絶対に勝ちますっ!!」



　二週間後の一斉予選への意気込みを聞かれ、あいは力強くそう宣言していた。

　こんなにたくさんの記者に囲まれたらもっとアワアワおどおどしてしまうかと思ったけど、インタビューもしっかりとこなしている。

　大会へのモチベーションがそうさせるんだろうか？

　朝から対局だけに集中してたのもそうだし、対局に勝った後も大人おとなしかった。いつもなら俺に褒めて欲しくて、子犬みたいにじゃれついてくるのに……。

　いつの間にか、すっかり大人になってしまったみたいだ。

　その姿は頼もしくもあり……ちょっと寂しくもある。

「……もっと師匠に甘えたり、不安にさせたり迷惑かけてくれていいのにな……」

　思わずそんなことを呟いたりしていると。

「雛鶴さんも、夜叉神さんと同じく九頭竜竜王のお弟子さんなんですよね？」

「はい！」

「将棋はよく教えてもらうんですか？」

「はい！　たくさん教えていただいてますっ！」

「週末とかにですか？」

「毎日ですっ!!」

「ま、毎日？」

「はい!!　毎日おうちで教えていただいてますっ!!」

　あ。

　やばい。

「えっと……それは、雛鶴さんのご自宅で？」

「師匠のおうちです！」

「「えっ!?」」

「一番たくさん教えていただける時間は、お風呂に入った後です！　お布団に入ってから一緒に詰将棋を解くこともあります！　あと最近は、勝つとご褒美に髪を乾かしてもらえて──」


「す、スト──ップ！　ストォォォォォォォォ──────ッップ!!」



　俺は慌ててインタビューを止めようとしたが、

「竜王！　詳しいご説明を！」「ＪＳを自宅に連れ込んでいるということですか!?」「ロリコンという噂は本当なんですね!?」「空女王と二股ですか!?」

　ヤバイヤバイヤバイ!!

「ちょ、ちょっと待ってください！　誤解です！　おうちで教えてるというのは……そうネット！　ネットを使って教えてるんです！　あと姉弟子とは何もないですから!!」

「そうです！　師匠は空先生とは別に何にもなくて、お泊まりするのはＪＳ研のみんなです!!」

「あいっ!!　ちょっと黙ってなさいッ!!」

「ふひゃ!?　もがもがもがー!!」

　慌てて弟子の口を手で押さえるが、既に遅し。

「ＪＳ研!?」「まさか他にもＪＳを!?」「どうなんですか竜王!?」「ロリコンなんですか!?」「将棋以外のことも教えてるんじゃないんですか!?」

　記者の追及はどんどん激しさを増し……こうして、弟子のインタビューの場はいつの間にか俺のロリ疑惑を追及する記者会見へと変貌。

　行きの新幹線で桂香さんに言われた言葉が甦よみがえる。

『この子達が表舞台に出たら、将棋界は大騒ぎになるでしょうね。ううん、銀子ちゃんの時みたいに将棋界を超えたニュースになるかも』

　うん。なった。
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　結局、何とか記者達の鋭い攻めを凌しのぎ切って、あいと同居している事実は隠し通すことができたんだが──

「……とはいえ、いずれバレるんだろうなぁ……」

　やましいことは一切ない……けどほら、最近色々と騒がしいし……。

　そんな感じでインタビューを終えて対局場へ戻ると、ちょうど敗者復活トーナメントの決勝戦が行われるところだった。

「「よろしくお願いします」」

　桂香さんと、そして対局相手の粥新田麗女流三段が呼吸を合わせて礼をする。

　対局時計のスイッチを押したのは桂香さん。

　ということは、桂香さんは後手だ。

「……あの粥新田さん相手に後手か。厳しい戦いになるな……」

　さっきまでの浮ついた気分が一気に吹き飛んだ。

　あいは不安そうに俺の服に手を伸ばしかけ……途中でその手を引っ込めつつ、言う。

「桂香さん……すごく疲れて見えます……」

「さすがに今日これで六局目だから……」

　初戦で負けた桂香さんはそのまま敗者復活戦に回ったが、そこから何と四連勝。ここで勝てば一斉予選進出というところまで来ていた。

　あの状態から立て直せたのは……まさに負けたからだろう。

　あれほど固くなってた桂香さんは、初戦に負けることでその固さが取れ、いい意味で勢いのよい将棋を指すようになっていたのだ。破れかぶれとも言う。

　そしてその勢いで敗者復活戦を一番下から這はい上がってきた。

　だが厳しい戦いを物語るかのように、対局開始直後から呼吸は乱れ、髪はほつれ、目は落ちくぼんで充血している。明らかに限界を超えているように見えた。

　対する粥新田さんはシードもあってまだ四局目。

　直前に無名の小学生に完敗を喫し敗者復活へと回る屈辱を味わってはいるが、その動揺を感じさせない落ち着いた佇たたずまいだ。技術だけじゃない。心の強さを感じる。

「あれ、さっき私が負かした女流ね」

　花束を晶さんに預けた天衣が音も無く俺の隣に来て、言う。

「ああ。強かったろ」

「全然？」

「……」

「あれなら百回やって百回勝てる自信があるわよ」

　天衣は桂香さんに一度負けた。

　だから今の発言は、非常に遠回しにではあるが……桂香さんを応援してくれていると捉えることができなくもない。かもしれない。

　そんな話をしているうちにも指し手は進み、粥新田さんの作戦が明らかになる。

「『角交換四し間けん飛び車しゃ』だな」

　俺が呟つぶやくと、あいが先を急せかすように尋ねてくる。

「ど、どんな戦法なんです!?」

「振り飛車側から角交換を積極的に仕掛けていく戦法で、一時期はアマでもプロでも大流行した将棋だ。角交換してから四間飛車にして、そこからまた向かい飛車に振り直す」

「ふぇぇ？　……なんだか変な将棋ですね？」

「確かにね。手て損ぞんしまくるから、それを嫌っていきなり向かい飛車にするような戦法もあるんだけど……そっちを女流棋士で指しこなせる人間はいないだろうな」

「どうしてです？」

「才能が必要になるからさ」

　一方、角交換四間飛車は近年急速に定跡が整備されており、かなり深くまで研究が進んでいる。知識の無いまま相手の作戦を受けるのは非常に危険だ。

　案の定──


「くっ……！」



　桂香さんが呻うめき声とも吐と息いきともつかない音を発する。苦しそうだ。わずか三十数手で残りの持ち時間が一分十三秒にまで減っている。

　危険とわかっていても避けられない。一方的に時間を使わされる。

　相手の研究に嵌はめられたのだ。

「粥新田さん、本気で潰しに来てるな。アマチュア相手に出し惜しみは無しか……」

「け、桂香さん……！」

　あいが祈るように、ぎゅっと両手を組み合わせる。

　しかしその祈りも通じず、桂香さんの形勢は一度も良くなることなく中盤の山場へ。


「ん……んんっ……！」



　ここで桂香さんは残り少なくなっていた持ち時間の全てを投入し、勝負手を放つ。

　一瞬だけ戦況が好転したようにも見えたが……そこから数手進んだところで、桂香さんは地獄へと一直線に叩き落とされた。

「あっ……!?」

　──王手竜取り。

　ポカどころの騒ぎではない。疲労から生じた完全な見落とし。頓とん死し級のミスだ。

「……何をやってるのよ！」

　イライラと舌打ちをしたのは天衣。

　飛車をボロリと取られてしまった桂香さんには、正直なところ、もはや勝ち目はない。

　だが──逆境に追い込まれたことで、消えかかっていた桂香さんの体力には再び火がついたかのようだった。


「ッッッ……!!」



　桂香さんは指し続ける。唇を嚙かんで指し続ける。

　追い詰められた子供が、泣き喚わめきながら周りにあるオモチャを手当たり次第に投げつけるような、そんな抵抗を見せる。

「チッ！　……しつこい」

　形なり振ふり構わないその指し手に、粥新田さんは明らかにイラついていた。

　とはいえさすが経験豊富な女流三段。イラついたからといって暴発などせず、三十秒将棋の中で淡々と最善手を積み重ねていく。


「し、師匠…………これ、桂香さん……」



「ああ。次の２三竜から……即詰みだ」

　粘りに粘った桂香さんの玉は、あと一手で逆転不可能となる。

　桂香さんもそれを理解しているようで、


「………………ああ……」



　もうその姿に闘志は感じられない。文字通り、燃え尽きていた。

　次の一手を指されたら投了するつもりだろう。

「………うん………うん……」

　粥新田女流三段は秒読みの中、何度も何度も頷いて詰みを確認すると、時間ギリギリで竜を持ち、それを２三の地点に打ちつけた。

　そして、打ちつけた駒から指を放した瞬間。

「負け──」

　桂香さんは投了の意思表示をしようと頭を下げかけるが、その動きが途中で止まり……首を盤に突き出して、大きく目を見開いた。

「「「え」」」

　桂香さん、中継記者、そして指した粥新田さん本人が、呆ほうけたような声を上げる。

　粥新田さんの指した手は２三竜ではなかった。





　２三の地点に置かれた駒は────『飛車』だった。






「「えええーっ!?」」

　観戦していた俺達も思わず声を上げてしまう。

　あろうことか粥新田さんは、既に竜に成っていた駒をわざわざひっくり返して盤に打ちつけてしまったのだ！

　竜が飛車に戻るというあり得ないこの一手は、歩が後ろに下がるのと同じように『着手不能』と判定される。そして指を離してしまった以上、無かったことにはできない。

　もちろん反則だ。前代ぜんだい未み聞もんだが……。

「ッ……」

　粥新田さんは一瞬だけ、飛車を竜に戻そうとするかのように駒に手を伸ばしかけたが──すぐにその手を駒台の上に置いて頭を下げる。

「負けました」

「あっ……」

　桂香さんも反射的に礼を返す。ただ、何が起こったのかまだ理解できていないようだ。

　盤側で観戦していた審判員が時計を止め、宣言。

「……まで、一七〇手をもちまして、清滝きよたきさんの勝ちとなります」

　それから暫しばらく、重苦しい沈黙が会場を支配した。

　やがて粥新田さんが、盤を睨にらみつけたまま、絞り出すように言う。


「…………失礼しました……」



「い、いえ……」

　桂香さんも俯うつむいたままそう返すのが精一杯だ。感想戦は行われそうにない。

　完璧に詰まされていた局面から、まさかの反則勝ち。この落差が将棋というゲームだ。わずか一手で全てがひっくり返る。

　とはいえこれは限度を超えていた。

　粥新田さんはこの対局の直前、天衣に圧殺されていたが、その動揺は無いように見えた。

　しかしやはり心に大きなダメージを負っていたのだ。

『一日に二度もアマチュアに負けられない』

　その気負いがプレッシャーとなり……最後の最後、信じられない反則となって盤上に現れてしまったんだろう。

　天衣に圧殺された以上、粥新田さんとしては桂香さんを圧倒せざるを得なかった。序盤から大きく突き放し、終盤でも華麗な即詰みに討ち取らねばならなかった。

　なぜなら粥新田さんは女流棋士で、桂香さんはアマチュアだから。

　同じ将棋のプロとしてその気持ちが痛いほどわかる俺は、桂香さんの勝利に最も貢献してくれた二番弟子に、そっと言った。

「……おまえのおかげかもな？」

「気持ちの悪いこと言わないでちょうだい」

　天衣は俺の言葉の意味を理解した上でそう吐き捨てる。

　とりあえず感謝の気持ちを込めて頭をなでなでしてやると、誇り高くて天あまの邪鬼じゃくなお嬢様は「なでるなー!!」とお怒りになった。かわゆい。


「うう……！　け、桂香さん……よかった……！　本当によかったよぉ……！」



　晶さんは周囲が引くくらい泣いていた。

　何であんたが真っ先に泣くんですか……ともちょっと思ったが、考えてみればこの人は天衣の付き添いとして毎回研修会に来ている。将棋に打ち込む人々の姿を見続け、自分でも将棋を指すようになって、棋士を目指す研修生達に感情移入してくれているんだろう。

　そして──

「清滝さん。一斉予選出場者のインタビューがありますので、こちらへお越しください」

「へ？」

　係の人に促されると、桂香さんは夢でも見ているかのような表情で盤から顔を上げた。

「わ、私が……マイナビの一斉予選に……？」

「おめでとうございます。最後の一枠ですよ」

「……」

　ふらふらと立ち上がり、一歩を踏み出そうとしたところで、桂香さんは腰が抜けたようにバランスを崩してしまう。

　あいが駆け寄ってその身体を支えた。

「おめでとうございます桂香さん！　次もぜったい一緒に勝ちましょうねっ!!」


「…………うん」



　遅れて来た最後のヒロインをカメラのフラッシュが包み込む。

　一斉予選への意気込みを尋ねられた桂香さんは、まだ夢の中にいるような表情で、しかし渡された花束をしっかりと摑んで、こう言った。

「先に女流棋士になった昔の修業仲間と公式戦で対局できるのはすごく嬉しいです。『強くなったね』と言ってもらえるように……頑張りたいと思います」

　第十一期マイナビ女子オープンチャレンジマッチは、こうして幕を閉じた。

　参加人数は七十名。うち十一名が次の一斉予選へと駒を進めたが、その中でアマチュアはわずか三名だった。
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　神社の境内けいだいに足を踏み入れた瞬間、先頭を歩いていた澪みおちゃんと綾あや乃のちゃんが歓声を上げた。

「ああー！　なにあれ!?　おっきな将棋しょうぎ駒こまが置いてあるよ!?」

「鳩森はともり神社の将棋堂しょうぎどうです！　よく棋戦の中継ブログとかで写真を見るです！」

　チャレンジマッチの翌日。

　昨日のメンバーに澪ちゃん、綾乃ちゃん、シャルちゃんを加えた俺達は、朝から東とう京きょうの千駄ヶ谷にある将棋会館へと向かっていた。

　今日は夏休みに入ったＪＳ研のみんなも合流して、東京の将棋会館道場で将棋を指しまくる『ＪＳ研関東遠征』なのだ。

　普通、ＪＳが夏休みに遊びに行くなら遊園地とかプールなんだろうけど……そこはみんな将棋大好きっ子。

『一度は東京の将棋会館に行ってみたいよね！』

　と、スグに話がまとまったんだという。

　ちょうど俺達が東京へ行くから都合がよかったというのもあり、この日になった。

　東京駅まで澪ちゃん達を迎えに行ったんだけど、千駄ヶ谷の駅を降りた時から「プロの先生いるかな!?」と周囲をキョロキョロ。将棋の聖地に来てプチ興奮だ。

　……ちなみにタイトル保持者ホルダーが一緒に歩いてるんだけど、もうあんまりありがたがられないのが少し寂しい。

「綾乃ちゃんが言ったように、ここ鳩森神社は将棋連盟ととっても縁が深いんだ」

　遠足を引率する小学校の先生みたいに、俺は将棋堂の前で説明する。

「関東の棋士はお正月に揃そろってお参りするし、盆踊り大会にも棋士が参加するんだよ」

「「へぇぇー!!」」

　プロ棋士だけじゃなく、もちろんアマチュアも多くお参りする。

　ここでしか売っていない『棋力向上絵馬えま』は将棋駒の絵が描いてある珍しい絵馬で、それにお願いを書いて将棋堂の壁に吊つるすのが定跡じょうせきだ。

　社務所で絵馬を買ってあげると『研修会で八連勝できますように！』『終盤が強くなりたいです』『しょたんになう』とか書いて、さっそく将棋堂に吊している。最後のは『初段になる』だろう。シャルちゃんは字もかわいいなぁ……♡

「あいは何て書いたんだ？」

「えっ!?　み、見せなきゃだめ……ですか？」

「べつにいいけどね。後で勝手に見るから」

「うう……ししょーのいぢわる……」

　観念したように、あいはチラッと絵馬を見せてくれる。

『みんなでマイナビの本戦に行けますように!!　絶対!!』

　力強い字でそう書いてあった。実に頼もしい。

　けど……ここまで勝ちに拘こだわる子だったろうか？

　チャレンジマッチでも感じたけど、『最善』よりも『勝ち』を追求する姿勢は、これまでのあいの将棋には見られなかった傾向だ。

　どうして急にそんな意識が？　でもまあ大会に出て勝ち上がってる時は欲が出るからな……とか考えながら、ＪＳをぞろぞろ率いて境内を出る。

　鳩森神社を抜ければ、もうそこは将棋会館だ。

「しゃうね？　とーちょーのしょーぎきゃいきゃん、はじめてくぅんだょー!!」

「澪も澪も！　写真とかでしか見たことなかった！」

「うちも初めてです！　すごく立派です！」

「色は関西将棋会館と同じなんだね！　あっ、でも壁には文字が書いてないや」

「ビルの壁にあんな下品な字を貼り付けるなんて普通はしないでしょ。関西だけよ」

「そ、そうかな？　あいはかっこいいと思うんだけど……」

　憎まれ口を叩たたく天衣あいは、あいに誘われた時も何だかんだと難色を示していたが結局『せっかく東京まで来たから、こっちの道場のレベルを見てやるのも悪くないわね』とか言ってついてきた。素直じゃないかわいい。もちろん晶あきらさんも一緒だ。

「お嬢様！　会館をバックにお写真を撮りますよ！　ほら笑ってくださいピースピース！」

「ちょっと晶、はしゃぎすぎ……」

「いいじゃんみんなで写ろうよ！　ピース！」「ぴーちゅ！」「ぴ、ぴーす……です」

　結局、天衣を真ん中にしてＪＳ研のみんなで記念撮影。

　真ん中の天衣だけブスッとしてるのが逆にかわいい。

　俺も小学生名人戦で初めてここに来た時はこんなふうにはしゃいでたなぁ……などと感慨に浸ひたっていると、

「八や一いちくんも今日はここでお仕事なんでしょ？　タイトル戦の中継で」

「うん。棋き帝てい戦の解説を依頼されてて……ごめんね桂けい香かさん。ＪＳの引率を任せちゃって」

「ちゅーけー？」

　横で聞いていたあいが「ふにゃ？」と首を傾かしげる。かわいい。

「『ニコニコ動画』って知ってるだろ？　あれの生放送を『ニコ生』っていうんだけど、将棋のタイトル戦はニコ生で生配信されてるんだよ。初手から終局まで」

「え!?　で、でも将棋のタイトル戦って十時間以上かかりますよね……？」

「もちろんただ対局者や盤面を映してるだけじゃないぞ？　プロ棋士が一手ごとに解説したり、手が進まなくなったら視聴者の質問に答えたり戦法講座を開いたり、色々と工夫してるんだ」

「聞き手の女流棋士と組んで、ね」

　桂香さんが補足してくれる。

「だからあいちゃんも女流棋士になったら八一くんと一緒にニコ生に出られるわよ。一日でも早くそうなるように頑張りましょ」

「ししょーといっしょに……おしごと……？」

　あいは夢を見ているような口調でそう呟つぶやくが……俺はその日が急速に迫っていることを理解していた。

　昨日のあいを見るまでは、まだまだ先の話だと思ってたけど……。

「……でも、その前にチャレンジマッチ通過のお祝いをしなきゃな！」

　胸の中になぜか浮かんだ寂しさを振り払うように、俺はあいの頭に手を置いて、明るい声で言った。

「大阪おおさかに帰ったら、あいの好きなカニでも食べに行くか！」

「きゃに!?」

　大好物の名前を聞いて思わず目を輝かせたあいは、しかし急に『はっ!?』と我われに返り、ぶるぶると首を横に振る。

「い……いいえ！　お祝いなんてまだ早いです！　もったいないです!!」

「そうか？　けど──」

　俺もちゃんとお祝いしたいし、と言いかけたその時。

「みんなー！　早く中に入るですー！」

　一足先に入館した綾乃ちゃんがそう言って手招きすると、ＪＳが一斉に後を追う。「うわ！　売店でけー!!」とか声が聞こえてきた。

「ではわたしは道場でいっぱい勉強してきますから、師匠はお仕事がんばってください」

　そう言ってぺこりと頭を下げ、あいもみんなを追って会館の中へ。

　その後ろ姿はとても頼もしく──

　だけどやっぱり、師匠はちょっと寂しいのであった。
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「皆様みなさまおはようございます。本日は淡あわ路じ島しまの『ホテルネオアワジ』で行われております棋帝戦第三局の模様を、終局まで完全生中継でお送りします。聞き手を務めさせていただきます女流棋士の鹿ろく路ろ庭ば珠代たまよです」

　カメラの前の美女が丁寧ていねいに一礼し、隣に立つ俺を紹介してくれる。

「本日の解説者をご紹介します。九頭竜くずりゅう八一竜王です。先生、どうぞよろしくお願いします」

「あ、どうも。よろしくお願いします」

「九頭竜先生はニコ生解説初登場となります。視聴者の皆様も朝から盛り上がっていますね」

　そこでカメラの映像が切り替わり、対局室が映し出された。

「ただ今、朝の対局室の様子が映し出されていますが……まだ両対局者は入室していない模様ですね。立会人の清滝きよたき九段と、記録係の椚くぬぎ奨励会初段の姿が見えます」

「ええ。うちの師匠がいますね」

　俺達の足下にはパソコンのモニターが置いてあるため、視聴者が見ている映像を確認しつつ喋しゃべることができるのだ。

「あっ！　立会人の清滝先生が立ち上がって何かをしていますが……？」

「どうやら対局者の座布団が少しズレてたみたいですね。師匠はああ見えて繊細せんさいなので──」

「そうなんですね。清滝先生、納得したように頷うなずいて定位置に戻られました」

「一安心ですね」

「あっ！　何だかまたソワソワしてますけど……」

「そろそろ対局者が来るから落ち着いて欲しいですね」

「立会人の清滝九段、再び立ち上がって……今度は足早に対局室を退出されました。九頭竜先生、これはいったい……？」

「まさかとは思いますが……緊張しすぎてトイレに行ったとか？」

「えっ!?　も、もう対局開始時刻までほとんど時間ありませんよ!?」

「悪手ですね。これは間違いなく暴発です」

「ああっ！　対局者が来ちゃいました！　立会人不在のまま駒を並べ始めています！」

「マジか……」

「な、何とか対局開始時刻までに間に合ってほしいですけど……九頭竜先生？　今後の展開をどう予想されますか？」

「和服で用を足すのは時間がかかるので、正直かなり厳しい局面だと思います」

「おや？　対局者が記録係に声を掛けています。三人で礼をして……今、先手の挑戦者が初手を指されました！」

「待ってても仕方ないので先に始めちゃおうということでしょう。さすがです」

「だ、第八八期棋帝戦第三局、いよいよスタートです！」




　……という波乱の幕開けを迎えた対局は、開始五分後に和服がはだけて半裸になった『走れメロス状態』の師匠が対局室に駆け込んで来て即座に摘つまみ出されるというアクシデントがあったものの、将棋そのものは定跡をなぞる穏やかな展開となった。

「九頭竜先生、ここまでの進行をどうご覧になりますか？」

「立会人のメロス新しん手てには驚かされましたね」

「ぶふッ！　……も、もう先生!?　笑わせないでください!!」

　それにしても──
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　……おっぱいデッケェ…………。



「どうかなさいましたか？　あの、できればカメラの方を向いて欲しいんですけど……」

「あぇ!?　い、いえ何でもないです！　何も見てないです!!」

「？　初めてだから固くなっちゃうのも仕方ないですよね。そんなに緊張なさらないで」

「いえっ！　初めてですけど固くなってはいません！　断じて固くなってないです!!」

「そ、そうですか？　とにかく……私ができるだけリードしますから、先生は好きなようになさってくださいね？」

「お、お願いします……」

「はい、お願いされちゃいました♪　うふふ」

　と、鹿路庭さんはこっちを落ち着かせるように笑顔を浮かべてくれる。

　か、かわいい……！　そして会話がなぜかエロく感じる……なぜ!?　巨乳だから!?

　鹿路庭珠代女流二段。

　関東所属の二十歳。花の女子大生。そして巨乳。……そして巨乳！

『たまよん』の愛称で将棋ファンに絶大な人気を誇る美人女流棋士（巨乳）である。ニコ生解説の常連で、この人が出るだけで視聴者数が十万人くらい増えるらしい。

　姉弟子を除けば、いま最も人気のある女流棋士（巨乳）。

　……なんだけど、棋士仲間で囁ささやかれている異名は、意外にも物騒なものだった。

　誰が呼んだか──《研究会クラッシャー》

　鹿路庭さんが参加した研究会は、なぜかどれも長続きしないのだという。

　実力もあるし人当たりもいいのに……なんでだろう？

　前に鹿路庭さんが出てる解説を見ながら何なに気げなく『鹿路庭さんっていいよなー。あっ、聞き手の技術がね？　あくまで技術的な意味でね？』って言ったら、一緒に見てた姉弟子が『アホ男にはそう見えるのかもね』と意味深な発言をしたことがあった。

　その後もちろん執拗しつように脛すねを蹴られたんだけど、姉弟子はどうやら鹿路庭さんが《研究会クラッシャー》な理由を知ってるらしい。なんかこわい。

　……まあ俺は関西だから研究会に誘われることもないだろうけど。

　と、そんなことを考えていると。

【対局者の紹介をお願いします】

　この放送を仕切っている中継スタッフからフリップで指示が。

「本局では後手番となりました篠窪しのくぼ太志たいし棋帝は現在二三歳。昨年この棋帝戦で初タイトルを獲得し、関東若手棋士の中で一躍トップに躍り出ました」

　鹿路庭さんは手慣れた様子で、まず棋帝から紹介していく。

「将棋の強さはもちろんですが、あの慶應大学を首席で卒業するなど学業も優秀。ファンの間では《王おう太たい子し》と呼ばれ、テレビのニュース番組でコメンテーターを務めるなど多方面で活躍中ですが……九頭竜先生は、篠窪棋帝にどんな印象をお持ちでしょう？」

「篠窪さんですか？　そうですね──」

　──リア充失冠しっかんしろ。

　中卒の俺にとって有名私大を首席で卒業したイケメンエリートなんて嫉妬しっとの対象でしかないんだが、それをストレートに言ったら大炎上だ。

「……まあ、ルックスもイケメンですけど将棋もイケメンですよね。研究熱心で才能もあってすごいとおもいます」

「なるほどぉ～」

　鹿路庭さんは俺の小学生並みの感想に熱心な頷きで応えつつ、

「でも、才能のことを言ったら九頭竜先生の方がすごいですよね！」

「え？　……俺？」

「だって史上最年少の一六歳で竜王を獲得して、おまけに史上四人目の中学生棋士ですよ!?　関東の若手プロはみんな九頭竜先生を意識してます！　もちろん女流棋士も！」

「そ、そうなんですか？」

「関西はそうじゃないんですか？」

「はあ……どっちかっていうと、姉弟子の方が注目されてるから……」

「姉弟子というのは、視聴者の皆様もご存知の空そら銀ぎん子こ女流二冠のことですね」

　鹿路庭さんがカメラに向かってそう言うと、

『浪速なにわの白しら雪ゆき姫ひめ』『銀さま』『かわいい』『ニコ生出てほすい』

　と、画面に白い文字が流れる。

　これは今この放送を見ている人達が打ち込んだコメント。どうやら姉弟子はニコ生でも大人気のようだ。みんな実物知らないから……。

　そんな姉弟子絶賛コメントに対して鹿路庭さんが「ほほぅー？　空さんの話題だと朝から反応いいですねー？」とか言うと、今度は『まあ俺はたまよんの方が好きだけどね！』『たまよん最高！』『たまよ～ん』ってコメントが流れる。

　この軽さと双方向性がニコ生の醍だい醐ご味みだ。

　──ニコ生の三大有料コンテンツはアニメ、政治、将棋──

　そう語られるほど、ニコ生と将棋界は双方に大きな利益をもたらした。

　もともと視聴者に若年層が多かったニコ生のコンテンツに将棋が加わることで、時間とお金を持て余した高齢層が流入し、課金してくれるプレミアム会員が増加。

　また将棋界も、新たなファンを獲得することができたのである。

「今日は弟弟子である九頭竜先生が解説者とあって、空さんも関西でこのニコ生をご覧になってるんじゃないですか？」

「姉弟子は俺の解説なんて見ませんよ。そろそろ本題に戻りましょう」

「失礼しました。……では次に、挑戦者の紹介ですが──」

「説明不要でしょう。名人です」

「ですね」

　これで済んじゃうのがこの御お方かたの凄すさまじいところである。

「その名人ですが、現在は『玉座ぎょくざ』と『盤王ばんおう』のタイトルも保持。棋帝も奪取となると、七大タイトルの過半数である四冠を手中に収めることになります」

「他の棋士なら大騒ぎですけど、名人なら『まあちょっと調子いいかな？』くらいに受け取られるのがすごいっすよねー」

「ただ奪取となればタイトル獲得数が通算で九九期になるとあって、現地の取材陣も通常のタイトル戦の倍以上だそうですよ？」

「篠窪棋帝はここまで二連敗で、今日負けてしまうと名人のタイトル獲得となってしまいますからね……ここは意地を見せて欲しいところです」

　リア充の失冠を望む俺ではあるが、その心中は複雑だった。

　ここで名人が三連勝でタイトル奪取となれば、その勢いを駆ってすぐまた別のタイトルに挑戦する可能性が高まるからだ。

　前人ぜんじん未み到とうのタイトル獲得百期目と……空前くうぜん絶ぜつ後ごの永世七冠が懸かったタイトルに。

　そのタイトルとは──

【大盤を使って指し手の解説をしてください】

「では、指し手も進んでいますし……ここで九頭竜先生に現局面の解説をお願いしたいと思います」

「わかりました。じゃあ大盤を動かして──」

　と、将棋に集中しようとした瞬間。

「ッッッ!?　!?　!?」

　俺は……鹿路庭さんが《研究会クラッシャー》と呼ばれる理由を唐突に理解した。彼女と将棋を指すことがいかに困難かを。なぜなら──




　──この巨乳に集中を乱されることなく将棋の手を読まねばならないから……！




　大盤を使った駒操作をしつつ解説をする場合、解説と聞き手は向かい合う。

　俺は鹿路庭さんより背が高いため……どうしても視線が鹿路庭さんの胸の谷間に行ってしまうのである！

「先生？　九頭竜先生？　また固まってますけど……？」

「すいません！　集中して考えたいのでちょっと目を閉じます!!」

「はあ……？」

　ぽかんとする鹿路庭さんの姿（主に胸）をシャットアウトしつつ、俺は現局面について考えると同時に、男性棋士にとって非常に大きなある問題についても考えていた。

　──『女流棋士との対局中どこを見たらいいのか問題』である。

　ほら、将棋指す時って正座して俯うつむくじゃん？

　だから強調されるんだよね。その……谷間が。

　おまけに膝が出るくらいのスカートなんか穿はかれた日には、限界まで視線を下げて盤を見てても視界の隅にチラッチラッと見えそうで見えない部位が映り込んでしまい……著しく集中を削そがれるわけだ。

　とはいえ視線を上げると顔を見ることになっちゃって、それはそれで『何この人？　対局中に私の顔ばっかり見て……もしかして気があるの？』とか思われそうで気まずいし……。

　要するに──どこを見てもアウトなのである！

　ちなみに俺は姉弟子とよく将棋を指すが、あれはこの問題に含まれない。

　なぜなら胸はペッタンコだし、下はつるつるだから。プラスチックのまな板と同じだ。まな板に欲情する人間がいたらそれは病気だ。

「あの……九頭竜先生？　そろそろ解説を──」


「…………整いました」



「？　……名人の先手番ですが、戦型は後手の篠窪棋帝が得意な横よこ歩ふ取どりになりました。九頭竜先生？　この展開は予想していらっしゃいましたか？」

「そうですね。戦型は予想していました。戦型は……」

　予想外なのはおっぱいである。

「……篠窪さんの作戦は先手なら角かく換がわりか横歩取り、後手なら横歩取りで固定ですから。そして名人は基本的に相手の得意戦法を避けません。特に、勢いのある若手の得意戦法は」

「あっ、なるほど……」

「鹿路庭さん、横歩取りは？」

「す、すみません。私は振ふり飛び車しゃ党ですので……居い飛び車しゃは勉強不足です……」

「いえいえ。横歩取りは女流やアマチュアでもほぼ出てきませんし、プロが細かいところをつつき合ってるようなところがありますから」

「それで先生、現局面はいかがでしょう？　現地の検討では４六銀や７七金が調べられているようですが──」

「どちらでもないです。名人なら７七角だと思います」

「え？　角……ですか？　金じゃなくて？」

「はい」

「ですが……それだと、角の頭にある歩を飛車で取られてしまいますし……」

　相当に浮かびづらい手だろうとは思う。

　名人以外が指せば悪あく手しゅと認定されかねないような、常識外の一手だが──

「確かに歩は取られますが、もともと先手は一枚歩を多く持ってます。歩を差し出す代わりに角を上がって壁形かべけいを解消し、玉を固めてじっくり行こうというのが名人の好みかと」

「は……はぁ」

「ただモニター越しだと得られる情報が少なくて……せめて同じ部屋にいればもうちょっと正確に思考を読めると思うんですけど……」

「え？　指し手は全て正確に伝わってますけど……？」

　鹿路庭さんはポカンとした表情だったが、名人の手が動くと、大きく目を見開いた。

「あっ！　指されましたね」


　名人の着手は────俺の予想した、７七角。



「先生!?　す、すごいです!!　誰も検討してなかった手を当ててしまうなんて……!!」

「はは。ホッとしました」

『クズ竜すごくね？』『さすが最年少竜王だな』『天才は天才を知る、か……』

　鹿路庭さんもコメも俺を大絶賛だ。き、気持ちいい……！

「この手に対しては幾つか応手おうしゅが考えられます」

　気をよくした俺は、普段よりキリリとした表情で予想を披露する。

「上がった角を狙いに行くのがわかりやすい手ですが、それだと名人の狙いに嵌はまる怖れがある。おそらく篠窪さんは３四銀とすると思います。ただ、角が睨にらみ合う展開はお互いにライフルで狙い合っているような状態です。迂う闊かつには動けない……神経戦になりますね」

「じゃあ……しばらく動かない？　ですか？」

「だと思います。あっ、篠窪さんが正座を崩しましたからここは考えますね」

【メールを読んでください】

「では局面も動かないとのことですので、視聴者の皆様から寄せられたメールをご紹介したいと思います。先生、どうぞお座りください」

「はい。じゃあ失礼して……」

　大盤の両脇に立っていた状態から、盤の前の椅子に並んで座る状態へと移行する。

【カメラに入らないので、二人とももうちょっと寄って】

「あ……はい」

　俺が遠慮がちに距離を詰めると、鹿路庭さんは「先生？　遠慮なさらずにもっとくっつきましょう」とか言って、肩と肩が触れ合うほど大胆に距離を詰めてきた。

　ふわり……と、香水のいい匂いが。そして肘が当たりそうなくらい近くに、巨乳が……！

　……やっべードキドキする。手汗やばい……。

「それでは最初のメールを読みますね？　大阪府の女性からです」

「は……はひ」

「『九頭竜先生、鹿路庭さん、本日はニコ生解説おつかれさまです。お二人の息の合ったやり取りを大変楽しく拝見しております』……先生？　息が合ったって言われちゃってますよ？」

「あ、あはは。言われちゃいましたねぇ……」

「ふふ♡　メールを続けます。『九頭竜先生に質問です』」

「はい、何でしょう？」

「『先生は最近、小学生の女の子を弟子にされたそうですね。関西将棋会館の周辺でも、先生が複数の小さな女の子達とだらしない表情で戯たわむれておられるのをよくお見かけします。ですが今ニコ生を拝見していると、鹿路庭さんのような非常に胸の大きくていらっしゃる女性もお好きなように見えます。いったい先生はどっちがお好きなんですか？　胸ですか？　ロリですか？　答えづらい質問かと思いますが、答えられる範囲でいいので絶対に答えてください。よろ死くお願い死ます』……だ、そうです」


「…………」



　……なん、だ？

　表面的には俺に敬意を払ってるっぽい書き方だけど、何だかトゲがあるような……？　あと最後の『死』とか変換ミスだよね？　呪術じゅじゅつとかじゃないよね……？

「あの……九頭竜先生？　ロリというのは──」

「ち、違います違います！　小学生っていうのはアレです！　で、弟子とその友達で……しかも俺の弟子はタイトル戦を誘ゆう致ちしてくれる旅館の娘さんで、それで断り切れなくて取ったわけで、別に小学生が好きだからとかそういうわけじゃないんです！」

「そ、そうなんですね」

「そうなんです！」


「じゃ、じゃあ………………私のことは……」



「へ？」

「い、いいえ！　なんでもないんですっ!!　わ、わすれてくださいっ!!」

　鹿路庭さんは顔を赤らめてそう言うと、隣に座る俺にだけ聞こえるような声で、

「……よかった♡」


　何がよかったんですかぁぁぁぁぁぁ!!　気になるぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっっっ!!
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　九頭竜先生が美人女流棋士（巨乳）とイチャイチャしていた、その頃──

「みんな道場で頑張ったから、お昼はステーキを食べましょう！」

「「わーいステーキぃ!!」」

　ＪＳ研のみんなは桂香さんに連れられて、将棋会館近くのレストランへ行きました。

『ＣＨＯＣＯチョコあまみや』。

　棋士のみならず有名人もやって来るという千駄ヶ谷の名店です。地下にあるレンガ造りの店構えは、足を踏み入れるだけで『あっ、ここ美味おいしいもの食べさせてくれるとこやー』。

　もちろんそれだけではありません。

「「うわぁ！　あそこで焼くの……!?」」

　キッチンの中ではなく、お客さんのすぐ後ろにある暖炉のようなグリルでお肉を焼く様子は大迫力！　ＪＳのみんなは食い入るように見詰めています。大人の晶さんも「しゅごいぃ！」と盛んに写真を撮っていました。

　今回は一キロもあるブロック肉を豪快に焼いてもらい、お店の人に目の前で切り分けてもらいます。七人で分ければ普通のランチセットとお値段はほとんど変わりません。

「「いただきまーす！」」

「みんな、熱いから気をつけてね？　シャルちゃんは私が食べさせてあげるから……はい、ふーふーしてから『あーん』して？」

「ふぅ。ふぅ。あーん！」

　熱いお肉に息を吹きかけてから、シャルちゃんはぱくっ！　と豪快にかぶりつきます。

「どう？　美味しい？」

「おいてぃーよー♡」

「しゃ、シャルちゃんかわいい……！　これは八一くんがお嫁さんにするのもわかるわ……」

　ロリコンに少し優しくしてあげようと思う桂香さんでした。


「ふぇぇ……カリカリに焼けた外側も、まだレアな内側も、どっちもおいしすぎるよぉ……！」



　あいちゃんも、そして他のＪＳもステーキの味を大絶賛です。

「嚙かんだ瞬間に『じゅわー!!』って肉のお汁が溢あふれるね！　澪、こんな美味しいお肉初めて！」

「付け合わせのお野菜もすっごく美味しいです！」

「ふん……値段の割には良いものを出すじゃない……」

　舌の肥えた天衣お嬢様も満足そう。

　みんな夢中になって将棋を指していたため、お昼をかなり過ぎてのランチです。気づかないうちにお腹なかが減っていたこともあって一気に食べ終えてしまいました。

　でもこれで終わりじゃありません！

「食後にドリンクとシャーベットまで出るの!?　すっごーい！」


「はにゃ～……しあわせですぅ……♡」



「しゃーぺっちょ、とってもおいてぃーんだよー！」

「おくちがさっぱりするよね！　今度おうちで師匠にも出してあげよっと！」

　疲れた脳に糖分も補給できて、『また将棋がんばろ！』と元気になりました。

「それにしても、さっき道場であいちゃんすごかったよね！」

「ふぇっ!?」

　澪ちゃんにそんなことを言われて、あいちゃんはびっくりです。

「そ、そう……かな？　自分だとよくわからないから……」

「だって強い人と当ててもらって全勝してたじゃん！　集中力はんぱなかったし、短手数でどんどんふっとばしてくし。澪たちの倍くらい指してたよね？　だよね？　あやのん」

「です！　さすがマイナビで女流棋士の先生に勝っちゃうだけあると思ったです！　うちも見習わないとです！」

「おー。あいたん、らいおんしゃんみたいだったよー？」

「ふっ……そういえば肉を食べてる時も普段より獰猛どうもうだったわね。そっちが本性？」

「天衣ちゃんまで……もーっ!!」

　ぷんぷんするあいちゃんを見て、みんなが朗らかに笑います。その様子はまるでテーブルに花が咲いたかのようで、周囲のお客さんまで思わず笑顔に。

　一人だけ顔を真まっ赤かにしたあいちゃんは、

（あいは絶対……ぜったいぜったい、一斉予選で勝たなきゃいけないから……もっともっと強くなって、それで師匠に──）

　膝の上に置いた手を、あいちゃんはグッと握り締めました。

　全身が熱く……今すぐにでも将棋が指したい。そう感じていました。

（道場に戻って、またいっぱい将棋指そっと！）

　しかし。

　紅茶を片手にまったりしながらスマホを見ていた桂香さんの何なに気げない呟きが、その後の事態を急変させたのです。

「棋帝戦、昼食休憩明けから一気に激しくなってるわね……八一くんは名人がもう有利だって言ってるけど──」

「師匠が出てる配信ってスマホでも見れるんですか!?　あいも見たいですー！」

「あっ！　で、でも今はちょっと……ダメよあいちゃん！　これは──」


「わぁ！　ちょうど師匠が映って……る…………？」



　スマホの小さな画面には、九頭竜先生が──

『三時になって、両対局者におやつが運ばれてきました。そんなわけで、私達も中継スタッフさんが用意してくれたおやつをいただいちゃいましょう』

『おおー、プリンですね。美味しそうです』

『はーい、九頭竜せんせぇ？　あ～ん♡』

『えっ!?　い、いいんですかぁ？　あ……あ～ん♡』

　などと、女流棋士の先生と肩を寄せ合ってお菓子を食べさせてもらっていました。


「……………………」



　あいちゃんの表情が、みるみる強こわ張ばります。

　反対に、画面の中の九頭竜先生の表情はどんどんデレデレしていきます。

　しかも九頭竜先生の視線は、カメラでも、聞き手の美人女流棋士の顔でも、ましてや差し出されてプルプルと揺れるプリンでもなく、別のプルプルしたものに向いているのです。

　胸です。

　女流棋士の豊満なバストに釘くぎ付づけになっているのです。

　おっぱいが右に揺れれば視線も右に。

　おっぱいが左に揺れれば視線も左に。

　コメントでも『竜王胸見杉ワロタ』『バレバレｗ』『まだ十代だしね。仕方ないね』などと恥ずかしい指摘をされています。

　これはいけません。

　あいちゃんは強く思いました。『いけない！』と。『これのどこが仕事!?』と。『あいはいっぱいガマンしてがんばってるのに……！』と。『師匠のだらっ!!』と。

「ねえ……みんな」

　スマホから顔を上げたあいちゃんは、不思議な光を宿した瞳で言いました。

「道場に戻る前にね？　あい……ちょっと寄りたい場所があるの……」
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「じゃあ九頭竜先生って、関西将棋会館の近くで一人暮らしをなさってるんですか？」

「ええ。古くて狭い部屋ですけどね」

　生放送で棋士がおやつを食べる人気企画──通称『お三時タイム』を終えた俺と鹿路庭さんは、休憩時間を一緒に過ごしていた。

　お互いすっかり打ち解けてプライベートなことなんかも話していると……急に改まった様子で、鹿路庭さんがこう切り出す。

「あの……先生？　お願いがあるんですけど……」

「何です？」

「今度、その……研究会をさせていただけません、か……？」

「えっ!?　研究会ですか!?」

「はい！　ぜひお願いします！」

　鹿路庭さんは目を輝かせて俺の手をぎゅっと握り、

「よろしければ私が関西で対局した際にでも、先生のお部屋にお邪魔させていただいて──」

「ちょ、ちょっと待ってください！」

　鹿路庭さんとの研究会は非常に興味深い……が、『まともな将棋が指せるのか？』という問題があった。

　仮にその問題をクリアしても──もっと大きな問題がある。

　──我わが家には内弟子がいるのだ。しかもＪＳの……。

　そんなことを鹿路庭さんに知られた日には誤解されかねないし、あいだって俺が若い女性を部屋に連れ込もうものなら何を言い出すかわかったもんじゃない。『研究会だから！』って言っても通じないだろう。

　最近急に大人びてきたとはいえ、天衣の時ですら大変だったし……俺のこと拷問ごうもんするとか言ってたし……。

「えっと……俺の部屋でってのは、ちょっと……」

「私じゃダメ……ですか……？」

「いや鹿路庭さんがダメとかじゃ全然なくて！　か、関西は棋士室で研究会をするのが一般的で、それで──」

「なら明日、東京でお願いできませんか？　どこかの道場で──」

「あ、明日も……すみません。別の予定が……」

「じゃあ今日はどうです？」

「えっ!?　きょ、今日!?」

「はい！　この解説が終わった後に、私の家で」


「ろ、鹿路庭さんの!?　そ……それはさすがにマズいんじゃ……？」



「大丈夫です！　私も一人暮らしですから！」

　大丈夫じゃないよ!?　それって逆に大丈夫じゃないよね!?

　いや、でも……お互いの同意があれば大丈夫……なの、か……？

「私の部屋なら道具も全部そろってますし、お食事もご用意できます！　明日も東京でご予定がおありでしたら、ぜひお泊まりになっていってください!!」

「お、お泊まり!?」

「はい♡　九頭竜先生なら何泊でも♡」

　何泊でも!?


「す……すみません…………急なお話だったので、ちょっと混乱して……」



【そろそろ休憩終わります】

　フラフラするボクサーにタオルを投げ入れるかのようなタイミングで中継再開のフリップが出され、この話は一旦いったんお預けとなった。

　鹿路庭さんが耳元で囁ささやく。


「じゃあ先生、研究会の件…………終わるまでに考えておいてくださいね？」




「……っ！」



　吐と息いきのようなその声に、ドキドキと胸が高鳴る。

【再開と同時にゲスト入ります】

「え？　……はい。それでは解説を再開しますが、ここでゲストのご登場です」

　ゲスト？　予定にない進行だ。


　とはいえ俺の頭の中はもう将棋の解説ではなくその後のことでいっぱいだった。ゲストが来るならちょうどいい。そいつに将棋の解説をしてもらおう…………なんて思ってたら。






「おじゃましますー」




　あいがいた。


「…………え？　……………………………………えっ!?」



『誰？』『かわいい』『小学生？』『かわいい』『ようじょ！　ようじょ！』『スタッフＧＪ！』

　ざわざわし始めるコメント。ドキドキし始める俺の心臓。

　いきなり登場したＪＳに鹿路庭さんも驚いているようで、

「ええと……こちらの女の子は？」

【自己紹介して】

「雛鶴ひなつるあい。小学四年生です」

　あいはカメラに向かってお行儀良くぺこりと頭を下げると、

「九頭竜八一先生のおうちで、内弟子をさせていただいてますっ！」

　元気いっぱいな声でそう言った。俺は気を失いそうになった。

「う、内弟子!?　……って、いうことは──」

「一緒に住んでるっていうことですよ？」

「デスヨネー」


　ス────…………っ、と。



　近づいていた鹿路庭さんの心が引いていく。潮のように。

『いま一緒に住んでるって言った？』『ＪＳと同棲……だと!?』『やっぱロリコンじゃねえか』

「ち、違うんです皆さん！　これは──」

「ちちょー♡」

　燃え上がり始めたコメントを鎮ちん火かしようとしたその時、舌っ足らずな声と共に金色のふわふわした物体が俺の胸に飛び込んでくる。

　シャルちゃんだった。ええええーっ!?

「しゃう、ちちょのおひじゃにすわうー」

『かわえええええええ!!』『天　使　降　臨』『なんだこの奇跡……』『将棋界始まったな』

　ＪＳの波状攻撃に視聴者の皆さん大興奮。俺、大だい往生おうじょうである。

　かろうじて理性を保っている鹿路庭さんが聞き手としての義務を果たそうと、

「く、九頭竜先生？　この……外国人の……よ、幼女は……？」

「しゃうは、ちちょのおよめたんだよー？」


「「…………え？」」



　鹿路庭さんだけではなく、今度は中継スタッフの皆さんも固まった。

　──これ、放送して大丈夫なのか……？


　硬直した表情で目配せするその視線は言葉よりも雄弁にそう語っていたヤバイヤバイヤバイヤバイィィィッッッ!!



「ねぇねぇ？　しゃうも、おやちゅたべゆ」

「え？　あ……どうぞ……」

　残っていたプリンを欲するシャルちゃんに、鹿路庭さんがスプーンごと渡す。

　誰もシャルちゃんには抗あらがえない。だってシャルちゃんだから……。

「はむはむー♡」

　おくちの周りをシロップでぺとぺとにしながら食べるその姿に──

『んがわいいいいいいいいい!!』『もうこの子がずっとおやつ食べてる番組でいいよ』『五十時間くらい生配信して欲しい』

　ネットに住まう民は、引くくらい熱くなっていた。

　さらに──

「ふわー……ニコ生の配信って、こんなふうにやってるんだねー」

「こ、ここ……入っちゃっていいんです……？」

【悲報】小学生、増える。【俺死亡】

「澪ちゃんと綾乃ちゃんまで!?　……ちょ、ちょっとスタッフさん！　休憩行きましょう休憩！　さすがに収拾つかないから!!」

【では、ここで一旦──】

「あっ」

　たくさんあるモニターをつんつんしていた澪ちゃんが、宝箱でも発見したかのように声を上げた。

「この視聴者数ってやつ？　すっごい勢いで増えてってるけど……」

「えっ!?」

　休憩を入れようとしていた中継スタッフが、フリップではなくリアルに声を発した。

　そして──

【このまま続けます】

「休憩だって！　休憩休憩休憩ッ!!」

【終局までノーカットでいきます！】

「いきなり気合い入れすぎだろ!?　っていうかどうして将棋番組のゲストで小学生が入って来るんだよ!?」

【ニコ生の三大コンテンツはアニメ・政治・小学生なので……】


「最後!!　最後ォォォォォォォォォォッッッ!!」



　いつの間にか将棋が小学生にすり替わってんぞ!?

【九頭竜先生のお弟子さんだというので、サプライズでご登場いただきました】

「サプライズすぎて社会的に死ぬわっ！」

「ふぇぇ？　ちちょ、しゃうのこと……きりゃぃ？」

「違う違う！　シャルちゃんのことは大好きだけど、あれがね？　世間の目がね？」


『世間の目がなかったら何をなさるおつもりなんですかねぇ……？』『これは正真正銘のクズですわぁ……』『うらやまＣ』




「違うんだよぉぉぉ！　誤解なんだよぉぉぉぉ!!」



「自じ業ごう自じ得とくです！　ししょーのだらっ!!　だらぶちっ!!」

　ぷんすかと、あいが俺に怒りをぶつけ始める。

「大事なおしごとだって言うからガマンしたのに……本当はおっぱいの大きな女の人とデレデレしたいだけじゃないですかー！」

「ちょっ、あい……これもちゃんとした仕事──」

　そこへ。

「ちょっとあなたたち！　いつまで全世界に向かって恥を晒し続けるわけ!?」

　天衣お嬢様、登場。

　更なるＪＳの出現に、鹿路庭さんが至し極ごく真まっ当とうな疑問をぶつける。

「あ、あなたこそ……何なの？」

「そこの変態男の弟子よ。残念ながらね……」

　その返答に対する視聴者の反応は早かった。

『弟子が増えたぞ!?』『新キャラか』『第二夫人キター！』

「はぁ!?　だ、誰が第二夫人よ!?　言葉に気をつけなさいクズども!!」

『コメ拾ってくれた』『やさしい』『ツンロリちゃんぺろぺろ』

「……気持ち悪い」

　寄せられるコメントに、天衣は隠そうともせず嫌悪を口にする。

　女流棋士がこんなことを生配信で口走ろうものなら袋叩きに遭あうんだろうが、天衣が言うと逆に視聴者の妙な部分を搔き鳴らすらしい。

『これはいいツンロリ』『俺も罵倒されたい』『踏まれたい』『唾を吐きかけられたい』『馬に転生して背中に乗っていただきたい』

　などと次から次へと頭の悪いコメントが沸いて出る。

　収拾が付かなくなりかけた、その時。

【すいません。将棋が終わりそうです】

「「えっ」」

　全員の目が一瞬で、盤を映したモニターに集中する。

「あっ……いま、篠窪棋帝の囲いが端から破られそうになっています！　名人が寄せに出ました！　果たしてこの攻めは成立しているのでしょうか……!?」

　鹿路庭さんが素早く状況を説明。さすが聞き手を数多くこなしてきた人気女流棋士だ。

　しかしその鹿路庭さんですら、

「ここで名人が後手陣の奥に銀を打ち込んで……ええ!?　こ、これって……？」

　名人がここから見せた驚異の終盤に言葉を失う。

　貝殻の奥に潜ったサザエの身をほじくり出すように、名人は端から何度も駒を突撃させ、打ち込み、篠窪玉を仕留めようとしていた。

「こ、こんな手順……見たことないです！」

「詰んでる……んだよね？　これで……？」

　綾乃ちゃんと澪ちゃんは何度も目をゴシゴシと擦こすり、寄せられるコメントも全て名人の終盤力を絶賛するものばかりだ。

　しかし。

「……これは？」

　俺は強い違和感を覚えていた。

　名人の攻めは一見、終盤の超絶技巧を尽くした魔術的な手順のように見える。現地のプロ棋士も名人の手に疑問を持ってはいないようだ。

　俺以外に気づいているのは──あいと天衣。

「あれ？　いま何か変な寄せ方しましたね？」

「……そうね。明らかに無駄なことをしたわ」

　鹿路庭さんが眉をひそめる。

「は？　変な寄せ方って……あなた達こそ何を言ってるの？　歩の手筋を駆使した名人の芸術的な寄せを、たかがアマチュアの小学生が──」

「いや」

　俺は鹿路庭さんの言葉を遮ると、

「あい。最善の寄せを言ってみなさい」

「[image: ]９一銀に代えて[image: ]９三銀[image: ]同玉[image: ]７一銀で、後手が[image: ]７一同金なら香車を打って詰み。代えて[image: ]６九銀なら[image: ]同玉[image: ]６七角成[image: ]９四歩[image: ]同馬[image: ]８五銀で先手勝ちだと思います」

「そうよね。本譜の進行だと、先手は単に歩を二枚損して、おまけに銀をタダであげてるようなものだもの。酷ひどい棋譜汚しだわ。というか──」

　天衣は大盤の４筋で向かい合っている歩を小さな拳で叩き、

「そもそも一〇七手目で先手が[image: ]４六同歩と取っておけば明快だったのよ。それを端はし歩ふなんか突いてるからゴチャゴチャした展開になるんじゃない。ハッ！　最強棋士とやらも随分と衰えたものね」

「ちょっと！　い、いい加減にしなさい！」

　鹿路庭さんはとうとう声を荒らげ、

「ならその最短の勝ちとやらを言ってみなさいよ！　具体的に！」

「[image: ]４六同歩以下[image: ]３四飛[image: ]７一角成[image: ]同金[image: ]３四飛[image: ]５六角[image: ]６七角[image: ]７九金──」

「ほ、ほら見なさい！　後手が勝勢じゃない！」

「はぁ？　[image: ]７九同玉と取って、[image: ]６七角成に[image: ]３七飛でぴったり受かってるわよ。女流棋士のくせにこんな手も読めないの？」


「ッ……！」



「仮に後手が[image: ]５六角と繫つないできても[image: ]６七飛[image: ]同角成[image: ]７八銀で受け切り。で、先手に手番が回ってくれば[image: ]４一飛と打った手がほとんど詰めろ。明快でしょ？　端なんて攻める必要はこれっぽっちもなかったの。おわかり？」

『ちょｗ　つええｗｗｗ』『この子が聞き手でええやん』『女流も世代交代かな』


「…………ガキ……」



　鹿路庭さんがボソリとそう言ったのが聞こえてしまい、俺は震えた。

「あっ！　棋帝が投了したよ!!」

　澪ちゃんが叫ぶと、みんながまた一斉に画面を見る。

『タイトル九九期達成！』『８８８８８８８８８８』『強杉ワロタ』『これで四冠か』『報道陣の数がヤヴァイな……』

　対局室に入りきらないほどの報道陣が一斉に詰めかけ、立会人の清滝師匠が慌てて襖ふすまを外している。画面を流れるコメントの数も凄まじい。

　さっそくニュースが流れているんだろう。対局が終わったにもかかわらず、凄まじい勢いで視聴者数が増え続けていた。まるでお祭り騒ぎだ。

　──しかし。

　将棋タイトル戦生配信史上最高に盛り上がる中、生放送をしているこの部屋だけは……それまでの騒ぎが噓うそだったかのように静まり返っていた。

　原因は、俺。


「…………」



　盤の前で青ざめ、ストレート失冠の屈辱に震えている篠窪さんの姿を観みていると……それがまるで未来の自分の姿のように思えてくる。

　棋帝位を併呑へいどんした名人は、既に次のタイトルに……通算百期目のタイトルに狙いを定めているはずだ。その棋戦においても、名人は挑戦者決定戦まで駒を進めていた。


　そのタイトルとは────『竜王』。



「師匠……」

　あれほど怒っていたあいですら不安そうに俺を見詰めている。言い争っていた天衣や鹿路庭さんも言葉が出てこない様子だ。

　そんな中で、

「……ふぇぇ？　みんな、どうしたぉー？」

　シャルちゃんだけが状況をよく理解できず、俺の膝の上で不思議そうにしている。

「ちちょ、げんきない？　つかぇたったの？」

「はは……確かにちょっと疲れたけど、元気がないわけじゃないよ？　そうじゃなくて──」

「ちちょー」

「ん？」

「しゃうが、げんきのでうおまじない、してあげぅよー？」

「おまじない？　……って、どんな？」

「あぉねー」

　それまで膝の上で大人おとなしくしていたシャルちゃんは、内緒話を打ち明けるかのように俺の耳のあたりに顔を寄せ──
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　ちゅっ♡

　不意に、頰に温かくて柔らかい感触が。


「…………へ？」



　ちょっと……待って？　え？

　お、おまじないって──

「キス……のこと？　だったの？」

「んっ！　えへへー♡」

　ほんのり赤くなった顔でシャルちゃんが頷き──

『通報しました』『通報しました』『通報しました』『通報しました』『通報しました』『通報しました』『通報しました』『通報しました』『通報しました』『通報しました』『通報しました』

　画面に溢れる『通報』の文字。

　そしてその画面を見ていた澪ちゃんと綾乃ちゃんが絶叫した。


「視聴者数が……いち、じゅー、ひゃく…………さ、さんびゃくまんにんー!?」



「す、すごい数です!!　コメントで画面が見えないですっ!!」

　ＪＳ研の登場によって凄まじい勢いで伸びていった視聴者数は、名人のタイトル奪取と六歳児のキスシーンという事件によって遂ついに将棋中継史上最高の数値を記録。


　それは同時に────俺の死刑が確定した瞬間でもあった。




「…………ししょう？」



「ごめんなさいごめんなさいごめんなさいごめんなさいいいいいいいいいいいいいっっっ!!」

【みなさん次もぜひよろしくお願いします】

「もう二度と出ねえよッ!!」

　この日最後のフリップに、俺は全力でそう叫んでいた。
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　ＪＳの生放送チューが全世界を震撼しんかんさせていた頃──

「はぁ……チャレンジマッチを抜けたからって、そうそうすぐに強くはなれないかぁ……」

　桂香は一人、ずっと道場で将棋を指し続けていた。

　そして飲み物でも買おうと道場を出たところで、

「桂ちゃん……？」

　思いがけない人物に声を掛けられる。


「…………千せんちゃん？」



「久しぶり……だね」

　そこには懐かしい修業仲間の姿があった。

　香酔こうずい千せん女流三級。

　奈良なら県出身で、二年前まで同じ関西研修会で将棋の腕を磨き合った仲だ。女流三級になると同時に、修業の意味で関東へ移籍していた。

　桂香よりも一つ上の学年に当たり、年齢は二七歳になったばかり。

　──二七歳。

　その年齢は、女流棋士を目指す女性にとっては死の宣告を受けたに等しい。

　二年以内に規程の成績に達しなければ女流三級の資格を剝奪はくだつされ、研修会に戻ることになるが……研修会の入会年齢上限は二五歳。

　つまり千は研修会には戻れないのだ。

　しかも女流棋戦で活躍してアマチュアから一気に女流棋士になれる場合にも『二七歳未満』という年齢制限があった。

　桂香は、千が女流三級になってから負け続けていることを知っている。

　千に残された最後のチャンスはマイナビの一斉予選だけ……そこで勝ち抜けなければ、女流棋士への夢はその時点で断たれる。

　そしてきっと千も、桂香が研修会で『Ｂ』になったことを知っているのだろう。会った瞬間の反応でそれはわかった。

　やっとぎこちない笑顔を浮かべた桂香は、当たり障さわりのないことを口にする。

「千ちゃん……今日は、どうして連盟に……？」

「子供スクールの講師のアシスタント。本当は、そんなことしてる場合じゃないんだろうけど……今さら焦あせってもいいことないと思ったから」

「私は……昨日、マイナビのチャレンジマッチがあって」

「うん。棋譜見たよ。……すごかったね」

「あはは……お恥ずかしい。あれは勝ったうちに入らないよねぇ……」

「そんなこと……」

　ほぼ二年ぶりの再会だった。

　話したいことは山ほどあるのに……会えて嬉しいはずなのに、言葉が出てこない。

　やがて千は、小さく手を振って。

「……じゃあまた、一斉予選で」

「うん。また……」

『せっかくだから久しぶりに一局どう？』

　という話は、どちらからも出なかった。

　二人は今でもかけがえのない仲間だが……だからこそ、最も手て強ごわい敵になることを知っていたから。
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『名人、《王おう太たい子し》をストレートで下す！　圧巻のタイトル奪取!!』

『タイトル獲得通算一〇〇期にリーチ！』

　棋き帝てい戦の翌朝。

　ホテルの食堂で独り朝食を摂とりつつ各紙朝刊に目を通していた俺は、その反響の大きさに溜ため息を漏らしていた。

「……どこも一面か。さすが名人だな……普通は他紙が主催するタイトルの報道は扱いが小さいもんだけど……」

　昨日のニコ生終了後──

　関西へ戻るＪＳ研や桂けい香かさん達を見送りに、俺も品川しながわ駅まで行った。もちろん鹿ろく路ろ庭ばさんとの研究会の約束など雲散うんさん霧消むしょうしている。

　そして品川駅の新幹線ホームで、俺は弟子に詰問きつもんされていた。

『師匠？　明日はどういうご予定なんです？　包み隠さず教えてくださいね？』

　はしゃぎ過ぎて眠ってしまったシャルちゃんを背負い、荷物持ちとしてみんなが買ったお土産みやげ（あ、代金は全額俺が払いました。はい）を両腕に限界までぶら下げた状態の俺は……弟子が久しぶりに見せる黒い怒りの表情に縮み上がりつつ答えた。

『あ、明日は……あれだぞ？　研究会だぞ？』

『……エッチなことするんですか？』

『違うよ!?　っていうかそれどんな研究会だよ!?』

『……』

　ぷくー、っと無言でほっぺを膨らませるあい。明らかに疑ってるな……。

『ほ、ホントに研究会なんだって！　超真面目に将棋の研究を──』

『じゃあ誰と研究会するんです？　正直に言ってください。どうせ女の人なんですよね？　そしておっぱい大きいんですよね？』

『あ、歩夢あゆむだよ。歩夢』

『……ゴッド先生ですか？』

　それまでどこか沈んだ様子だった桂香さんが、パッと笑顔になる。

『そういえば歩夢くん、竜王戦の挑決ちょうけつまで進んだのよね？　大活躍じゃない！』

『うん。……けど相手が相手だから、あんまりめでたいとは……』

『あー……』

　桂香さんは俺の言葉の意味を察して言葉を失った。

　挑決──つまり挑戦者決定戦は、竜王戦の場合、三番勝負となる。

　歩夢はそこで最強の棋士と戦うことになっているのだ。


　この将棋界せかいの神────名人と。



『名人との公式戦初対局がいきなり竜王戦の挑決で、番勝負だからね……勉強させてもらうには最高だけど、あの人に二勝しなきゃいけないってのは……』

『け、けど八や一いちくんがわざわざ東京まで来てあげたってことは、歩夢くんに挑戦者になって欲しいと思ってのことなんでしょ？』

『わざわざっていうか、弟子がマイナビに出るついでだし……それにまあ、俺にとっても歩夢が挑戦者になってくれた方がメリットあるからね。初めての防衛戦の相手が名人なんてことになったら悲惨だもん』

　強い、というのも勿論もちろんだが。

　それと同じくらいに厄介やっかいなのが世間の盛り上がりだ。

『名人は、竜王をあと一期獲とれば永世七冠を達成する。それでなくとも通算百期目のタイトル獲得になる……』

　次のタイトル戦に集まる注目は今回の比じゃないだろう。

　当然、世間は名人に勝って欲しいっていう空気になる。

『そんな中で防衛戦をやるなんて絶対にゴメンだからさ。俺はそれが嫌で歩夢に手を貸すんであって、別にあいつに挑戦者になって欲しいとか二人でタイトル戦をしたいとかそういう気持ちは──』

『うんうん』（ニヤニヤ）

『な、何さ？』

『んーん。かわいい弟に仲のいいお友達がいて、お姉さんは嬉しいなーって』

『……俺が桂香さんの兄弟子なんだけど？』

『そうね。うふふ♪』

　ったく……俺と歩夢は腐れ縁ってだけなんだけどな。敵の敵は味方ってだけで……。

『……まあそんなわけで、明日は歩夢と研究会をするから。んで、終わったら寄り道せずにさっさと大阪おおさかに帰る。だからあいが思ってるようなことは一切ないよ。約束する』


『…………わかりました』



　あれ？　やけにあっさり許してくれたな？

　普段なら数日は機嫌が悪いはずで、出てくる料理がやたら辛かったり苦かったりするはずなのに……あっさりし過ぎて逆に怖いっていうか、寂さびしさすら感じるほどだ。

　おまけにあいは俺を安心させるように、

『あいも大阪でいっしょうけんめい将棋の勉強をしますから、師匠も東京で思いっきり研究会してきてください！　おいしいカレーを作って待ってますね!!』

　笑顔すら浮かべて、そう励ましてくれた。

　健気けなげなその笑顔を見て……心がチクリと痛む。

　俺はあいに一つだけ噓うそをついていたから。




「やばいやばいやばい。遅くなっちまった……」

　山手線やまのてせんに乗って目的地へ向かいながら、俺は焦っていた。

「完全に遅刻だよ……怒られるだろうなぁ……」

　新聞やネットニュースを読み耽ふけってしまい、気づいたら約束の時間を過ぎていたのだ。

　俺はあいに『研究会がある』と言った。相手は歩夢だと。そこに噓は無い。

　だが伝えていないこともあった。

「あの人と一緒だなんて言ったら、『あいもついて行きます！』って東京に残っただろうからな……まあでも胸は小さいからセーフだよね。うん」

　人でいっぱいの電車から降り、ぎゅうぎゅう詰めの駅の中を出口に向かって歩く。

「どこだ？　……あ、いた」

　待ち合わせの相手はすぐに見つかった。

　黒い日傘を差し、夏の日差しの中でも冬用の黒いセーラー服に身を包んだ、透き通るように白い少女。

「ねえキミ、すっごくかわいいね!?」

「セーラー服だけど、修学旅行生？」

「もしかして海外の人？　日本語わかる？」

　ナンパ男達が次々にアタックしていくが、少女は言葉どころか視線すら与えない。

　氷のようにあらゆる攻めを跳ね返していた。

　玉砕ぎょくさいした男達もあまりのレベルの高さに「あれは無視されても仕方ねーわ」みたいな反応だ。

　そんな、氷の化け身しんみたいなセーラー服の少女に──

「すいません！　ま、待ちました……よね？」

　俺が声を掛けると、少女は初めて反応を示す。

　日傘を少し傾けて、銀色の髪をさらりと揺らした。

「やば……！　超かわいい……」

「人形みたい……」

「どうしてあんな冴さえない男に……？」

　少女の顔が衆目しゅうもくに晒さらされると、周りの誰もが思わず溜め息を漏らした。

　そのことに、俺はちょっとした優越感を覚える……と同時に、『冴えない』とか言われてちょっと傷つく。ちょっとな？

　そして少女は俺の顔に、その透き通るほどに白い手を伸ばし──

「遅い。ばか」

《浪速なにわの白雪姫しらゆきひめ》はそう言って、俺の鼻を摘つまんで捻ねじった。
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　若者の街、原宿──

　将棋会館からも意外と近く、さくさく歩けば十五分くらいの距離だったりする。

　その原宿の象徴的な存在である竹下たけした通どおりを、俺と姉弟子は並んで歩いていた。

「ねえ姉弟子。機嫌直してくださいよ」

「……」

「そりゃ遅刻したのは俺が悪かったけど……だって仕方ないでしょ？　俺、昨日ニコ生の解説で十時間労働よ？　しかもその後、弟子にしこたま怒られたし……」

「はっ！　何が労働よ」

　姉弟子は吐き捨てるように言う。

「胸が大きくて愛想がいいだけの女流とデレデレしてただけじゃない。おまけに乱入してきた幼女にキスされるとか……それで働いたつもり？　あの小童こわっぱじゃなくても腹が立つわよ」

「あれ？　姉弟子、昨日のニコ生見てたんですか？」

「見てない」

「え？　でも──」

「うるさいさっさと来い！」

　姉弟子は俺の耳を引っ張ると、竹下通りから一つ脇に入った小さな道へと連れて行く。

『ブラームスの小こ径みち』という名前の、建物に挟まれた薄暗い脇道だ。

「……道一つ隔てるだけでこんなに変わるもんなんですねぇ」

　竹下通りの喧噪けんそうが噓のように静かなそこは、アンティークショップなんかが立ち並んでいる、落ち着いた、隠れ家的な感じのする場所だった。

　ひんやりとした空気に癒いやされつつ、石畳の道を進む。

　目的の場所はすぐに見つかった。

「ここ」

　前を歩く姉弟子が足を止める。

　そこは──まるで西洋のおとぎ話にでも出てきそうな、古い教会みたいな建物だった。

　重厚な石造りの外壁には外国の文字が彫られた鉄のプレートが埋め込まれている。

「しゅ、しゅね？　……何て読むの？　てかそもそもこれ何語？」

「シュネーヴィットヒェン」

「意味は？」

「……知らない」

　姉弟子はさっさと日傘を畳むと、木と鉄でできた重々しい扉を押す。『臨時休業』という札が掛けられてたがお構いなしだ。軋きしむような音を立てて扉が開き──
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「時間通りだな。銀ぎん子こ」

　その女性は、高い高い背もたれの──まるで玉座のような椅子に腰掛けて、姉弟子と俺を待ち構えていた。

「そして若き竜王も。歓迎しよう……ようこそ、余よの城へ」




《エターナルクイーン》──釈迦堂しゃかんど里奈りな。




『女流名跡みょうせき』のタイトルを二十年近くも保持し続ける、女流棋界の第一人者だ。

　ちなみにこの女流名跡というタイトルはもともと『女流名人』という名前にすることが検討されていたが、女流棋士が『名人』という名称を使用することは畏おそれ多いという理由で現在のものに落ち着いたという経緯がある。

　釈迦堂さんが持つタイトルはそれだけではない。

　四つの永世位──『クイーン』の称号も有する。

　まだ女流タイトルが四つしかなかった時代、その全てを独占し……そして永世位すら獲得した、文字通り女流棋界における《永遠の女王エターナルクイーン》なのだ。

　タイトル獲得数は通算五一期。

　その段位は、女流棋士として制度上の最高位である女流六段。

　プロ棋士と同じく将棋連盟正会員の資格を持ち、そのため棋士総会での投票権や弟子を取る権利なども有する。

　そんな偉大な実績を有すると同時に、ここ原宿で昔からセレクトショップを経営し、今では独自のファッションブランドまで持つという異色の棋士でもあった。

「どうかな若き竜王？　余の城を初めて訪れた感想は？」

「いやぁ……歩夢から聞いてはいましたけど、何て言うか……すごすぎて言葉がないって言うか……」

　実はこの釈迦堂さんは俺の研究仲間である神鍋かんなべ歩夢のお師匠さん。

　歩夢は将棋界ではただ一人の、女流棋士に育てられたプロ棋士なのだ。

　そしてこのお城を見ると、将棋だけではなくファッションやその他諸々もろもろについても非常に大きな影響を与えたであろうことが一瞬で理解できる。似すぎ。

「ここで普段は服屋さんをやってるんですよね？」

「うむ。服や小物も売るし、ファッションショーなどのイベントスペースとしてや、カタログ用の写真撮影スタジオとしても使用している。今日は銀子が若き竜王を連れて来てくれると言ったので閉めてしまったがね。ああ、そうそう──」

　釈迦堂さんは姉弟子を流し目で見つつ、

「結婚式場としても使えるので、必要になったらいつでも声を掛けてくれ」

「お気遣いは嬉うれしいですけど、俺も姉弟子もまだ結婚できる年齢じゃないんで……」

「式場は早めに押さえるのが定跡じょうせきだぞ？」

「そもそも相手がいませんよ。ねえ姉弟子？」


「………………そうね」



　すっげー不機嫌そうな声で姉弟子は言った。

　うーん、やっぱり遅刻したのが悪かったな。今日はずっと不機嫌だわこの人。

「と、ところで釈迦堂さん？　歩夢はどこです？　一秒も無駄にできないんで早く研究会がしたいんですけど」

　触らぬ姉弟子に祟たたり無し、である。早くこの場から離れたい。

　釈迦堂さんは上へと続く階段を細い指で示しながら、

「ゴッドコルドレンは二階でそなたを待っておる……が」

「が？」

「まずは一局、余と銀子の将棋を観戦していかれるがよい」


「ッ……！　先生、それは──」



「よいではないか。銀子」

　反論する姉弟子を笑顔だけで制し、クイーンは言った。

「余もたまには、若き竜王にいいところを見てもらいたいのでね？」









[image: ]　　クイーン






　見るもの全てが美しかった。


「ほぉー……」



　改めて部屋の中を見回した俺は、思わず溜め息を漏らす。

　室内は中世ヨーロッパ風に統一されており、将棋盤の置かれた机も脚の部分が猫の脚みたいになっていた。きっと天蓋てんがい付きのベッドとかで寝てるんだろうなぁ。

　将棋を指すには異質な空間といえるが……生まれつき片足が不自由な釈迦堂さんにとって、正座をしなければならない和室は使いづらいという理由もあるんだろう。

　まあけど最大の理由は『趣味』だわな。弟子と同じですわ。

　そんな調度品の中で特に目を引くのは、将棋の駒だ。

「変わった書体ですね？」

「『三田みた玉枝ぎょくし』だよ。この飛車など、天使が羽を広げたようで美しかろう？」

　釈迦堂さんは自慢するように駒をこちらへ翳かざす。

　確かにとても美しく、そして特徴的な駒こまだった。

「余は彫ほり駒ごまが好きでな。この書体は彫り駒でこそ美しさが最大限に引き立つ」

　彫り駒はプロがタイトル戦などで用いる盛上駒もりあげごまより安価だが、工芸品としての美しさはむしろ盛上駒より上という人もいる。漆を塗り重ねて盛り上げるよりも、美しい彫り跡を残す方が技術が必要とされるからだ。

　何より指していて駒の字が見やすい。

　だからプロでも練習用に愛用する人が多い……が、ここまで拘こだわった駒を使う人を、俺は他に知らない。

　駒だけじゃない。

　盤も、椅子も、机も、服も、水差しもグラスも、そして部屋そのものも。

　あらゆる部分に所有者の美意識が反映されており、そのせいか空気すらも張り詰めていて隙すきが無い。


　だが、それらよりも遙はるかに美しいのは────二人の対局者。



「始めようか」

「……よろしくお願いします」

　姉弟子が緊張気味に頭を下げ、釈迦堂さんは対局時計チェスクロックのスイッチを押した。この二人の研究会において一局目は姉弟子の先手と決まっているようだ。

　互いに角道かくみちを開けてから姉弟子は飛ひ車しゃ先さきの歩ふを突き、釈迦堂さんは一度開けた角道を止めて角を上がる。

　──矢や倉ぐらか？

　そう思った直後、

「「え!?」」

　俺と姉弟子は同時に声を上げた。

　居い飛び車しゃ党の釈迦堂さんが飛車を振ったからだ。

　それも──角道を止めるノーマル四し間けん飛び車しゃ！

「……マジかよ」

　俺は思わずそう呟つぶやき、もう一度よく盤面を確認する。

　四間飛車？　本当に四間飛車？　……普通の四間飛車だ。


「…………」



　姉弟子はしばし手を止めて、チラッと対局相手の顔を見る。

　釈迦堂さんは静かに座っている。予定の作戦ということだ。

「……」

　探るような手つきで姉弟子が左辺へ玉を移動させていく。釈迦堂さんは特に咎とがめるような行動も見せず、淡々と同じ方向に玉を移動させる。

『どうぞそちらは穴熊あなぐまに組んでください』

　とでも言うような手つきだ。

　この、居飛車穴熊対四間飛車という対抗形は、かつて……それこそ俺達が生まれる前は非常に多く指されていた。しかし今はほとんど指されない。何故なぜか？

　──居飛車穴熊が強すぎるからである。

　現代将棋においては穴熊に組めた段階で一本取ったと認定されるほど、穴熊という囲いは強力だ。この居飛穴イビアナが猛威を振るったため、多くの振ふり飛び車しゃ党が居飛車党へ鞍くら替がえした。釈迦堂さんもその一人のはずだった。

　が、釈迦堂さんは至ってシンプルな、昭和の時代からタイムスリップしてきたような美濃みの囲がこいの四間飛車で姉弟子の居飛穴に立ち向かう。

　フルチューンのスポーツカーに、ノーマルのアンティークカーで挑むような無謀──

「……いいんですね？」

「何が？」


「…………」



　それきり姉弟子は口を閉ざし、終局まで一言も喋しゃべらなかった。

　古色蒼然こしょくそうぜんとした、居飛車穴熊とノーマル四間飛車。

　まるで鎌倉かまくら時代の武士の戦いのように、互いに目指す戦型を声高々と主張し合い、玉を囲い合ってから……ゆっくりと全軍が動き始める。

　釈迦堂さんの囲いは美濃囲いから『高たか美濃みの囲がこい』に変化しているが、穴熊と比べれば大した違いはない。

　もはやその囲いが使われた棋譜を思い出すのも難しいほどの、どこまでも古風な将棋で、《エターナルクイーン》は最新最強の戦型に挑む。

　当然ながら姉弟子は最新の手筋を駆使して釈迦堂さんを一方的に攻め立てた。普通なら穴熊が圧勝するパターンだが──

　しかし手が進んで行くうちに、不思議なことが起こった。

　攻めている姉弟子の方が苦しそうなのだ。


「……っ！　……ッ!?　…………!!」



　溺おぼれる者が酸素を求めるように何度も口を開き、いかにも苦しげに手を捻ひねり出す。

　対する釈迦堂さんは決して呼吸を乱すことなく、さらさらと手を進めていく。

　その流麗な指し回しを見て、俺は感動のあまりこう呟いていた。

「『他た力りき』……か」

　釈迦堂さんは姉弟子の攻撃に乗じて、自然な応手で自陣に駒を埋めていく。武道にもある、相手の力を利用する技──『他力』だ。

　しかもその手は攻防一体。

『攻め』の要素しか持ち得ない姉弟子の手と比べ、釈迦堂さんの手は『受け』であり『攻め』という、一手で二つの役割を果たしていた。

　どちらが勝つかはそれだけでわかろうというものだ。

「さて。もうよかろう」

　姉弟子の攻めが切れた瞬間──

　釈迦堂さんのブ厚い囲いがそのまま姉弟子の玉へと向かって殺到する。

　いつの間にか釈迦堂さんの囲いは、金銀五枚に桂馬まで付いた、とんでもない質量の塊かたまりへと変貌していたのだ。


　まるで巨大な隕石いんせきが落ちてくるような──────絶望的な光景。



　圧倒的な駒の質量で上から押し潰つぶされた姉弟子の穴熊は、数分後には見るも無む惨ざんにひしゃげていた。


「…………ありません」



　投了の声を絞り出す。

　途中からは盤を見るのすら辛つらかっただろう。正直よくここまで指したもんだと思う。

　それにしても、だ。

　公式戦では女流棋士に無敗の白雪姫がここまで不ぶ様ざまにやられるとは……。

　やはり釈迦堂さんは、強い！

「どうした銀子？　今日は随分と駒が浮うわついていたぞ？」

「ッ……」

　姉弟子の顔が、まるで火がついたように一気に赤くなる。

　煽あおられたのが悔しかったんだろう。この負け方じゃなあ……。

「いかに穴熊が固かろうと、指す者の心が浮ついていてはその固さは活いかせぬ。よく憶おぼえておくのだな……」

　釈迦堂さんは薄く笑うと盤側ばんそくに手を伸ばし、グラスに入った水を美味うまそうに飲んでから、今度は俺に声を掛けた。

「若き竜王よ」

「はい？」

「銀子の敗因がどこにあったか、わかるか？」

「そうですね……直接的な敗着は九七手目に姉弟子が打った４六歩だったと思います。これが４七歩だったらまだ何とか──」

「違うな」

「へ？」

「銀子の敗因は、彼女が若い娘だったということさ」

「……ノーマル四間飛車と居飛車穴熊が戦った棋譜をあんまり知らなかったってことですか？」

「それはあくまで表層的な敗因に過ぎぬ。余はもっと簡単な方法で銀子の心を操ったのさ……おかげで思った以上に楽に勝てたよ。礼を言わねばな」

「？？？」

「まだわからぬのか？　要するに──」

「先生ッ!!」

　そこで初めて姉弟子は声を荒らげる。釈迦堂さんは別に驚くでもなく、面白そうな表情で再びグラスに口を付けた。

　敗北の悔しさからか真っ赤になってフーフーと息を荒らげる姉弟子を宥なだめようと、俺はおっかなびっくり声を掛ける。

「ちょ、ちょっと姉弟子？　そりゃ居い飛び穴あなでノーマル四間にド完敗すれば悔しいだろうけど、怒鳴るってのは──」

「るっさい！　さっさと消えろ!!」

「はいはい……」

　な、何なんだよ、もう……まるで俺が隣に居たから負けたとか、そんな子供みたいなイチャモンをつけてきそうな勢いだ。

　負けてカッカする姉弟子に追い立てられるように俺は階段に足をかけ、歩夢の待つ二階へと向かう。

　背後では、早くも二局目の始まる音がした。
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「[image: ]４五歩」

　その部屋に入った途端、歩夢がいきなり言葉を放ってきた。

　瞬時に脳の回路が切り替わり、視界に実在しない将棋盤が映り込む。

　脳内将棋盤だ。

「[image: ]６八銀」

　俺が返す。

　互いに立ったまま、研究会は唐突に開始された。

　窓辺に立つ歩夢はいつものマント姿。それがこの洋館の一室ではとても映える。

　だが俺達の脳内にはもう将棋以外存在しなかった。

「[image: ]９五歩」

「[image: ]７三角成」

　まずは歩夢が得意とする矢倉。

　俺達の会話を記録して盤に並べようとしても、ほとんどの人間は全く意味がわからないだろう。

　前提となる知識が必要なのはもちろんなんだが……俺も歩夢も、符号だけでやり取りをしているわけではないからだ。

　相手の発声の微妙な揺らぎ。

　間ま。

　微かすかな身動き。

　そして表情。

　そういった全ての情報が互いの脳を刺激し合い、頭の中で膨れ上がる莫大ばくだいな情報を交換していく。

　互いに触れることなく、だが互いの全てが融合していくかのような、不思議な交換行為。

「[image: ]４六銀」

「[image: ]４五歩」

「[image: ]同銀」

「[image: ]７三桂」

　俺が歩夢と研究会をするためにわざわざ東京まで来たのは、こうして直じかに会って知識の交換を行わなければ足りなくなったからだ。

　ネット上でのやり取りは、伝えるべき情報が大幅にカットされてしまう。

　恋人同士が電話やメールで言葉を交わすだけでは満足できないように、高度に発展した将棋にも同じことが言えた。

「[image: ]３五歩」

　次は角換わり。歩夢は俺が幾重にも纏まとっていた服を剝はぎ取るかのように、一気に核心に踏み込んでくる。

「[image: ]６五銀」

「[image: ]４七と」

「[image: ]５四銀」

「ッ……!?」

　俺の手を聞いて、歩夢が初めて口ごもる。

　同じペースで進んでいた思考に、一瞬だけ停滞が訪れた。

「……[image: ]６三歩？」

「[image: ]６八金右」

「……ッ!!」

　クラ……っと、歩夢がバランスを崩し、窓枠に手を添えて身体を支えた。

「[image: ]８六歩」

　歩夢が回復するや否や、俺は続けて符号を告げる。

「[image: ]同歩[image: ]８七歩[image: ]５三桂成」

「[image: ]８……六、飛？」

「[image: ]３九飛」


「ッ!?　……さ…………きゅう、ひぃ？」



　歩夢は頭を抱えるかのように額に指を這はわせ、喘あえぐ。

　俺は更さらに思考が加速し、符号を口にすることすら迂う遠えんに感じる。

　頭の中には一本の樹があった。

　その樹は脳内で尽きることなく無数の枝を次々と伸ばし、俺はその大部分を一瞬で刈る。残った枝が更なる枝を生やし、伸ばし、新たな定跡として実をつける。

　山刀なた伐ぎり尽じん八段との一戦を終えた後──俺には明らかに、自分の力が増しているという実感があった。

　脳内にある盤がクリアーになり、それまで見ることのできなかった深奥しんおうへと分け入ることができるようになったのだ。

　──壁を突き破った。

　その感触を、プロになって以降、初めて得た。

　それまで自分が指していた将棋の危うさや拙つたなさが、今ははっきりと自覚できる。

　もっとも、この変化が本当に棋力の向上なのか確信が持てない部分もある。自分の読んでいる手が本当に成立しているのか検証する必要があった。

　だから俺には歩夢と会う必要があったのだ。こうして直じかに。


「…………[image: ]２四歩」



　息を整えた歩夢が手を戻した。何だ……？

「？　[image: ]同銀？」

「[image: ]同歩」

「ッ……!?」

　今度は俺が驚く番だった。銀ではなく、歩で取るだと……!?
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「……[image: ]３四歩？」
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「ッ!?　……[image: ]５五角！」
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「？？？　…………ッ!!」



　開示される驚きょう愕がくの手順！　歩夢は俺がさっき示した研究を全否定して、さらに深い研究をぶつけてきたのだ。

　どれだけ親しくとも、プロである以上、決して見せない部分というものがある。

　だが歩夢はそれを見せた。

　六年以上も付き合ってきたが、初めて俺にそこまで見せたのだ。

　喜びと寂しさを同時に感じる。

　俺も歩夢も理解していた……これがおそらく最後の研究会だということを。

　それまで絶対に見せなかった部分をもさらけ出す。

　丸裸になって、深い部分までお互いを受け容いれる。


　互いの研究を共有し、読みが同調し、意識すら融け合い────



　そして弾はじけた。





「……はぁ……はぁ……はぁ…………」



　気がつけば、二人とも床に寝転がっていた。

　限界を超えて稼働した脳が酸素を食い尽くし、それで意識が途切れたんだろう。全力疾走した後のような息苦しさと、どこか心地よい疲労感があった。


　時計を見る────五時間が経過していた。



「……歩夢。大丈夫か……？」


「…………ぅ、む……」




「…………五時間、か。濃密だったな……」



　一瞬……のようにも思えた。

　だが、一ヶ月のようにも感じる。

　実際に盤を使っていたら、ここまで濃い時間を過ごすことはできなかっただろう。

　プロ棋士でも超トップの感想戦は、今のように盤を動かさず、ただポツポツと単語を口にするだけで行われることが多い。

　タイトル戦の感想戦で棋士が駒を動かしているのは一種のファンサービスであり、報道陣が消えればほぼ口頭のみで進む。

　十数時間かけて一局の将棋を読み続ければ脳内には膨大な読みのデータが蓄積されており、対局者はその読みを検索するために何らかの合図を送るだけでいいからだ。

　読みが一致する相手であれば符号すらも必要とせず、ただ『あそこ』や『あれ』などという一言だけで済む。

　あの名人に至っては空中で指を動かすだけの感想戦もあったという。

「ははっ……やっちまったな。若気の至りってやつか……」

「……我われとて、あんなところまで見せたのは初めてなのだぞ？」

　気恥ずかしさからお互いの顔が見られない。

　プロ棋士にとって研究成果は命と同じだ。

　戦う相手である以上、決して許してはいけないラインというものがある。

　だが……俺も歩夢も、その一線を超えてしまっていた。

　恥ずかしすぎて口にはできないが……それは友情の証。

　──お前と、竜王戦で戦いたい。

　だから俺と歩夢の共同研究会は成り立った。名人を倒して欲しいから。

　そして仮に歩夢が挑戦者となれば、その時はもう敵同士。

　明日から俺は歩夢を倒すための研究を開始する。それが竜王としての務めであり、歩夢もそれを理解している。

　だから……俺と歩夢にとって、今のが多分、最後の研究会。

「早いもんだな……去年は俺が出た竜王戦の挑決で、今年はお前と名人が戦う」

「我は神を殺す。そして必ず貴様の待つ玉座へと至る。覚悟しておくのだな」

「楽しみにしてるよ。俺にとってもその方が楽だからさ」

　互いにニヤリと笑みを交わす。

　歩夢は立て膝で、俺は胡座あぐらをかいてその場に座り直した。

「それで？　お前さんの序盤研究が完璧なことはわかったが……名人と番勝負を戦うに当たって、何か対策は発見できたのか？」

「『神』は──」

　歩夢は名人のことを『神』と呼んだ。

　それは若手棋士が半ば戯たわむれに、そして半ば本気で使う尊称。

「若手棋士の得意戦法を避けない。特に初対局の相手の技は、絶対と言っていいほど受ける。そこに勝機があるだろう」

「……確かにそういう傾向はあるが……」

　昨日の篠窪しのくぼさんとの対局でも、名人は相手の得意戦法を受けて立ち、完勝した。

「けど、永世七冠に繫つながる大事な対局でそれをやるか？」

「やる」

　歩夢は力強く断言した。

「やらねば勝てなくなるからな」

「……？」

「神は忙し過ぎるのだ。ただでさえ対局過多な上に、将棋界の顔として様々さまざまな行事や取材への対応……それにより研究時間が削られるが、現代将棋は研究なしでは勝てぬ。だったら──」

「……公式戦を研究会代わりに？」

「誰でも神には自分のとっておきの研究をぶつける。それゆえ最新かつ最上の研究が、供く物もつのように盤上で披露されるのだ。神がそれを避けなければ、な」

「言われてみりゃ効率的な方法っぽいけど……でもそんなの普通は勝てないだろ？　序盤でわざと不利になるのと同じじゃん」

「そう。我ら人間ひとにはおよそ不可能な芸当……」

　……だが、名人かみならば。

「神が中盤で発揮する対応力。そして無謬むびゅうの終盤力が、それを可能としてきた。今までは」

「今までは……？」

「昨日の棋帝戦の最終盤、貴き様さまはどう思った？」

「……ッ!!」

「対局中は、我も凄すさまじいものを見たと思った。だが終局後に検討した結果……あれは最善手ではなかった。神は間違えたのだ」

　そして歩夢は寂しげな表情で、己おのれが名人に勝ちうるその理由を口にした。


「あの人はもう────神ではない」
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「二人とも、この数時間でまた一段と強くなったようだな」

　研究会を終えて一階に降りると、釈迦堂さんがそう言って俺達を迎えた。

「……そんなふうに見えますか？」

「顔つきを見ればわかるよ。男は女以上に成長が顔に出る……掛け給たまえ、若き竜王よ」

　釈迦堂さんは向かいの席を俺に勧めた。

　さっきそこに座っていた姉弟子の姿はない。先に帰ったわけじゃないとは思うけど……。

「ゴッドコルドレンがお茶の用意をしてくれる。余の唯一の愉たのしみなのだ。付き合っておくれ」

「姉弟子は？」

「お色直しさ」

　どういう意味だ？　まあ姉弟子がいない方が都合がいい。

「実は俺も、釈迦堂さんに相談したいことがあったんです」

「ほう？　嬉しいな」

「俺には女の子の弟子がいるんです。二人ともまだ小学生なんですが、とんでもなく才能があって……マイナビの一斉予選にも出ることになりました」

「棋譜は見たよ。確かに才能がありそうだ」

「あの子達は多分、もうすぐ女流棋士になります。もしかしたらタイトルに手が届くほどの女流棋士に。あの子達の才能はそれだけのものがあるから。けど師匠の俺には……その心構えが全くできていないんです。二人に何もしてやれなくて……」

　あいと天衣あいの実力は、俺が思っていた以上だった。

　特にあいの成長スピードは驚異的で、技術だけではなく精神的な部分も含めて、ここ数日で一気に大人っぽくなったように感じる。まるで別人のように……。

　そしてそのことに、俺は危うさを感じていた。

「だから教えてください釈迦堂さん。女流棋士って……女流棋士のトップになるって、どんなものなんです？」

「女流棋士、か……」

　釈迦堂さんは少し考えてから、こう答えた。

「晒さらし者だな」

　……え？

「たとえばイベントでの指導対局。女流棋士は平手で挑戦される。アマチュアでも強豪になればプロ棋士に近い棋力を持っているから、余といえども負けることは多い」

「……」

「それを見ていた将棋ファンはこう言う。『女流棋士は弱い』と」

　俺みたいに若い世代だとそうでもないけど、プロとアマの差が厳然げんぜんと存在していた時代の価値観だと、プロに平手ノーハンデで挑戦するということは失礼に当たる。要するに『ナメてる』と捉えられるのだ。

　もちろんプロ棋士ならば、そんなアマチュアは返り討ちにすればいい。

　けど──

「この世界では女というだけで『弱い』と見られる。対局で勝っても『女が相手だと本気になれない』と言われ、負ければ『将棋を教えてやるから来い』と住所を書いた手紙を送りつけてくる人間もいる。勝っても負けても見下されるのだ」

「……酷ひどいですね。人間として間違ってる」

「仕方があるまい。弱いからそうなるのだ」

「ですが──」

「女流棋士は弱い。棋力ではプロ棋士に到底及ばぬ。だが……いや、だからこそ、心だけは強く在あらねばならぬのだ。プロ棋士よりも、アマチュアよりも」


「っ……！」



「奨励会員やアマチュア強豪よりも弱い女流棋士が『棋士』として遇されているのは、将棋界発展のため……女性への将棋普及のためだ。それが多少、嬲なぶられた程度で将棋を辞めていては本末ほんまつ転倒てんとうであろう？」

　歩夢がティーセットを持って来て、テーブルに並べ始める。

　無言で優雅に作業をしているように見えるが、全身から強い気を発していた。師匠である釈迦堂さんを労いたわり、思いやる気持ちを。

　愛まな弟子のそんな様子に優しい視線を注いでから、俺を正面から見て、釈迦堂さんは言葉を続ける。

「晒し者にされ、嬲られ……それでも強く在りたいと、強くなりたいと思い続け、不断の努力を行う者。たとえ才能がなくとも足搔あがくことを止めない者。余は、女流棋士とはそんな存在であるべきだと思う。将棋はプロよりも弱くとも、心は誰よりも強く在らねばならないと」

　クイーンの言葉に込められた決意に、俺は胸が焼けるほど熱くなるのを感じていた。

　華やかに見える女流棋士。

　だがそのトップに立ち続けてきたこの人は、泥臭くさくて粘り強い、まるで俺達関西棋士のような熱い心を持った人だったから……。

「……強い、ですね。俺なんかまるで及ばない……」

「お褒めいただき嬉しいが、女性に『強い』というのはあまり褒め言葉にはならんだろうな」

「す、すみません……」

「謝る必要は無いが」

　釈迦堂さんは「ふっ」と静かに笑うと、

「女であることで色々と言われ……この脚のことでも色々と言われた。強したたかになるより他に生きる道はなかった……」

　動かない片脚を撫なでながら、女流名跡は寂しげに語る。

「余がこのような服を着るようになったのは、正座ができぬことを隠すためでもある。このドレスは、余にとっては鎧よろいなのだよ」

　将棋の棋士にとって、正座は死活問題だ。

　名人にまでなった大棋士が『正座がつらいので椅子対局を認めてくれ』と要望しても、連盟はそれを認めなかった。事実上の引退勧告である。

　釈迦堂さんは座った時に脚の状態が完全に隠れるスカートを穿くことによって、それを回避した。

「そのような振る舞いが許されるのも、余の存在が将棋界にとってプラスになると周囲から認められたからに他ならぬ。いや、『認めさせた』と言うべきだな。必死だったよ。そうでなければ余は将棋を指し続けることができなかったろうから」

「……」

「弱さは人を強くする。劣等感は心の翼だ。仮に余が男で、普通の脚を持って生まれていたら……今より将棋は弱かったかもしれぬ」

　そう言ってから、釈迦堂さんは冗談めかした口調で、

「その代償として可愛かわいげを失ってしまったようだがな。おかげでこんな歳まで独り身を貫く羽目になってしまった」

《エターナルクイーン》釈迦堂里奈は、とても美しい女性だ。

　全盛期はテレビや週刊誌に登場することも多く、その人気は今の姉弟子以上のものがあったという。そんな釈迦堂さんが独身を貫いているのは……家庭的な幸せより、女流棋士の地位と棋力の向上に全身全霊を捧ささげてきたから。

　そしてそんな釈迦堂さんの姿勢に共感するものがあるからこそ、あの姉弟子が素直に敬意を抱いているのだろう。野生のライオンが懐なつくレベルの奇跡だからな……。

「釈迦堂さんが姉弟子に目を掛けてくれるのは──」

「銀子は強い。余が見てきた中で、最も才能がある女性の一人だろう」

　姉弟子は十四歳で奨励会二段。

　これは男性と比べてもかなり早い出世スピードといえる。

　四段に──プロ棋士になる可能性は十分にある。

「だから銀子を見ていると、つい夢想してしまう……『この子が史上初の女性プロ棋士になってくれたら、余の人生も無駄にはならない』と」

「そこまで……ですか？」

「銀子が女性初のプロ棋士となれば、女性の将棋人口は爆発的に増加するだろう。女性の奨励会入会者も増え、第二、第三の女性プロが誕生することとて夢物語ではなくなる。その結果として女流棋士という制度が消滅しても、余は一向に構わん」


「ッ……！」



　文字通り命をかけて育んできた女流棋界が消滅しても構わないとまで言い切る。

　この人は……そこまで賭けているのか。

　空そら銀子という才能に……。

「じゃあ──」

　俺は別の名を口にする。姉弟子以上の才能の名を。

「祭神さいのかみ雷いかはどうですか？」


「…………」



　クイーンはしばし黙考し、やがてこう言った。

「魔ま物ものだな」

　ま……もの？

「奴きゃつの才能はある面で銀子を凌駕りょうがしている。そしてその才能こそ、将棋が強くなる上で最も重要な才能なのだ」

「才能？　……どんな？」

「究極のエゴイズム。それが奴の才能の正体だよ」

「エゴ？」

「将棋のためなら……将棋に勝つためなら、強くなるためなら、どんなことでもする。平然と人を傷つけもするし、自身にとって大切な物も躊躇ためらい無く犠牲にできる」

「それがエゴですか？　けどそれだったら、姉弟子だって将棋のために必要以上に人と親しくしなかったり──」

「それは意識して他者を遠ざけているのだろう？　遠ざけようとするというのは、近くにいたら気を遣つかってしまうことの証拠だよ。銀子は優しいからな……」

　釈迦堂さんは愛いとしそうに姉弟子の名を口にして、

「だが祭神雷は違う。奴はそもそも他者の心になど何の興味も無い。だから近くにいる人間の心を踏みにじって何の罪悪感も覚えない。対局者に笑顔を向けながら、相手の尊厳そんげんを踏みにじる手を平気で指せる。他者を踏み台にできる。それゆえどこまででも強くなる」

　エゴイストは強くなる。確かにその通りだろう。

　善人よりも悪人の方が金持ちになりやすいように、自分のことしか考えていない人間の方が強くなるのは当然だ。自分にだけエネルギーを注げるから。

　けど、普通の人間はそんなことできない。

　先輩後輩や師弟といった上下関係、友情や愛情……将棋が人間同士の戦いである以上、そういったしがらみを無視して自分の事だけ考えるのは難しい。人間関係が破は綻たんする恐怖に耐えられず、どうしても他人に気を遣ってしまう。

　だとしたら……将棋以外はどうでもいいと思えてしまう破綻した性格こそが、究極の才能となりうる……。

「で、でも将棋は強くなるかもしれませんが……間違ってるでしょ？　人として……」

「そう。だから魔物と呼んだのさ」

《エターナルクイーン》は重々しく頷うなずいた。

「祭神雷のような限度を超えたエゴイストがトップに立てば、棋界の秩序は乱れる。将棋道の根幹たる『礼』など何の価値もないと認めることになってしまうからな。そうなれば将棋は単なるゲームに堕だし……急速に廃すたれよう」

　その言葉には確かな説得力があった。

　ただでさえコンピューター将棋が発達し、プロ棋士の存在価値が揺らぎ始めている。『強さだけが正義』という価値観は、いずれプロや女流の首を絞めるだろう。

「女流棋士は弱い」

　最初に言ったことを、釈迦堂さんは繰り返した。

「だがいくら強い女流棋士が生まれたとはいえ、それが心を否定するような存在では意味が無いのだ。たとえ将棋の才能が多少劣っていようとも、いや劣っている部分があるからこそ……心の強さでそれを補いうる存在こそが最強で在らねばならぬのだ」

　次第に言葉は激しくなり、傍かたわらに立つ歩夢がそっと師の肩に手を添える。

「余が人生を賭して築き上げた女流棋士という制度が消滅するとしても、祭神雷のような魔物に蹂躙じゅうりんされることだけは許せぬ」

　しかし……と、釈迦堂さんは溜め息を吐ついて。

「今はまだ余の力でもあの魔物を抑えることができるが、いずれ近い未来、歯が立たぬ時が来るであろう。それまでに何としても銀子にはもっと強くなってもらわねばならぬ。だから──」

「だから？」

「余は銀子からタイトルを奪い取るつもりだ。女流タイトルなど、銀子の才能を縛る鎖にしかならぬのだからな」

　そう言って妖艶ようえんな笑みを浮かべると、釈迦堂さんは俺に向かって意味深な視線を注ぎつつ、こう続けた。

「それともいっそ、若き竜王にあの魔物を飼い慣ならしてもらおうか？　ちょうど弟子を取ったとも聞いたし、一緒に側そばに置いてやったらどうだ？」

「じょ、冗談じゃないですよ！　どうして俺が──」

「なに。竜王の言うことならば奴も素直に聞くかもしれぬ……だろう？」


「…………何を知ってるんです？」



「ふふ……余は女流棋士会の会長もしているので、な」

　まさか……あのことを知っている……!?

　警戒した俺が口を閉ざすと、釈迦堂さんは「ふっ」と笑って、

「悪い。かわいいので、ついつい弄もてあそんでしまった。許しておくれ……銀子」

「はえ？」

　俺じゃなくて姉弟子の名前を？　なんで？

　そう思って女流名跡の視線を辿たどると……姉弟子が立っていた。

「ん？　え？　……あれ？　姉……弟子？」

　しかし俺は、それを姉弟子とすぐには認識できなかった。
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　姉弟子が────ドレスを着ていたから。







「……………………しねぇ……」



　とても美しい服を着た姉弟子は、顔を真まっ赤かにして瞳を潤うるませながら、その姿を見詰める俺に絞り出すような声で「死ね」と言う。何その理不りふ尽じん……。

　多分、死ぬほど恥ずかしいんだろう。

　リボンとかフリルとかついてて、ゴテゴテしてるけどスカートめっちゃ短くて、非現実的なまでにかわいい服だ。

　こんな服、間違いなく姉弟子にしか着こなせない……けど、姉弟子は絶対にこういう服は着ない。そもそも昔はスカートを穿くのすら嫌がってたのに……なぜ!?

　なぜ、こんなにかわいい格好を……!?

　動揺して言葉も出ない俺に、釈迦堂さんが言う。

「実は、余と銀子の研究会には契約があるのだ」

「け、契約……？」

「うむ。原宿ここまで来る費用は、滞在費も含め余が払う。代わりに銀子は、こうして余の服のモデルをするという……な。将棋を終えてお茶を飲みながら、美しく着飾った銀子を眺める……余の最高の愉たのしみだよ」


「…………」



　これは……確かに……。

「若き竜王よ。せっかく女が男のために着飾ったのだ。感想の一つでも口にせねば、銀子が可哀想ではないか」


「わっ！　……私は、べつに…………八一のためってわけじゃ……」



　俯いた姉弟子が何かもごもご言ってるけど、頭に入ってこない。

　心臓が跳ねていた。

　全身が熱かった。


「あ、あの…………に、似合ってます。マジで……かわいい、ですよ……？」




「…………ぶちころしゅじょ……われぇ……！」



　雪のように白い肌を耳まで真っ赤にすると、姉弟子は歩夢に椅子を引いてもらって、俺の隣に腰掛けた。

　姉弟子が近くにいる……それだけで、びっくりするくらい胸がドキドキした。

　今までこんなことなかったのに……。

「ゴッドコルドレンよ。銀子にもお茶を淹いれてあげておくれ」

「イエス、マスター」

「よい子だ……」

　愛弟子に注ぐ視線はとても優しく、そして歩夢が師匠に向ける視線には尊敬以上の感情が含まれているように見えた。

　だがそんなことよりも、今は姉弟子のことでいっぱいいっぱいだ。

　ついチラチラと見てしまう。

　本当に美しい存在は、人の視線を摑つかんで放さない。

「……じろじろ見るな。へ、変態……」

「み……見てませんよ……」


「…………ばかぁ……」



　そんな俺達の様子を眺めながら、釈迦堂さんがウキウキと言う。

「よく似合っているであろう？　そうそう。余のブランドの名前である『シュネーヴィットヒェン』がどういう意味か、わかるかな？」

「それ気になってたんですよ。どういう意味なんです？」

　この建物に入る前に見た不思議な文字を思い出す。

　姉弟子は知らないって言ってたけど……。

「ドイツ語で『白雪姫』という意味だ。余のブランドは、銀子のプライベートブランドと言ってもよい……ああ！　初めて銀子を見た時、本物の天使が余の目の前に降臨こうりんしたかと思った……そして余は決意したのだ。『この子に似合う服を作ろう。それを余のブランドとしよう』と！　明確な目標が人を高みへと押し上げるように、銀子という明確なモデルを得た余のブランドは高い評価を得るようになった……銀子こそまさに我が天使！　我が福音ふくいん!!　そうであろう!?　ゴッドコルドレンよ！」

「イエス、マスター。マスターのお作りになる服は完璧です」

　釈迦堂さんは恍惚こうこつと天を仰ぎながら両手で自分の肩を抱きしめ、歩夢はそんな師匠の隣に崇すう拝はいの表情で傅かしずいている。

　やっぱおかしいよ、この師弟……。

「先ほど、余と銀子の研究会には契約があると言ったな？　実はあれには続きがあるのだ」

「続き？」

　尋たずねる俺の隣で、姉弟子の顔がみるみる青ざめていく。赤くなったり青くなったり忙しいよね今日は……。

「うむ。研究会では先せん後ごを入れ替えて何局か将棋を指すのだが、何か賭けるものがなければ気が入らぬであろう？　だから銀子が勝ち越せば、余と繫がりのあるプロ棋士やアマチュア強豪との研究会をセッティングしてやることになっている」

《エターナルクイーン》は優雅に微笑ほほえむと、


「そして、余が勝ち越したら────」
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「あ、姉弟子？　大丈夫ですか？　ちゃんと歩けます？」


「…………むり」



「その靴じゃ仕方ないか……じゃあ手を繫いだまま外を歩きますよ？　いいですね？」


「…………」



　こくん、と子供のように頷く姉弟子。

　俺は着飾った姉弟子の手を取る。すべすべしたその手は、緊張のせいか少し震えていて……熱い。

　姉弟子と釈迦堂さんが交わした契約。

　それは──

『いつもは顔を隠した状態で写真モデルになってもらうのだが、今日は……そうだな。その格好のまま大阪まで帰ってもらおうか。服の宣伝として』

『『はぁっ!?』』

『銀子が着てきたセーラー服はゴッドコルドレンに郵送しておいてもらう。ああそうだ、ついでに竜王の服も見繕ってやろう。そんな吊つるし売うりのダブルでは、ただでさえ取れていない銀子との釣り合いが──』

『いえ結構です!!　大丈夫ですっ!!』

　そんな感じで釈迦堂さんのお店を飛び出してしまったんだけど……。

　ヒールの高い靴に慣れてない姉弟子は足下が非常に危なっかしい。ただでさえ動きづらい服装なので。

　てなわけで、俺が手を繫いで支えている。

「まあ大丈夫ですよ。原宿駅までスグですし、何なら品川までタクシー使えばあとは新幹線に乗って大阪ですから。ね？　それまでちょっとだけ我慢してくださいね？」

「ん……」

　不安そうな姉弟子は、俯いて俺の手をぎゅっと握り返した。

　無理もない……もし転んで利き手を怪我けがすれば、将棋が弱くなってしまう。

「左手で指せばいいじゃーん」と思うかもしれないが、指先の感触というのは将棋のパフォーマンスに直結する。極限まで集中しなければ勝てないプロの世界では、ちょっとした違和感が命取りとなるからだ。『スーパードクターＫ』に書いてあったからね。間違いないね。

「じゃあ大通りに出ますよ？　人が多くなるから気をつけてくださいね？」

「ん……」

　姉弟子は素直に頷く。





　竹下通りに出た瞬間────一瞬で取り囲まれた。







「……あれなに？」「ヤバくない？」「かわいい！」「芸能人？」「何かのプロモ？」「やばいかわいすぎっ……！」「日本人じゃないよね？」「きれい……」



　やばいぞこれ。

　え？　何だこの騒ぎは？

　まさか……いや、まさかじゃなくて……姉弟子が可愛すぎるから？

　それでこんなに人が集まっちゃってるの？　こんな一瞬で？

「すいません！　写真いいですか!?」

　その声が呼び水となって、

「その服どこで売ってるんですか!?」「その人ってモデル!?」「名前教えてもらっていい!?」「アカウントとかあるの!?」

　次々と声がかかる。暴動一歩手前だ。

「こ、この服はブラームスの小径にあるシュネ……なんちゃらってお店で売ってます！　あっ、今日はお休みなので明日以降に行ってみてください！　この人はモデルさんとかじゃないので写真はご遠慮願います！　あとこの髪はウィッグじゃないです地毛です！　どこのお店にも売ってませんから!!」

　洪水こうずいみたいに押し寄せる質問を、俺は姉弟子を背後に庇かばうようにしながら大声で捌さばく。居飛車党だから捌くのは苦手……とか冗談言ってる状況じゃねえぞ!?

　捌き切れないのは写真の要求だ。

　要求する数が多すぎるってのもあるけど、そもそもこっちの言うことも聞かず遠間からバシャバシャ撮ってくのはどうしようもできない。

　しかも、

「すいません！　一般人なんで、写真はご遠慮──」

「……べつにいい」

「よかぁねーよ！　俺、研究会に行くとは言ったけど姉弟子と一緒なんて言ってないもん！　しかも原宿だよ!?　こんなのバレたら──」

「いい！」

　姉弟子は子供のようにほっぺを膨らませてそう言うと、プイッと横を向いてしまった。何か意固地いこじになってるらしく、痛いくらい手に力を込めてくる。

　そんな表情が逆にかわいいようで、スマホのシャッター音はますます激しさを増す。確かにこれは俺も写真撮りたくなる……けど今は頼むから遠慮して！

「……ったく！　どうなっても知りませんからね!?」


「…………」



　写真を撮られるあいだ、姉弟子は俺の腕を杖つえ代わりにするかのように体重を掛けて寄り添い、ちょっとずつ大通りへ向かって歩く。

　五〇メートルもない距離を移動するのに一時間くらいかかった。人集まりすぎだろ……秋あき葉は原ばらの路上でやってるコスプレ撮影会かよ……。

　不幸中の幸いだが、姉弟子が将棋界で有名な《浪速の白雪姫》であることに気付いた人はいなかった模様だ。

　とはいえネットに写真とか上がったら特定されるだろうからな……しばらくは警戒しとかないとな……。

「……こんなところを将棋関係者にでも見られたら、また何を言われるか……ただでさえ俺と姉弟子って誤解されることが多いんだから、釈迦堂さんも無茶言わないで欲しいよな……」


「………………かいじゃないし……」



「は？　姉弟子、何か言いました？」

「頓とん死ししろって言ったの！　ばかっ!!」

「おおぅ……」

　ここまで尽くしてるのに『死ね』っつったよこの人……俺は何だ？　奴隷か何かか？

「とにかく、こりゃもう電車に乗るとか無理です。タクシー呼んでくるから、ちょっとここで待ってて──」

「手を放したら転ぶから無理」

「はぁ？　立ってるだけですよ？」

「むりっ!!」

　駄々だだっ子こみたいにそう叫ぶと、姉弟子は意地でも俺の手を放さんとばかりに力を込める。

　結局、タクシーを止めて乗り込むまで、さらに一時間もかかったのだった。




　原宿の路上ほどじゃないが、姉弟子は品川駅でも注目を浴びた。


「はぁ～……どこまで行っても見られますね。顔が綺麗きれいな女の子って大変だなぁ……」



「……」

　新幹線に乗り込むと、やっと一息つくことができた。

　自由席や指定席では目立って仕方が無いのでグリーン車だ。もちろん費用は全額しっかり釈迦堂さんに請求してやる。それだけの仕事はしたからな！

　ゆったりとしたシートに座ってからも、俺と姉弟子は手を繫いだまま。

　座れば転ぶこともないから放してもよかったし、それ以前も俺は、例えば品川駅で新幹線の切符を買う時とかも『手を放そうかな？　もう放した方がいいよね？』って感じで力を緩めたりもしたんだけど……そういう気配を察知すると姉弟子はそっぽを向いて手に力を込めるから、結局今も繫いだままだ。

　手を繫いで、窓の外を見ながら、姉弟子がポツリと言った。

「……昔はこうして、どこへ行く時も手を繫いでたよね」

「そういえばそうでしたね……」

　懐かしい記憶が甦よみがえる。

　姉弟子は二週間遅く入門した弟弟子を自分が引っ張って行かなければいけないと思っていたし、俺は年上で、しかも男だったから、姉弟子を守っているつもりだった。

　俺達は二人とも幼くて、将棋ばっかりしてたから腕っ節ぷしもからっきしだ。

　二人とも泣き虫で、一人じゃ何もできない弱虫だった。

　けど……二人一緒なら、どこへでも行けた。

　こうして手を繫いでいれば不思議と無限の勇気が湧いてきて、どんな強敵にも立ち向かうことができた。

　初めて東京に来た時は、歌舞伎かぶき町ちょうのド真ん中にある道場で真剣しんけん師し相手に有り金全部を賭かけた大勝負をやったっけ。

　東京だけじゃない。片手に小遣いを、もう片方の手でお互いの手を握り締め、鈍行どんこう列車に乗って、強い人が集まると評判の道場へ日本全国どこでも武者修行に行ったものだ。小学生の夏休みは毎日そんなことばかりしてた。

　そして電車の中では──

「……７六歩」

「えっ？」

　窓の外を見ていた姉弟子が小さく呟いたその言葉を聞いた瞬間……俺は驚くと同時に、過去と今が一瞬にして繫がったような感覚を得る。

　──目隠し将棋。

　そう。こうやって手を繫いで、電車の中で目隠し将棋をしたんだ。

　それを姉弟子が憶えていてくれたことが嬉しかった。胸を締めつけられるほどに。

　だから──

「８四歩……」

　繫いだ手にぎゅっと力を込め、目隠し将棋の誘いを受ける。

「２六歩」

「３四歩」

　まるで、幼い日の記憶を少しずつ取り戻して行くかのように。

　一手一手、ゆっくりと……将棋を指した。




　……結局、俺と姉弟子は大阪駅で別れるまで手を繫いだままだった。

　新幹線を降りて、新大阪から大阪まで移動する途中も、二人の手はずっと繫がれていた。

　そして──大阪駅。

「……じゃあ、姉弟子。ここで……」

「……」

「……手を放してくれないと帰れませんよ？」

「……まだ……」

　姉弟子は微かに震える手で俺の手を握ったまま。

　小さな声で、こう言った。


「……まだ、将棋……終わってない…………」




「…………」




「…………だから……」



　繫いだ手は、まるで火がついたみたいに熱くなっていた。

　全身が熱かった。

　姉弟子の震える唇から、なぜか目を離すことができなかった。

　きっと、俺があいと一緒に暮らしていなかったら、手を繫いだまま福島ふくしまのアパートまで行ってしまっただろう。

　けれどそうはならなかった。

　その日の将棋はそこで中断──差し掛けとなったのだ。




　なぜなら俺には育てるべき弟子がいたし……その頃には姉弟子も靴に慣れ、一人で歩けるようになっていたから。
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　八月一日────マイナビ一斉予選当日。



　チャレンジマッチから二週間が経過したこの日、俺達は再び東京とうきょう行きの新幹線に乗っていた。

　あの時と違う点を挙げるとすれば──

「八や一いち。これ開けて」

「あ、はい」

　隣に座る姉弟子が水の入ったペットボトルを渡してくる。この人は極度の低血圧で、朝は全く力が入らないのだ。目つきも普段の五倍くらい悪い。ただでさえ悪いのに……。

　三人掛けの指定席。

　窓際から順に、桂けい香かさん、姉弟子、俺という並びだ。

　そして通路を挟んだ二人掛けの椅子に、あいと天衣あいが座っている。

　前回のメンバーに含まれていた晶あきらさんが姉弟子と入れ替わっているわけだが、俺は晶さんも来るもんだと思ってたし、晶さんも来るつもり満々だった。

　しかし晶さんはいなかった。

　新しん大阪おおさかで合流した際にそのことを天衣に尋ねると、一言。

『晶は置いてきたわ』

　直後、俺のスマホに晶さんからＬＩＮＥで『東京ばな奈』というメッセージが入った。どうやらせめて土産みやげを買ってきてくれという意味らしかったので『了解！』みたいなスタンプを返しておいた。憶おぼえてたら買って帰ろう。たぶん忘れる。

「はい姉弟子。開きましたよ」

「ん……」

　と、ペットボトルを手渡そうとした拍子に。

　姉弟子の白くて細くて滑らかな手と俺の手が、微かすかに触れ合う。

「「ッ……!!」」

　その瞬間、二人同時に大きく仰のけ反ぞってしまった。

　触れるか触れないか、その程度の接触。

　でも、それだけで……指先から全身に強い電気が流れたような感じがした。

「す、すいません……」

「う……うん……」

　新幹線……姉弟子……手……というシチュエーションからどんどんあの日の光景が……具体的に言うと『姉弟子（かわいい）』が思い出されてきて、どうしようもないくらい心臓がバクバクと暴れる。

　そんな俺と姉弟子の様子を見ていた桂香さんが、

「……二人とも、何かあった？」

「えっ!?　な、何かって……何が？　別に何もありませんよね姉弟子？」


「…………」



　姉弟子は答えず、くぴくぴと水を飲んでいる。とても喉が渇いているようでペットボトルの水はどんどん無くなっていく。まるで一気飲みだ。

「ふーん？」

　桂香さんは不審そうな表情を浮かべたもののそれ以上追及することなく、手元の定跡じょうせき書しょに目を落とす。対局直前なのでそっちに集中しているようだ。

　しかしこれで安心というわけではない。


「…………」



　俺はおそるおそる、通路を挟んだ座席に目をやる。

　通路側に座る天衣はアイマスクをして眠っているようだ。

　そして窓際に座るあいは……テーブルの上に数枚の紙を広げて、鉛筆と消しゴムで何かを書いたり消したりしていた。

　とても集中しているようで、こっちで起こったことに気づいた様子は無い。

　普段なら天才的な直感力を発揮して、俺と姉弟子の間に起こった『何か』を探り当ててくるはずなのに……。

　てかそもそも今までのあいなら俺と姉弟子が並んで座ることを許すはずがないのだ。俺と並んで二人掛けの椅子に座るか、それか三人掛けの真ん中に自分が入って姉弟子と引き離そうとするとか……とにかく俺の隣に座りたがるはず。

　それが今日は、自分から『天衣ちゃんと一緒に座っていいですか？』と言ってきた。対局に集中したいんだろうけど……。

　そんなあいは俺の視線に気づく様子も無く、隣に座る天衣の腕を控え目に揺する。

「天衣ちゃん、ちょっといいかな？」

「……」

　声を掛けられた天衣は特に嫌がる様子も見せずアイマスクを外すと、あいが何かを書いていた紙に目を落とし「……ま、いいんじゃない？」とか言っている。

　今日の作戦を相談しているんだろうか？

　だったら師匠の俺にも話を聞けばいいのに……。

　いや、もちろん自分達の力だけで勝とうとする姿勢は素晴らしいんだよ？　俺ももうすぐ竜王戦の準備に集中しなきゃだから、今までみたいに構ってあげられなくなるし……弟子の自立は歓迎すべきだ。

　歓迎すべきなんだけど……やっぱり寂さびしい。




　東京駅のホームに立つと、真夏の日差しが眩まぶしかった。

「暑い一日になりそうだな……二週間前よりも、ずっと……」

「はぁ？　対局場は室内だから関係ないじゃない」

　万感ばんかんの想おもいを込めた俺の発言を姉弟子が台無しにする。

「あの……姉弟子？　解説会ではちゃんと話合わせてくださいね？」

「わかってるわよ。今みたいな感じでいいんでしょ」

「……」

　前回はその場の流れで解説を引き受けた俺だったけど、今回は正式に解説者として招かれていた。

　チャレンジマッチと違い、一斉予選はお客さんを呼んでの公開対局。

　女流棋士達が一斉に対局する様子を公開すると共に、別室ではプロ棋士・女流棋士による解説会も行われる。

　その華はなやかさから『女流棋界最大のお祭り』とも呼ばれるのが、今日のマイナビ一斉予選だった。

　同時に今回は対局や解説会の様子をネット中継するという試みも行われる。

　超人気聞き手の鹿ろく路ろ庭ばさんが今日は対局者として出場するため、運営側が隠し球として出演を依頼したのがタイトル保持者ホルダーである女王──つまり姉弟子だった。

　普段ならこんな仕事絶対に受けない姉弟子もタイトル保持者としての責任感からか、こうして東京まで出て来たってわけだ。

「今日はみんなで絶対に勝とうね！　ふぁいとー!!」

　真っ先にホームに降り立ったあいは、後ろを歩く天衣と桂香さんを振り返って言った。朝から気合い十分だ。

　その証拠に、あいはこの段階から既に『必勝』と刺繡ししゅうしたハチマキを締めている。本人は気合いを入れているつもりなんだろうけど、傍はたから見ると小学校の運動会みたいでひたすらかわいい。ほっこりする。

　他にもあいは、前回とは比べものにならないほど大きなリュックを背負っていた。

「あなた……それ、何が入ってるの？」

　パンッパンに膨らんだリュックを指さして天衣が尋ねると、

「えへへ、秘密兵器だよ♪　あっ！　そうそう。天衣ちゃんと桂香さんのハチマキもあるから今のうちに渡しておくね！　ＪＳ研のみんなに寄せ書きを入れてもらったんだよ！」

「あ、ありがとあいちゃん。その……どこかに身につけて戦うわね？」


「…………どうしろってのよ、こんなもの……」



　桂香さんは引きつった笑顔を浮かべつつ、天衣は明らかに迷惑そうに、差し出されたハチマキを受け取る。文句を言いつつも受け取る天衣お嬢様やさしい。

　そんなやり取りをしつつ、前回と同じように東京駅から地下鉄に乗ってパレスサイドビルに入った俺達だったが──

「な……なんだか、まえよりすごく人が多くないです？」

　先頭を歩くあいが怯おびえた声で言う通り、チャレンジマッチの時は閑散かんさんとしていたビルの中が今日は人で溢あふれている。

「一斉予選は一般の将棋ファンにも公開されるから毎年二百人くらいお客さんが来るけど……それにしたって多いな!?　五百人以上いるんじゃないか!?」

「ぎ、銀ぎん子こちゃんのファンかしら？」

　桂香さんの言う通り、姉弟子効果もあるだろう。

　だが──それと同じか、それ以上に将棋ファンの注目を集める存在があった。


「あの子達だ……っ！」



　──ザワッ!!

　俺達の姿を認めた将棋ファンが一斉にざわめき始める。

「あれが……」「ちいさい……」「か、かわいい……!!」

　お客さんの視線を集めているのは──あいと天衣。

　同時にこんな声も聞こえてくる。

「クズ竜王……あんなかわいいＪＳを二人も……」「しかも一人は内弟子とか……」「絶対手ぇ出してるだろ……」「金髪ロリにチューさせてたしな……」「白雪姫だけでも許せんのに……」「さっさと死刑にしろよあのロリコン……」

　弟子が人気過ぎて身の危険を感じるレベルな件。

「み、みんな！　急いで中に入るぞ！　ほら早くッ!!」

　注目を浴び過ぎて動揺している弟子二人の背中を押して、会場の中へ。

　そこでさらにとんでもないものを見た。

「こ、これは……!?」

　俺の目に飛び込んできたのは──マイナビ一斉予選恒例『個人スポンサー』の数を示すボードだった。

　お金を払ってスポンサーさんになると、一般客より近くで対局が観みられたり、終局後に対局者とチェキ（生写真）を撮れたりするという、マイナビ独特の制度である。

『通常スポンサー』は一万円。

『特別スポンサー』は一万五千円。

　ちなみに去年最も人気だったのは鹿路庭珠たま代よ女流二段で、今年は十九（特別スポンサー十四・通常スポンサー五）。なかなかの数字だが──

　俺の弟子はそれより多かった。




　あい……一九九（特別スポンサー一一七・通常スポンサー八二）

　天衣……二〇一（特別スポンサー一四一・通常スポンサー六〇）




「桁けたが違うッ!!」

　思わずそう叫んでいた。ロリコン多過ぎィィッ!!

「……何？　これって多いの？」

「ししょー？　あいの名前の横にいっぱいシール貼ってありますけど、これなんです？」

　相場やシステムがわかってない天衣＆あいはポカンとしてるが、普通どれだけ多くても三十くらいだ。三桁は文字通り桁違い。異次元とすら言いうる。

「ええと……こ、これは個人スポンサーっていってな？」

　どう説明したらいいものか迷う……。

　初めて出場する公式戦の公開対局で自分達がメチャメチャ注目されてるなんて知ったらプレッシャーを感じるだろうし……。

　しかも個人スポンサーが付いた対局は『懸賞対局』として、数に応じて対局者に懸賞金が支払われる。相撲すもうの懸賞と同じだ。この数だと、勝てばかなりの額になる。プロでもそうそう貰もらえないくらいの……。

　動揺を隠しきれない俺に、桂香さんが耳打ちしてくる。

「ほら、チャレンジマッチの棋譜と……あとニコ生にも出たじゃない？　あれできっとファンの人気に火がついたのよ」

「な、なるほど……」

「ししょー？　こじんすぽんさーってなんですかぁ？」

　あいは俺の袖を摘つまんでくいくいと引っ張る。かわいい。

「……さっそく見せつけやがって」「ガチだわ。竜王やっぱガチだわ」「ロリ王ェ……」


　痛い……ッ！　周囲の目と声がトゲのように痛い……ッ!!



「こ、個人スポンサーっていうのは、つまり──」

「そんなものの数が多くても駒の枚数が増えるわけでも無いし、勝負には何の関係も無いわ。忘れなさい」

　俺の代わりに答えてくれた姉弟子は、続けてこう言った。

「対局者は向こうに専用の控室があるから、そっちへ。八一、私達は解説会場に行くわよ」

「え!?　もう!?　まだ弟子にアドバイスとかしてないし、あと記念写真も──」

「さっさと来い」

　姉弟子は俺の耳を引っ張ると、出場者控室とは反対側に向かって歩き出す。いてて！


「が、がんばるんだぞぉぉぉぉぉ…………！」



　遠ざかっていく弟子達に、俺は悲鳴じみたエールを送った。

　解説会場には椅子がなかった。

「竜王と女王の解説会ですからね。例年より大幅な集客増が見込まれますので、立ち見でお願いすることにしたんです」

　運営さんが興奮した様子で語る。

「それにしても、まったく九頭くず竜りゅう先生さまさまですよ！　あんな可愛らしいお弟子さんを二人も育ててくださって本当にありがとうございます！　あの子達は女流棋界の救世主です!!」

「い、いやぁ……ははは」

　おかげで俺は将棋ファンから総スカンですわ。

「それに解説を引き受けていただいたおかげで、空そら女王までお招きできて──」

「は？　……どういうことです？」

「あれ？　だって空女王が『八一と一緒なら出てもいい』って」

「言ってません」

　人を殺せそうな目をした姉弟子が、人を殺せそうな声で言った。

「そんなこと言ってません。……ですよね？」

「あ！　は、はい！　失礼しましたこちらの勘違いでございましたはいいぃっ!!」

　運営さんは姉弟子に向かって何度も頭を下げてから、「で、では開始時刻までこちらの控室でお待ちください!!」と言って、逃げるように去って行った。

「あの……姉弟子？　今のって──」

「私は『どうせ八一は弟子の付き添いで行くだろうから解説はあいつでいいです』って言っただけだから。聞き手を引き受けたのはそれがタイトル保持者の義務だからよ。他に理由が？」

「ございません」


「…………まあ、弟弟子に仕事をプレゼントしてあげようって気持ちは、あったけど……」



「プレゼント？」

「だって八一、今日……」

「ああ……うん。そうなんですけどね」

　確かに今日は俺にとって特別な日だ。

　年に一度の──プレゼントがもらえる日。

「ま、どうせかわいいお弟子さんからもっといいプレゼントをもらってるんでしょうけど？」

「そんなのもらってませんよ……俺のことは何にも言ってないんですから」

「じゃあ知らないの？」

「対局だけに集中させてあげたかったんで。何もしてやれませんし、それくらいはね」

「……そんなに大事なんだ？」

「大事……っていうか、責任感かな？　もちろん弟子は大事なんだけど──」

　自分の考えを整理するように、俺は今の心境を語った。

「二週間後には竜王戦の挑戦者決定戦も始まって、俺はタイトル戦の準備に本腰を入れなきゃならなくなる。竜王戦が始まれば年内はそっちにかかりっきりになるから弟子を見てる余裕はない。だからせめて、今のうちにできることはしてやりたいし……成長して欲しいんです。自分達だけで強くなっていける程度には」

　釈迦堂しゃかんどさんが言っていたような『強さ』を、早く身につけて欲しい。

　そして感じて欲しかった。この一斉予選で、女流棋士というものがどんな存在かを。

「すいません。そんなわけなんで、あい達には黙っといてもらえますか？　解説会でもそのことには触れないでもらえると助かります」

「別に最初から言うつもりないし」

「そ、そうですか……」

「けど寂しい男よね。こんな日に仕事が入ってて、お祝いしてくれる人もいないなんて」


「うっ……！」



「ま、仕事がなかったらもっと寂しいことになってたんだろうけど。どうせ他に予定もなかったんでしょ？」

「うぐっ……!!」

「感謝しなさいよ？　寂しい男の寂しい記念日に付き合ってあげるんだから」

　そう言って俺を虐いじめる姉弟子は心の底から嬉うれしそうで、輝くような笑顔を浮かべていた。









[image: ]　　控室






　八一と銀子が解説者控室でじゃれ合っていたのと同じ頃……出場者控室は不思議な空気に満たされていた。

　表面上は和気わき藹々あいあいとしているように見える。顔見知りの女流棋士達が屈託くったく無なくお喋しゃべりし、対局前とは思えないほど和なごやかなムード。

　……だが、よく注意して見れば、自分が対局する相手やその可能性がある相手とは目も合わせないのがわかるだろう。戦いを意識していないようで、誰もがこの上なく意識している、火のついていない火か薬やく庫このような空間。

　そんな部屋の中で、初出場かつアマチュアのあいと天衣は明らかに浮いており、時折注がれる好こう奇きの視線に晒さらされていたが──

「久しぶり。元気だった？」

　唐突に、ある女流棋士が声を掛けてきた。

　鹿路庭珠代女流二段だ。

「あなた達、二人ともすごい人気みたいね！　注目されて緊張してるんじゃないかと思って。でも心配しなくてもいいのよ？」

　清純派アイドルのように爽やかな笑顔を浮かべながら、鹿路庭は優しくこう言った。

「あなた達に注目してるお客さんは、将棋の内容なんてこれっぽっちも興味ないんだもの」

　笑顔のまま、鹿路庭は続ける。

「だってそうでしょ？　本当にいい将棋が見たいんだったら女流棋士同士の対局を見ればいいんだもん。だからあなた達の将棋を近くで見るためにお金を払ったお客さん達は、将棋の内容なんてどうでもいいの。かわいい小学生が頑張って将棋を指してる姿を見に来てるの。だから負けてもぜんぜん平気だし、どんな酷ひどい将棋を指しても大丈夫だから。ね？」


「「…………」」



　あいと天衣は、雲の上の存在である女流二段の言葉を黙って聞いている。

　そんな二人の様子に鹿路庭は満足した。

（ビビッてる。やっぱりガキだ……）

　鹿路庭にしてみれば、これは二人を侮あなどっているからではなく、それなりに脅威と考えての行動だった。

（黒っぽい方のガキとは同ブロック。決勝で当たるかもしれない……打てる手は打っておく）

　未知数のアマは調子に乗せると厄介やっかいな存在となる。

　だったら軽く口撃こうげきして対局前に苦手意識を植え付けておこうという盤外ばんがい戦せん術じゅつだった。

　無論、先日のニコ生で天衣に愚ぐ弄ろうされたことに対する意い趣しゅ返がえしでもあったが──

　しかし天衣が放った次の言葉に、鹿路庭は自分の作戦が空から振ぶったことを悟る。

「あなた、誰？」

「ッ……!!」

　盤外戦術に対する返し技ではない。天衣は本気で鹿路庭の存在を忘れていた。

「あ、天衣ちゃん……あの人だよ。ほら、師匠がニコ生の解説をしてた時の……」

「ああ、あの時の女流ね。終盤力皆無の」

「だ、だめだよぉ天衣ちゃん……じょりゅう棋士の先生に、そんな失礼なこと言ったら……」

　あいは天衣の服を遠慮がちに引っ張りながら、上目遣いに鹿路庭の目を見つつ、




「そういうことは盤上で教えてあげればいいんだから。ね？」




「ッ……!?」

　──ゾクッ！

　と、鹿路庭の背筋に冷たいものが走る。

　そして彼女は気づいた。こっちを見詰めるもう一人の小学生の大きな瞳が……さっきから一度も瞬まばたきをしていないことに。

　それどころか、この部屋に入った瞬間から、この怪しげな光を宿した大きな瞳がずっと自分を……自分だけを捉え続けていたことに。

　将棋を指す者には、誰にでも心の中に『絶対に許さないリスト』が存在する。

　屈辱的な敗北を喫きっした相手。

　性格や棋き風ふうが相反する相手。

　とにかく気にくわない相手。

　そんな相手の名前が血文字で心に刻み込まれたリストは、本気で将棋を指す者なら誰でも心の中にある。戦い続ける中で自然にできるものだから。

　そしてリストの相手と戦う時は、ただ勝つだけでは決して満たされない。相手の心と尊厳そんげんを蹂躙じゅうりんし尽つくし……それでも名前がリストから消えることは決してない。消えるのはどちらかが死んだ時だけ。

　鹿路庭は正確に悟っていた。

　あいのリストに自分の名前が刻まれていることを。


（く、黒いのより────こいつの方が確実にヤバいッ……!!）



　純じゅん粋すい無垢むくな敵意をほぼ初対面の小学生から向けられて、鹿路庭は混乱していた。

（ど……どうしてここまで恨うらまれてるの……!?）

　まさかニコ生で八一に軽くちょっかいを出したことが、あいにとっては絶対に許せない、万死に値する行為だったなどとは思いもしない。

　そんな鹿路庭の動揺には気づかず、

「そうね。順調に行けばこの人とは決勝で当たるみたいだし、その時にでも教えてあげることにするわ。自分の才能の無さを」

　天衣はあいの言葉にそう言って同意すると、「でも」と続ける。

「せっかくアドバイスしていただいたから、私からも一つ、女流棋士の先生にアドバイスしてさしあげる」

　黒い翼のような髪を翻ひるがえしつつ、天衣は笑顔でこう言った。

「私達はマイナビ史上最年少でこの一斉予選に進出した。つまり私達の才能は、あなたより遙はるかに上なの。だから小学生に負けても平気よ？　落ち込まないでね？」

「……ガキが」

　鹿路庭珠代の『絶対に許さないリスト』に新たな名前が刻まれた瞬間だった。


　その名は────夜や叉しゃ神じん天衣。






　控室の中央で二人の小学生が女流棋士相手に前哨戦ぜんしょうせんを繰り広げているのと同じ頃。


「………………」



　桂香は部屋の隅でハンカチを握り締め、震えながら俯うつむいていた。どれだけ拭いても手の汗は乾かない。

　そんな桂香に一人の女流棋士が声を掛ける。

「桂ちゃん」

「……千せんちゃん」

　二週間前に東京の将棋会館で再会を果たした戦友──香酔こうずい千せん女流三級だった。緊張に強こわ張ばっていた桂香の表情がわずかにほころぶ。

　千は少し離れた場所にいるＪＳ達を見ながら言った。

「チャレンジマッチの棋譜、見たよ。今の関西はすごい子がいるんだね……」

「あの二人だけズバ抜けてるわ……おかげで苦労させられてます」

「あはは。どんどん強い子が出てくるから大変だよね」

「……そうね」

「……」

「……」

　話したいことは山ほどあるのに、この場で会えることを二人とも楽しみにしていたはずなのに、言葉が出てこない。

　千は、桂香が研修会で『Ｂ』になったことを知っている。

　桂香は、千が女流棋戦で負け続けていることを知っている。

　そしてもう一つ知っていることがあった。

　今日の一斉予選で、桂香と千は同じブロックに入っていた。仮に一回戦を抜けることができれば、予選決勝でぶつかることになる。

　何とも表現できない沈黙の後、口を開いたのは千だった。

「……私が女流三級になって、関東に移籍することを決めた時……研修会のみんなで、歌ってくれた歌があったよね？　憶おぼえてる？」

「もちろん」

「あの歌……東京こっちに来てから、毎日聴いてた。みんなにあの歌で送ってもらったから、二年間……心が折れずに頑張れた……」

　そう言うと、千は囁ささやくようにその歌のワンフレーズを奏かなでる。すぐに桂香も一緒になって口ずさむ。強張っていた表情に、少しだけ笑顔が戻る。

『栄光えいこうの架橋かけはし』。

　千と桂香が中学生くらいの頃の歌だ。

　年下の研修生達は「そんな古い歌知らない」とか容赦ようしゃなく言ったが、桂香の強いリクエストでこの歌を練習し、千を送り出す際にみんなで歌った。

　花束と共にこの歌を贈られた千は、ボロボロに泣き崩れた。その姿を見た桂香もボロボロに泣いた。一緒に歌っていた幼い研修生達も釣つられて大泣きしてしまって大変だった。

　その歌は、夢を叶かなえようとする人が頑張るという内容の歌だ。

　泪なみだを流しながら。眠れない夜を過ごしながら。

「私はまだ、夢の途中にいるの」

　歌が終わった時、千は言った。

「大それた夢だってことは、わかってる。それはこの二年間で十分すぎるくらい思い知らされたから……負かされるたびに何度も将棋をやめようと思ったけど、でもやっぱり諦めきれずに、ここにいるの」

「……私もそうなの」

　ハンカチを握っていた手をゆっくりと開きながら、桂香は言った。

　あれだけ搔かいていた汗は、いつの間にか乾いている。

「夢を見ていられる時間が終わりそうになって、初めて見えたの。夢の入り口が。……もう絶対に見失いたくない」

「桂ちゃん……」

　迷いの無い桂香の口調に、千は少し驚いたようにそう言って。

「じゃあ……決勝で」

「ええ。決勝で」

　香酔千と清滝きよたき桂香は、盤の前での再会を誓い合う。

　二人は知っていた。


　その誓いが果たされる時────どちらかの夢が破れることを。
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『ご来場の皆様。大変お待たせいたしました』

　対局場に司会者の声が響き渡る。

『ただ今より、第十一期マイナビ女子オープン一斉予選の予選一回戦を行います。対局者が入場いたしますので、どうぞ拍手でお迎えください！』


　パチパチパチパチパチ────ッ!!



　盛大な拍手と共に対局場の扉が開き、二列に並んだ対局者達が緊張した面持ちでファンの前に姿を現す。

　──スクリーンに投影されたその様子を、俺と姉弟子は解説会場のステージで見ていた。

「いよいよ対局者の入場が始まったようですね！」

「はい」

「いやー、この解説会場にもすごい数の人にお越しいただいていますが、対局場はさらにすごい人のようですね！」

「はい」

「……あの、姉弟子？　もうちょっと真面目にやってもらえます？」

「やってますが何か？」

　ドッ！　お客さんから笑いと拍手が起こる。

　ったく……これで許されるとか普通じゃありえねぇぞ……客が甘やかすからどこまでもつけあがるんだよ……。

　そう肩をすくめた俺の視界に一番弟子の小さな姿が飛び込んで来た瞬間、視界がじわりと涙で滲にじんだ。

「あ、あい……！　り、立派になって……っ!!」

「……九頭竜先生？　解説中に泣いてるんですか？　真面目にやっていただけます？」

「だ、だってあいが……！　将棋界のことや女流棋士のことなんて何にも知らなかった、あのあいが……マイナビの一斉予選に……！」

　こんなの泣くに決まってるだろ！

　ハチマキを締め、大きなリュックを背負ったあいは、緊張した面持ちで将棋盤に向かって歩いて行く。凄すさまじい数のファンから拍手を浴びながら。

　そのあい以上に注目を集める天衣は、手ぶらで足取りも軽やか。だが既に対局に集中しているようで、刀のように鋭い気迫が映像越しにも伝わってくる。

　桂香さん、鹿路庭さん、それに以前関西にいた香酔さんとか、俺の知り合いはほとんどこの一回戦に固まっていた。

　あいの相手は旗はた立たち朝日あさひ女流一級。現役東大生で、将棋を始めたのは高校からという晩学派ながら地じ頭あたまの良さもあり着々と力を付けている注目の女流棋士だ。

　先に着席していたその旗立さんに、あいが声を掛けた。

『あ、あの！　椅子の上に正座してもよろしいでしょうか!?』

『え？　あ、ええ。どうぞ』

『しつれいしますっ』

　ぺこりと頭を下げて、あいはリュックから猫の顔の形をした大きなクッションを取り出す。

　姉弟子が冷ややかな声で言った。

「……九頭竜先生？　お弟子さんが取り出した、あれは？」

「う、うちで使ってる猫さんクッション……ですね。あいのお気に入りの……」

　解説会場に集まったお客さんから爆笑が起こった。

　あいは椅子の上に猫さんクッションを置き、ぽんぽんと叩たたいて位置を整える。

　それから小さなお靴を脱いで、『んしょ』と可愛らしい声を漏らし、椅子の上にちょこんと正座した。

「か、かわいい……！」「反則だろあんなの……」「かわいすぎる……」

　さっきまで笑ってたお客さん達も俺の弟子の可愛さにメロメロだ。やったぜ。

　それと反比例するように姉弟子の機嫌がどんどん悪くなっていく。やばいぜ。

「……九頭竜先生？　お弟子さんはふざけてるんですか？　どういう教育してるの？」

「いや！　あ、あれは……そう！　秘密兵器です！」

「は？」

「チャレンジマッチで椅子対局を経験した時、あいは戦いにくかったんだと思います。盤の隅まで手が届きづらいとか、慣れない姿勢で集中しづらかったとか……」

　だからもういっそ椅子の上に正座しようと考えたんだろう。

「しかも！　愛用のクッションを使うことで高さもプラスされ、おまけに家にいるかのようにリラックスできる……どうですこの工夫！　天才じゃない？」


「…………」



　説明しているうちにも、あいはリュックの中から水が入ったペットボトルやお気に入りのマグカップを取り出し、机の上に並べていく。おままごとでもするみたいに。

　そして最後に、盤の前に一本の扇せん子すを丁寧ていねいに置いた。

　それは──俺があいに『勇気』と書いて贈った扇子だ。


「ッ……！」



　胸が締めつけられるような、激しい愛いとおしさを感じた。

　この子のためにできることがあるのなら何でもしてあげたい。強く強く、そう思った。

　だが──棋士は盤の前に座れば一人。

　誰も手を貸すことはできない。たった一人で戦わなければならない。これから先、ずっと。

『振ふり駒ごまです』

　記録係が盤側ばんそくに白い布を敷き、上位者の歩を五枚取って振り駒を行う。

　出たのは『と金』が三枚。あいの先手だ。

　対局開始が近づき、どの盤でも緊張が高まっていた。

　天衣は黒髪をサラリと一度搔かき上げる。まるで黒い翼を広げるかのように。

　桂香さんは目を閉じて顔を天井に向け、気を高めていた。唇が微かに動いている。準備してきた手順を確認しているのかもしれない。

『時間になりました。対局を開始してください』

　その声に、

『『よろしくお願いします！』』

　予選一回戦に出場する十六名の声が重なった。

　……と、思ったんだが。

「いやー、しかしこうして会場の映像を見てるとアレですよね。その……人気の度合いが露骨にわかるというか。めちゃめちゃ懸賞や観戦者が集まってる対局もあれば、逆に誰も見てないような対局もあります」

「どこかのアイドルの握手会みたいね」

「鹿路庭さんとか、本当にアイドルみたいですからね。追っかけっぽい人も映ってるし……ちなみに今年は俺の弟子達が一番人気みたいですけど！」

「若くて未婚で見てくれがちょっと良ければ、それだけで人は集まるわ。将棋の質はあんまり関係ない」

「いやいや。後で対局もご覧頂いただきますが、うちの弟子は二人とも将棋も強くて──」

「ちょっと」

　会場の映像を見た姉弟子が驚いたように俺の言葉を遮さえぎって、

「ねえ八一。一人……少なくない？」

「言われてみれば……確かに一つだけ対局が始まってないとこがありますね。え？　遅刻？」

　観客がザワつき始める。

「えー、遅刻した場合、遅れた時間の三倍を持ち時間から引かれます。この対局は持ち時間が三十分だから、十分以上遅刻して来たらアウト。不戦敗です」

　お客さんにルールを説明しつつ、トーナメント表を確認する。


　遅刻しているのは────祭神さいのかみ雷いか。



「……女流帝てい位い、遅れてるってよ」「不戦敗とかイカちゃんらしすぎる」「単なる寝坊じゃね？」

　お客さん達も『あいつなら……』って雰囲気だ。

　運営は大慌てだが、俺はちょっとホッとしてる。

　そもそも会いたくないし、仮に雷がこの一回戦で勝ったとしたら決勝で当たるのは──

「え？　いますよー」




　耳を疑った。


　声のした方を見ると──────いた。客席に、いるはずのない人間が。



「い……雷!?　何やってんだお前!?」

「やいちが解説会に出るっていうから、会っとこうと思って」

「お前は対局に行けよ対局者なんだから!!」

　遅刻した女流帝位の衝撃的すぎる登場に、観客は完全に引いている。

　普通なら一発で気づかれるはずなのに誰も気がつかなかったのは、まさか対局者が解説会場で立ち見してるなんて思わないから。

「対局に出ちゃったら、やいちに会えないじゃん。だから対局に行く前に、あの返事を聞いておこうと思ってさぁ」

「あの返事？　……何の話？」

　俺ではなく姉弟子が尋ねると、雷は吐き捨てるように即答した。

「おまえには聞いてねぇよ白髪しらがブス。才能のない雑魚ざこは黙ってな」


「…………」



「あはー。銀子、怒った？　冗談さぁ」

　ニタァ……と粘りつくような笑顔を浮かべた雷は、

「ま、いいよいいよー。先に対局を終わらせてくるからさ。お返事用意しといてねん♡」

「開始から五分以上は経過してる。始める頃には持ち時間ほとんどなくなってるぞ？」

「ハンデハンデ♪　……あ、そうそう」

「ん？」

「お弟子ちゃんに言っといてよ。決勝で戦うのを超たのしみにしてる……って」

　雷はそう言って踵きびすを返すと、「はいごめんよー。ちょっと通してー」と客を搔き分けながら対局場へと姿を消した。


「「…………」」



　誰もが雷に撃たれたかのように、呆然ぼうぜんと祭神雷の後ろ姿を見送る。

　その中でただ一人、姉弟子だけは……氷柱つららのような視線で俺にこう言っていた。


　────後で詳しく聞かせろ。全部吐け。



　ひいいいいいいいいいいい！

「ど、どうやら女流帝位も間に合ったみたいですね！　それでは気を取り直して対局の様子を見てみましょう！　お、おやぁ？　早くも激しい戦いが始まっている対局があるようですねー」

「……白々しい」

「（無視）雛鶴ひなつるアマと旗立女流の対局は、双方激しい叩き合いになってる模様ですッ！」

　俺の言葉どおり、二人ともノータイムでバチバチやり合っている。意地の張り合いだ。

　特にあいは対局に集中しきっており、この時間帯で既に盤上没我ばんじょうぼつがの境地に達していた。

　その証拠に、


『────こうっ!!』



　ばちッ!!

　と盤に駒を打ちつけた後、あいはその手を盤側へと伸ばし虚こ空くうを叩く仕種しぐさを見せている。

「……さっきから何やってるんだ？　あの子……」

「さあ……？」

　観客が首を傾かしげるが、俺にはあいが何をしているのかすぐにわかった。

　時計だ。

　記録係が時間を計ってくれているにもかかわらず、あいは何度も何度も存在しない時計のスイッチを押そうと盤側を叩くような仕種を見せる。

　研修会は対局時計を使って自分で時間を計らないといけないし、時計を押し忘れると時間切れになってしまうため、着手の後に時計を押す習慣が身体に染み込んでいるのだ。

　それが出るというのは──極限まで集中している証拠だった。

「この対局は進行が早そうですね。ちょっと大盤で解説しましょうか」

　俺がそう言って合図すると、スクリーンの映像が大盤に切り替わる。

　初手から解説を加えながら局面を進めていき──

　到達した現局面を見て、姉弟子も俺も数秒考える。そして結論を出した。

「詰んでるじゃない」

「……詰んでますね」

　直後。

「ししょーっ!!　かちましたーっ!!」

　ぱたぱたと軽やかな足音と共に、猫さんクッションを抱えた一番弟子が解説会場へ飛び込んできた。わぁお。

「えっ!?　も……もう終わった!?」「まだ三十分経たってないだろ？」「秒読み前に終わらせたってことか……？」「女流棋士を瞬殺するＪＳって……」

　会場は騒然である。

　だが俺と姉弟子は、多少驚いたものの冷静にその事実を受け止めていた。

　あいの終盤力は並の女流棋士では歯が立たない。旗立さんはそれを知らず、一気に終わらせようと踏み込んで──逆に討ち取られたんだろう。

「……最速で予選決勝への進出を決めた雛鶴あいアマにお越しいただきました。さっそくステージにお招きしましょう」

　姉弟子がそう言って促すと、あいはおっかなびっくりステージの上へ。

　拍手すら忘れて呆然と見詰める観客の視線に怯えた様子を見せつつ、俺の隣に立つ。

「雛鶴さんの先手中なか飛び車しゃに旗立女流一級が後速こうそく[image: ]７三銀で対抗した将棋でしたが……雛鶴さんは振ふり飛び車しゃも指すんですね？」

「は、はい。あの、えっと……『ゴキゲンの湯』で、生石おいし先生に教わってて……」

　姉弟子の質問に、あいは緊張した声で答える。

　会場からは驚きの声が。

「生石って……《捌さばきの巨匠マエストロ》か!?」「竜王の内弟子で玉将ぎょくしょうの教え子だぁ？」「関西の超英才教育じゃん」「そりゃ強いわけだよ……」

　あいを見る観客の目が変わっていく。

　それまではただ勢いだけで上がってきたアイドル候補のように思われていたが、その才能と実力が認められ始めていた。

　心の中で鼻を高くした師匠おれは、腰を屈かがめて弟子あいにマイクを向ける。

「強敵相手に強い将棋を見せてくれましたね。どんなお気持ちで戦いましたか？」

「はい！　あの、今日はぜったいに勝ちたいなって思ってて──」

「ほほう？　それはどうしてです？」


「ええっと……そ、それは……それわぁ…………」



　猫さんクッションをぎゅっと抱きしめたあいは、もじもじと口ごもってから、

「な……ないしょですっ!!」

　真まっ赤かになってそう叫んだ。客席は拍手と大爆笑だ。

「内緒？　それって俺にも言えないの？」

「ふぇっ!?　あ、あの……ごめんなさい！　まだ、言えなくて……特に師匠には……」

「そうなのかー……寂しいなぁ（笑）」

　会場は再び大爆笑。

　ちなみにこの間、姉弟子はというと──

「……チッ！　……チッ！」

　と舌打ちをしながら、お客さんからは見えない角度で俺の腎臓じんぞうの辺りを的確に殴り続けている。やめてそれ数日後に血けつ尿にょうが出て死ぬやつだから。

「ひ、雛鶴さんはこの後、別室で個人スポンサーの方々との写真撮影がありますのでこのあたりで！　どうもありがとうございました！　なお次の予選決勝でも個人スポンサーを受け付けております！　今のうちにお申し込みを!!」

　あいを運営さんに渡しつつ俺が慌ててそう言うと、かなりの数のお客さんがスポンサー受付に殺到。あいちゃん今日一日でちょっとした小金持ちだな……。

「えー次は……これも終局が近そうです。夜叉神天衣アマと鞨鼓林かっこばやしすゞ女流五段の対局を見てみましょう」

　スクリーンが別の将棋を映し出す。

「出場者中最年少の九歳と最年長六七歳の対局となりました本局は、ちょっと面白い進行です。姉弟子、この将棋はどうご覧になりますか？」

「相あい掛がかり？　しかも相あい腰こし掛かけ銀ぎんから角交換って、いつの時代の将棋？」

「そうですね。確かに古い将棋です……けど、同時に新しくもある」

「は？」

「この形は結局、角かく換がわりで飛ひ車しゃ先さきの歩ふを持ち合った形と考えることができるんです。天衣は角交換系の将棋が得意ですから、相掛かりから自分の得意な形へ引きずり込んだことになる。狡猾こうかつですよ」

「……誰に似たんだか」

　ボソリと呟く姉弟子。こわい。


「た……ただでさえミスが許されない角換わりに、さらにお互い歩を持ち合って破壊力が増していますからね。一瞬の油断が命取りになることも…………っと、鞨鼓林先生これはいけない。致命的な落手らくしゅです」



　俺が解説してる間に勝負は終わってしまった。

　鞨鼓林すゞ女流五段はベテランらしく投げっぷりがよい。程なくして天衣が解説会場に姿を現した。

　聞き手用の丁寧な口調に戻った姉弟子が天衣にマイクを向ける。

「勝利なさった夜叉神アマです。今回の対局者の中で最年少かつマイナビ史上最も若い予選決勝進出者となりましたが、今のお気持ちは？」

「そうですね。信じられません」

　殊勝しゅしょうな言葉とは裏腹に、表情は『当たり前でしょ？』と言っていた。

　仮に今ここで天衣に『何が信じられないんですか？』と尋たずねれば、間違いなく『あんなに弱い人がまだ現役の女流棋士という事実が信じられない』と返すに決まってる。

　危険な発言をする前に将棋の話に持って行こう。

「古い将棋に自分から誘導したけど、ベテラン相手にこの手順は怖くなかったのか？　向こうも経験を活いかせるから──」

「逆よ」

「ぎゃく？」

「道場なんかで年寄りに古い将棋をぶつけると、記憶を探ろうとして手が止まるの」

「……ほう？」

「そうすると相手はあやふやな記憶を探りながら指すことになるから、現局面に集中できなくなって読みの精度が落ちるわ。年よ……ベテランになら通用すると思って試してみたの」

　こいつ今『年寄り』って言おうとしたな……。

「とはいえ……次の相手には通用しなさそうだけどね」

　そう言って、天衣は視線を遠くに向ける。

　会場の入り口でアイドルのような笑顔を浮かべながらステージに上がる順番を待っている、鹿路庭珠代女流二段の姿へと。
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「吐け」

　解説会が休憩に入るや否や控室に俺を引っ張り込んだ姉弟子は、そのまま壁に俺を押しつけ尋問を開始した。『壁ドン』の体勢である。

　ドンしてるのは手じゃなくて足なんだけど……。

「祭神雷が言ってた『あのこと』って何？　あいつはどんな『返事』を待ってるわけ？　っていうかそもそも八一とあいつに接点があることに驚いてるんですけど？　随分と親しそうにお話ししていらっしゃいましたわねぇ？」


「………………あいつとは、中学の時にネット将棋で出会ったんです……」



　この話は誰にもするつもりはなかったんだけど……こうなったらもう姉弟子を誤魔化ごまかすことはできない。

「『面白い将棋を指す奴やつがいるな』って思って、よく指すようになって……そのうち対局後にチャットで話すようになって……」

「はーん？　チャットでナンパしたんだ？」

「違いますよ！　……そもそも相手が同じ歳の女の子だなんて思いもしませんでした。早指しとはいえ、奨励会有段者の俺と互角に指してたんですから……」

「で？　実際に会ったのは？」

「……四段に上がってからです」

　あまり思い出したくない記憶を辿たどっていく。

「雷はもう女流棋士になってて、田舎から出て東京の高校に通うようになってました。俺は三段リーグの間は変な癖がつかないようネット将棋は封印してたんだけど──」

　ネット将棋は実際の対局とかなり感覚が違う。

　何というか……要するにゲーム感覚なのだ。

『死んでもリセットできる』から軽率な手を指してしまうし、『相手の顔が見えない』から失礼な手も平気で指せてしまう。

　そのため奨励会有段者やプロ棋士になると、公式戦への悪影響を考えて指さなくなることが多い。それくらいの地位になれば強い練習相手には事欠かないという事情もある。

　……ただ、どうしてもネット将棋に頼らざるを得ない場合というのもあって──

「雷は中学まで東北の田舎に住んでて、周りに強い相手が全くいなかった。だから俺との対局に飢えてたんです」

　中三の秋にプロになった俺は、中学卒業と同時に一人暮らしを始めた。

　そして自宅にネットを開通させ、久しぶりにネット将棋にログインし……雷と再会した。

『会いたい』

　というメッセージを受け取ったのはその時だ。

「対局で東京に行った時に将棋会館で待ち合わせして……お互いに驚きました。まさかプロと女流同士だなんて思ってなかったし、ましてそれがあの祭神雷とは……」

「……で？」

　相づちを打つ姉弟子の声は、限りなく冷たい。

「雷は『運命だ』って言って盛り上がって、それでまあ……俺が東京に出る時は、タイミングが合えば将棋を指すようになり──」

「出張中にコソコソ女とデートしてました、と？」

「違うから！　ＶＳブイエスだから！」

「じゃあどこでやってたの？　そのＶＳとやらは？」


「それは…………個室のある喫茶店とか、カラオケボックスとか……」



「それをデートって言うのよ！　ぶちころすぞわれッ!?」

「し、仕方ないじゃないですか!?　東京の将棋会館って個人の研究会とかＶＳで部屋を使えないんですから!!　関西とは違うんですよ!!　それに会ったのも数回ですから!!」

「……で？　どーせまだ隠してることがあるんでしょ？」

「ええ。ここからが重要です」

　表情を引き締め、核心に入る。

「俺が竜王のタイトルを獲とった直後に雷から『付き合って』って言われて──」

　ドゲシッ!!

　姉弟子のローキックが膝を直撃し、俺は刈り取られた雑草ざっそうのように床に倒れ込んだ。

「ちょッ!?　な、なんで蹴る!?」

「はぁ？　蹴ってないし」

「いや蹴ったよ!?　というか今も蹴ってるよ!?」

　ゲシッ!!　ゲシッ!!　ゲシッ!!　姉弟子は床にうずくまった俺に容赦なく蹴りを浴びせてくる。

「告こくられて、それでどうしたの？　嬉々ききとして手を出した？」

「こ、断りましたよ！　あいつとは本当に何にもないんですから!!」

「でもまだ返事待ちみたいなこと言ってたじゃない。どーせ八一のことだから気を持たせるようなこと言って都合良くキープしてるんでしょ？　持ち駒みたいに」

「ちゃんと断りましたってば！　もう将棋も指してないです!!　あいつとは終わってます!!」

「要するに元カノってことよね？」

「違いますよッ!!」

　その時。

「ししょー？　ここですかぁ？」

　控え目なノックの音と共に、あいの声が。


「天衣ちゃんの写真撮影が終わらないから、お昼ご飯、何か買って来てってお願いされてえええええええええええ────っっっ!?」



　部屋の中の様子──俺が壁際に追い詰められ姉弟子にゲシゲシ蹴りを入れられている──を見たあいは、慌ててその蛮行ばんこうを止めようとした。

「ちょ、ちょっとー！　師匠になんてことしてるんですかーっ!?」

「邪魔しないで。今こいつから元カノの話を聞き出してるから」

「くわしくききましょう」

　あいは抱えていた猫さんクッションをその場に敷いて正座した。話を聞く準備は万全だ！

　俺は姉弟子の攻撃から何とか頭だけは守りながら、弟子に尋ねる。

「あ、あい……天衣や桂香さんの様子は？」

「天衣ちゃんは写真撮影が終わらなくて、桂香さんの対局は持将棋じしょうぎ指さし直なおしになってまだ続いてます。そんなことより師匠？　元カノさんって誰なんです？　あいの知ってる人ですか？　今でも連絡とりあってるんですか？　あいにもおばさんにも黙ってたってことはまだ未練があるってことですか？」

「お、落ち着け！　ってか元カノじゃないから!!」

　グイグイ来るなこの子!?

「祭神雷」

　ローファーで俺を踏んづけたまま、姉弟子があいに言った。

「それがこいつの元カノの名前よ。聞いたことあるでしょ？」

「その人って……わたしが次に戦う人、ですか……!?」

「元カノと弟子が決勝で当たるとか、不思議な因縁いんねんよね。八一はどっちを応援するのかしら？」

「いや元カノじゃないから！　……けど、うん。あいの次の相手だ」

　遅刻によって持ち時間を三分まで減らされた雷だったが、一回戦を余裕で通過していた。

　相手は焙烙ほうろく和かず美み女流三段。チャレンジマッチで桂香さんに圧勝した実力者だ。

　その焙烙女流三段を──雷は完全に子供扱いした。

「……本当は、対局前にこんな話をするべきじゃないと思う。けどここまで聞いたら最後まで聞かないと勝負に集中できないだろうから話すけど──」

　と、俺は姉弟子に語ったことをあいにも話した。

　聞き終えたあいはこう言った。

「つまり……元カノってことですよね？」

「だからどうしてそうなる!?」

　普段は反発するあいと姉弟子だけど、こういう部分は妙に似てる。

「雷は……あいつは別に俺のことが好きとか、そういうんじゃないよ。強い相手と将棋を指す機会を独占することで、自分が強くなりたいだけなんだ」

　究極のエゴイスト。釈迦堂さんは雷をそう呼んだ。

「俺と付き合いたい理由を聞いたら、何て言ったと思う？『将棋が強いから』だぞ？『付き合ったらいつでも好きなだけ将棋が指せるから』とか言われて嬉うれしいか？」


「「…………」」



「『他の人と指さないで』とも言われたよ。そんな暇があったら一局でも多く自分と指して欲しいんだそうだ。公式戦より自分との練習将棋を優先しろとか真ま顔がおで言われた時は、正気を疑ったさ」

　雷から告白を受けたのは、冬の新宿御苑しんじゅくぎょえん。

『やいちがいれば他に何もいらない』

　そう言って、メガネや時計や財布、果ては靴まで脱いで御苑の池に捨て始めた雷を見て……最初は、そういうオーバーなことをして気を引こうとしてるのかと思った。

　だが雷はこの上なく本気だった。

「もともと言動がおかしなやつだし、断ったのを機に距離を置こうとしたんだ。その頃は連敗続きだったから『将棋に集中したい』ってのを理由にして」

　けれど雷は諦めなかった。俺がどれだけ断っても。

　そして事件は起こった。

『今から突入しま～す』

　という冗談みたいなメッセージを受け取った直後、俺がアパートに戻ると……満面の笑みを浮かべた雷が駒を並べ終わった将棋盤の前に座っていて、こう言ったのだ。

『やいち。将棋指そ♡』

　雷は自分の言葉を証明するように、ネジの外れた笑顔だけを纏まとって盤の前に座っていた。

　つまり全裸で。

『好き♡　他のものは何もいらないょ♡♡♡』

　俺は悲鳴を上げながら師匠の家に逃げ込み、助けを求めた。

　そして事情を聞いた師匠が、雷の師匠や理事会と話し合って……それ以来、雷が俺の前に現れることはなかった。

　二週間前──チャレンジマッチの日までは。

「なんですかその人!?　いきなり師匠のお部屋に、は、裸で押しかけるなんてっ……変態さんじゃないですかー!!」

　話を聞き終えたあいがそう叫ぶと、姉弟子がわざとらしく首を傾げて、

「おかしいわね？　私、最近どこかで似たような話を聞いたんだけど……？」

「あいはちゃんと師匠にお手紙を出しましたし服も着てましたっ!!」

「はいはい」

　姉弟子は荒ぶる小学生を適当にあしらうと、氷のように冷たい視線を俺に向け、

「で？　今の話を知ってるのは？」

「清滝きよたき師匠と、雷の師匠……それから理事会に、あと釈迦堂さんも知ってるみたいでした。雷は自分の師匠の言うことを聞かないみたいなんで、女流棋士会のほうから牽制けんせいしてくれてたのかもしれません」

　だが結局、それも一年も保もたなかったわけだ。

「俺はいいです。雷につきまとわれるのも、自分で播まいた種たねみたいな部分があるから……」

　そして他人任せにして逃げ出した。

　まだ一人暮らしをしてるんだったら、また師匠に相談して同じことを繰り返せばいいのかもしれない。

「でも今は、あいがいます」


「「っ……！」」



　姉弟子とあいが同時に息を飲む。

「俺にはもう守らなきゃいけない内弟子がいる。だから雷がまた家に押しかけて来るようなことが絶対にないよう、今度は俺自身でちゃんと対処します」

　プライベートな、しかもタイトル保持者同士の問題ということもあり、前回は内々に処理されたけど。

「将棋界の評判やタイトルに傷がつくことを怖れてる場合じゃない。それより遙はるかに大事なものがある以上、本当はもっと早くそうすべきだったのに……すまない、あい。大事な対局の前に、こんなことを──」


「…………」



　あいは正座したまま俯いて黙っている。

　幻滅させただろうか？　少なくとも動揺はしてるだろう。

　情けない……師匠失格だ。


　自己嫌悪に陥っていると────か細い声で、あいが言った。



「……師匠は祭神先生に、その……す、好きって言われて……迷惑してるんです、よね？」

「ん？　あ、ああ……そりゃそうだよ。好きでも何でもないんだから」

「わかりました」

　あいは正座を整え、膝の上の小さな拳を『ぐっ！』と握り締めると、

「もう二度と師匠に迷惑をかけないよう……あいが盤上でお断りしてきます!!」
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「無理だ。勝てるわけがない」

　あいがいなくなった解説者用の控室で、俺は何度もそう言っていた。

　仮に才能が同程度だとしても、経験も感覚も大局観も、勝負に必要なあらゆる面で雷いかが遙はるかに上回っている。当然だ。将棋歴七ヶ月の小学生と女流タイトル保持者ホルダー……どれだけ脳内でシミュレートしてみても、あいが雷に勝てる将棋は見えてこない。勝てる要素が……ない。

「そう？　実力差があることは認めるけど、勝負は蓋ふたを開けてみないとわからないでしょ？」

「姉弟子も見ましたよね？　一回戦の、雷と焙烙ほうろくさんの将棋を」

　遅刻した雷は持ち時間を三分まで減らされ、さらに初手を指すのにその三分を使い切って、それ以降は一分将棋で戦った。

　初手に時間を使ったのは、あからさますぎるほどの挑発。

　いくらタイトル保持者とはいえ、遅刻した上に自ら残りの持ち時間を放棄するような愚ぐ弄ろうを許すわけにはいかない。焙烙和かず美み女流三段は怒りに燃えて戦った。正義の怒りに。

　これが物語の世界だったら、焙烙さんは雷を倒すだろう。いや普通に考えても持ち時間ゼロの相手に負けることなど考えられない。

　しかし勝ったのは雷だった。完勝だった。

　そして焙烙さんは……泣き崩れた。

　歴戦の女流三段が、Ａ級棋士にも勝ったことがあるほどの人が、衆人環視の中で人目も憚はばからず号ごう泣きゅうしたのだ。盤面をぐちゃぐちゃに崩して。一人では椅子から立ち上がれないほどに。

　心に深く傷を負ったその姿を、俺はあいと重ねていた。

「あの将棋は俺へのメッセージだ。自分の望みが叶かなわないなら……俺の大切なものを壊してやるっていう」

「じゃあどうするの？　止める？　あの小童こわっぱに『勝てるわけないから棄権しろ』って言うの？」

「それは……」

「止められるわけがない。棋士が公式戦を止めることなんてできるわけがない。それに……止まらないよ。あの小童は」

『師匠に迷惑をかけないよう……あいが盤上でお断りしてきます!!』

　そう言って、あいはこの控室を飛び出して行った。

　結果から見れば俺が焚たきつけてしまったようなものだ。

　そんな弟子の戦いを、師匠は盤側で見守ることすらできない。

　俺は……無力だ。

　あまりにも無力だった。師匠として、棋士として。


　そして…………人として。



「さ、始まるわよ」


「…………はい」



　姉弟子に促され、フラフラと立ち上がる。

　控室を出てステージに上がれば、万雷ばんらいの拍手はくしゅが俺達を迎えた。

「お待たせいたしました。それでは予選決勝の解説会を始めさせていただきます。聞き手は一回戦の時と同じく、わたくし空そら銀ぎん子こ。解説を九頭くず竜りゅう八や一いち竜王でお送りします」

「……お願いします」

　解説会場は超満員。誰もがこれから始まる戦いを楽しみに待っている。

　俺以外は。

「最注目の対局は、祭神さいのかみ雷女流帝てい位いと雛鶴ひなつるあいアマ。女流タイトル保持者に初出場のアマチュア小学生がどのようにして挑むのか。この将棋を中心に解説していきます」

「……」

「九頭竜先生。お弟子さんはどんな将棋を見せてくれると思いますか？」

「……そう、ですね……」

　スクリーンには対局場の様子が──盤を挟んで向かい合う、あいと雷の姿が映し出されていた。

　記録係が振り駒をする様子を、雷はどうでもよさそうに、あいは椅子に正座するお馴染なじみの姿勢で静かに見守っている。

　──せめて、先手を……！

　そんな俺の願いが通じたわけじゃないんだろうが、あいは先手を引いた。

「祭神女流帝位は……強いです。とてつもなく強い……」

　そのことは誰よりも俺がよく知っていた。雷と誰よりも多く将棋を指した俺が。

　同時に、あいと雷との差も俺が一番よく知っている。

　両手でマイクを握り締めた俺は、縋すがるような気持ちでこう言った。

「けど、才能なら俺の弟子が上です」

　──おおおおおおおおお!!

　俺の言葉に観客は激しく興奮していた。拍手と大歓声が湧き起こる。


　そして────定刻。



　対局場に集つどった、年齢も身分も棋き風ふうも全く異なる女性達が、一斉に礼をした。

　その中でもひときわ高くて大きな声が、俺が毎日聞いているあの声が、スピーカーを通じて解説会場に響き渡る。

『よろしくおねがいしますっ!!』

　あいは力強く飛ひ車しゃ先さきの歩ふを突き、戦いが始まった。
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　夜や叉しゃ神じん天衣あいは落ち着いていた。

　予選決勝の舞台でも、彼女は自分が勝つという確信があった。

　なぜなら天衣はチャレンジマッチ以前から、マイナビに出場する全ての女流棋士の棋譜を並べ、その棋風を分析し、対策を研究してきたから。

　今、盤を挟んでいる相手もとっくに分析済みだ。

『鹿ろく路ろ庭ば珠たま代よ。振ふり飛び車しゃ党。棋譜の七割は四し間けん飛び車しゃで、残りは三間さんげん飛び車しゃ。最近は角道かくみちを開ける戦法を試してるけど、使いこなせてはいない。穴熊あなぐまもやらない。結論──雑魚ざこ』

　控室で鹿路庭に気づかなかったのは、単に顔を憶おぼえていないから。天衣にとって大切なのは将棋の内容であって、相手の容姿はどうでもよかった。どんな顔をしていようがどうせ──

「こいつは飛車を振る」

「……!?」

「って、思ってる顔してるよね」

　先手の鹿路庭はそう言うと、天衣が全く予想していなかった手を放つ。

　──初手、２六歩。

「ッ……!?」

　天衣の事前研究が全て無に帰した瞬間だった。

　公式戦で振り飛車しか指してこなかった鹿路庭が、居飛車で戦うことを宣言していたから。

「……なるほどね。とっておきを出したってわけ？」

　準備は無になったが、天衣は落ち着いていた。

　相手の意図がどうであれ、相あい居い飛び車しゃの戦いは天衣にとって望むところ。ほぼノータイムで彼女も飛車先の歩を突き返した。夜叉神天衣は落ち着いていた。

　鹿路庭は初手で天衣の研究を外した。

　そして次の一手で、天衣の落ち着きを崩した。

　──２五歩。

　その手を見た天衣は、長い黒髪がぶわりと広がるほどの怒りを顕あらわにする。

「……この女ッ！」

　相あい掛がかり。

　天衣の師である九頭竜八一竜王の得意戦法。

　しかも天衣は直前の対局で相掛かりを指し、快勝している。それを見た上で鹿路庭はこの戦法を打診したのだ。挑発以外の何物でもなかった。同時にそれは、見え見えの罠わな。

　受けるか避けるか。

　理論上、その選択権は天衣にあったが──

「……いいわ」

　夜叉神天衣という少女にとって、売られた喧けん嘩かを買わないという選択肢は存在しない。

　黒い髪を翼のように翻ひるがえすと、天衣は同じように飛車先の歩を突き、言った。

「来なさい。踊ってあげる」

「死にな。ガキ」

　鹿路庭珠代は居玉いぎょくのまま、天衣の玉に襲いかかる──!!




　清滝きよたき桂けい香かは疲れていた。


「はぁ……はぁ…………ふぅ──……」



　盤の前に座っているだけで息が上がる。

　深呼吸して気息を整えようとするが、荒い呼吸は治まらない。前局が持将棋じしょうぎ指さし直なおしとなり実質的に三局分くらい指していたのが体力的にも精神的にも響いていた。

　そもそもチャレンジマッチからここまで六連勝は桂香にとって出来すぎだ。勝ち続けることに慣れていない彼女にとって、今の状態は全く現実感が無い。とっくに限界を超えていた。

　そして、目の前に座る香酔こうずい千せんの存在。

　予選決勝に勝ち進んだ千は、ここで桂香に勝てばその時点で女流二級に──仮免許ではない、本物の女流棋士の資格を得る。

　逆にここで桂香に負ければ、千の夢はその時点で終わりを迎える。それは桂香にとっても同じだった。

（……どっちかは夢に近づくんだから、まあマシかな……）

　普段の桂香ならもっと葛藤かっとうしただろう。

　しかし今日の桂香は疲れていた。もう悩めないほどに。

（とにかく……いい将棋を指そう。お客さんに恥ずかしくない将棋を……）

　それだけを念仏ねんぶつのように頭の中で繰り返しながら、後手の桂香は、千の初手を待つ。

　対局開始から二分後。

　持ち時間三十分の将棋では異例なほど長い時間を使ってから、千は駒を動かした。それはかなり異例な手だった。

　──初手、７八金。

「えっ……!?」

　指された瞬間、桂香は信じられないといったように目を見開き、盤に顔を寄せる。

　そして顔を上げて……千の表情を見た。


「…………」



　着手を終えた千は俯うつむいたまま口を真一文字に引き結んでいる。

　その手はよく知られた挑発。

『振り飛車にできるものなら、してみれば？』

　そういう手だ。

　自分も損をする代わりに、相手の得意戦法を封じる。千は初手から駆け引きを持ちかけていた。居飛車党の桂香に振り飛車を指させようとしていた。

　もしこれがこの日最初の対局だったら、桂香はもっと時間を使って悩んだろう。

　だが──清滝桂香は疲れていた。駆け引きなどできないほどに。


「ふぅ──…………」



　いつの間にか、荒かった呼吸は鋭い息吹いぶきに収束していた。

「……ンッ！」

　そして桂香は迷いの無い手つきで飛車を振った。

　終局後、二人は思い知ることになる。

　この瞬間に勝負がついていたことを。
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　その一手を、誰もが固かた唾ずを飲んで見守っていた。

「祭神さんの初手に注目です……予測は不可能ですが」

　マイクを握った姉弟子が言う。

　祭神雷は正面に座るあいをニヤニヤと眺めつつ、飛車のある右辺に手を持って行く。

　──さあ、どこに飛車を振る……？

　誰もがそう思ったが、雷が摘つまんだ駒は飛車ではなかった。

　それは歩だった。しかも──

「「端はし歩ふ!?」」

　初手──９四歩。

　予想外どころではない。盤の隅にある歩を動かすという、ハンデを与えているに等しい一手。


『ッ…………!!』



　あからさますぎる挑発。だがあいは冷静に、最初に突いた飛車先の歩をもう一つ伸ばした。

　雷はさらりと角道を開ける。一転してオーソドックスな動きだが……。

「……九頭竜先生？　祭神さんは……何を狙っているんでしょう？」

「意図は不明……ですが、ここは冷静に対応しなければいけません。角交換系の将棋は冷静さを失った方が負けます。雛鶴さんは角道を閉ざしたまま戦う選択もありだと思います」

　だが少し考えて、あいも角道を開ける。真正面からぶつかって勝つという意思表示。

『うひッ』

　雷はしゃっくりみたいな声を出してあいの角に手を伸ばし、角交換。

　そして、遂ついに手にした飛車を──


『ひひッ！　ごたぁ────いめぇぇぇ──────ん、ッと!!』



　角のあった場所に振ったのだ。これは……!?

「「だ──!!」」

　その手を見て、俺と姉弟子は同時に戦法名を口にする。


　お互いの飛車と飛車とが向かい合ったこの戦法の名は────






「「ダイレクト向むかい飛び車しゃ……ッ!!」」




　動揺を表に出さないよう慎重な口調で、姉弟子は俺に尋ねる。

「九頭竜先生、これは……どういう戦法なんでしょう？」

「通常の角交換四し間けん飛び車しゃはいったん四間飛車にしてから向かい飛車に振り直しますが、その手て損ぞんを省いてダイレクトに向かい飛車にするのがこの『ダイレクト向かい飛車』です」

「ずいぶん乱暴に聞こえますけど……」

「ええ。超力戦りきせん型です。プロ棋士でも数人しか指しこなせないほどの……」

　無論、女流棋士で指しこなせる人間など見たことがない。

　だからあいにとっても初めて見る戦法のはず。

『……!?』

　未知の戦法に意表を突かれたあいは一瞬、手が止まる。

　しかし怒りに燃えるあいは守りに使うはずの金銀を積極的に繰り出し、速攻。先手の利を活いかして序盤で攻め潰つぶすつもりだ。

　雷も淀よどみなく手を進めていく。

　まるで時間を使った方が負けだとでもいうように、お互いノータイムで指していく。定跡がほとんどない力戦型の序盤では異例の光景。

「……八一。あれの狙いは何だと思う？」

　マイクのスイッチを切って俺に話しかける姉弟子は女流タイトル保持者を『あれ』呼ばわりだ。名前を口にしたくないほど嫌いなんだろうなぁ……。

「……２筋にぶつけた飛車を、いずれ４筋に転換するつもりでしょう。そうすれば、あいが最初に突いた飛車先の歩が無駄になりますし──」

「そういうことじゃなくて」

「え？」

「どうしてあれが、たかが小学生相手にダイレクト向かい飛車なんてリスクのある戦法を選んだと思う？　石いし田だ流でも中飛車でも、もっと簡単に勝つ方法はいくらでもあるのに」

　言われてみれば……。

　ダイレクト向かい飛車は雷にとってもほとんど経験のない将棋のはずだし、そもそもプロでも実戦例が少ないため事前研究ができない。

　だからぶっつけ本番。才能と才能のぶつかり合いだ。

「それにどうしてあれが今まで大人おとなしくしてたと思う？　二週間前のチャレンジマッチで会ったなら、その時からもっと八一にちょっかい出せたはずでしょ？」


「確かに…………けど、じゃあ何で……？」



「あれはね、見せつけようとしてるのよ。自分の方がいいって。八一が選んだ弟子よりも、自分の方が才能があるって。だから八一の弟子と将棋を指せるチャンスを待ってたの。あれは別に、あの小童を壊そうとか、八一に嫌がらせをしようと思ってるわけじゃない。究極のエゴイストは他人の事なんて興味ないから」

　つまり、この対局は──

「ラブレターよ。あの変態女からの」

　吐き捨てるように言って、姉弟子は俺の足を踏んづけた。痛い。

　そして局面は雷の思い描いたように進行している。あいの速攻を見事にいなしていた。

『あ……ぅ』

　苦しそうに呻うめくあい。手が止まり、じりじりと時間が減っていく。

『きみ、やいちの内弟子なんだろぉ？』

　そんなあいに、雷は突然話しかける。

『いいよなぁ？　やいちと毎日たっくさぁん将棋指してるんだろぉ？　あんな手やこんな手でやいちに遊んでもらえて……こっちはどれだけお願いしても指してもらえないっていうのに毎日毎日毎日毎日毎日毎日毎日毎日毎日毎日毎日毎日毎日──』

　ガタガタと貧乏揺すりをしながら対局相手にそう語りかける光景は、明らかに異様だった。


『っ…………!?』



　あいは無視して盤を見ているが、動揺しているのがわかる。そりゃそうだ。

　記録係の奨励会員も何か言うべきか迷っているような素振そぶりを見せている。だが反則というほどでもない。マナーとしては最悪だが……。

　そして困ったことに、このエキセントリックな対局姿勢が将棋ファンの拍手喝采はくしゅかっさいを浴びてしまっているのだ。

「イカちゃんの超ちょう盤外ばんがい戦せん術じゅつキタ──ッ!!」

「これを見に来ました！」

　熱狂するファンの応援を追い風に、雷はどんどん調子を上げていく。こういうタイプは調子に乗せると思考がどんどん加速していくので手がつけられなくなる。

『うらやま悔しいからさぁ、喰くらわせてやるよぉ──』

　そして雷は自玉の近くに侍はべっていた角を持つと、その目に異様な光を湛たたえ、言った。

『捌さばきを』

　瞬間、凄すさまじい光が盤上を覆う。

「「……ッ!!」」

　それは棋士だけが見ることのできる美しい光。駒と駒とがぶつかり、対消滅ついしょうめつを繰り返す、この世ならざる幻想の光だ。

　巨大な光の柱が縦に走り、跡には駒が消えた清浄な盤面せかいが残る。

　その捌きは──まさにイカヅチ!!

「これは……痺しびれたか」

　俺は唇を嚙かむ。捌き合いの結果は、後手の優勢。

　将棋では、意表を突かれて対処に困ったり一気に形勢を損ねたような場合のことを『痺れる』と表現する。

　雷の捌きは他の女流棋士の捌きとは本質的に違う。イカヅチのように繰り出されるその大捌きは、一撃で相手を痺れさせてしまうのだ。

　このまま雷がジリジリと優勢を拡大していくかと思ったが──

『もぉう一丁ォォォ!!』

『ッ!?』

《捌きのイカヅチ》は更さらなる捌きを見せる！

　さっきは縦の捌きだったが、今度は横からの捌き！　あいの玉を丸裸にしてやろうという恐るべき構想……！

「……一気に寄せるつもり？」

「の、ようですが……」

　姉弟子と俺は盤に意識を集中して読みを入れる。常人にとっては浮かびづらい二段構えの捌きによる寄せの構想が、次第に明らかになっていった。


『ぅッ……くぅぅ!?』



『ひゃひひひひひひひひひゃああッ!!』

　どこからパンチが飛んでくるかわからない恐怖に表情を歪ゆがめるあい。雷の駒は盤上を跳梁ちょうりょう跋扈ばっこする。


　そして────一気にリーチ。



『はぁい。詰・め・ろ、でぇッす！』

　盤の中央にタダで捨てられたその金を取れば、あいの玉はその時点で詰む。

　雷が見せた二段構えの捌きには、さすがの姉弟子もこう呻うめくしかなかった。

「強い……」

　改めて思い知らされる。


　祭神雷女流帝位は────あまりにも、強い！




『………………』



　追い詰められたあいは膝を握り締めて堪こらえている。考えているのは粘り。受けの手だろう。

　だが、この状況で受けたとしても……。

『なぁぁ』

　下から覗のぞき込むようにあいの顔を見て、雷が言った。

『こっちが勝ったらさぁ、替わっておくれよぉぉ』

『……？』

　あいが初めて盤から顔を上げて相手を見る。

　雷は椅子から腰を上げて身を乗り出すと、あいの顔に自分の鼻先がくっつくほど顔を寄せて、前歯をカチカチ鳴らしながらこう言った。

『才能のない人間が、やいちと将棋指したってムダだろょぉ？　だから替わってあげるよぉ。そしたらこっち、もっともっと強くなるからさぁ』

『……ッ!?』

　あいの表情に浮かんだのは、驚き。


　そして────激しい怒り。



『楽しいだろうなぁ？　こっち、やいちと一緒に暮らしたら、毎日いっぱい将棋指してもらうんだぁ。毎日どこにも行かずにずっと二人で将棋を指して指して指して指して指して指して指して指して指して指して他の誰とも指さずに二人だけで指して指して指して指して指して指して指して指して指して指して指して指して──』

　そんな雷の言葉を聞いて、何故なぜかあいではなく姉弟子が言う。やけに冷たい声で。

「……随分と好かれてるみたいだし一緒に暮らしてあげれば？　それで丸く収まるでしょ」

「え!?　い、嫌ですよあんなのが家に来るのは！」

「ふぅん？　やっぱり小学生のほうがいいんだ？」

「だからどうしてそういう方向に話を持って行くんですか!?　俺はべつに小学生が好きなんじゃなくて、あいの熱意と才能にですね──」

「……ばーかばーか」

　姉弟子は妙に絡んでくる。そして妙にかわいい。どうしちゃったのですか最近？

　それはともかく。

『つまんないんだよぉ。毎日がさぁ。対局がつまんないんだよぉ。女流棋士なんてさぁ』

　雷はペラペラとよく喋しゃべる。

　そしてそれはあいに対してというよりも、この場に集まった全ての人間に……いや、将棋界全体に向けての言葉のように聞こえた。

『空銀子も釈迦堂しゃかんど里奈りなも月つき夜見よみ坂ざか燎りょうも供御飯くぐい万智まちも、みぃんなニセモノさぁ。あいつらは何も見えちゃいないんだからぁ』

「……」

　ニセモノ呼ばわりされた姉弟子の周囲の温度がどんどん下がっていくのを感じ、俺は身を震わせた。《浪速なにわの白雪姫しらゆきひめ》はお怒りである。あいつ死ぬぞ……。

　しかし姉弟子は雷の言葉を否定しようとはしなかった。

　雷は姉弟子に一度、負けている。


　その敗因は────反則。



　しかも自分が取った駒を相手の駒台に置くという前代ぜんだい未み聞もんの反則だった。

　将棋に没頭するあまり、雷は自身が思考していた数手後の局面を盤上に出現させようとしてしまったのだ。そしてその局面は、姉弟子には読めていなかった。

　だから投了図を見た誰もが思ったし、姉弟子本人も認めてしまったのだ。

　勝負は空銀子の勝ちだが……才能は祭神雷が上だ、と。

『やいちに将棋教わって強くなって女流全冠独占してから、こっち奨励会に入って銀子より先に女性初のプロ棋士になってやるよぉ。そしたら女流棋士なんて必要なくなるよぉ。才能の無いやつらが将棋指してるの見ると、こっち、虫むし唾ずが走るのさぁ』

　言葉はどんどん激しくなり、雷の声も絶叫に近くなる。

『どいつもこいつもバカの一つ覚えみたいに美濃みの囲がこい！　センスの欠片かけらもない振り飛車！　定跡を研究する気もないファッション居飛車！　そんな連中とばっか指してると、自分が腐ってくのがわかるんだよぉ！　こっち、生きながら腐ってってるんだよぉぉぉ!!』

「ッ……!!」

　姉弟子が奥歯を嚙み締める。マイクを持つ手が屈辱に震える。

　それでも何も言わないのは──盤上で雷が見せている才能が、圧倒的だから。

　将棋界このせかいは強さが全てだ。

　強ければ全てが肯定こうていされ、弱ければ人格すら否定される。

　祭神雷の持つ究極のエゴイズム。己の才能こそが最強であり、そうであるなら他の全ては自分のためにあるべきだという発想。

　将棋界が最強の才能を見出す為のシステムであるならば、それも肯定されるのだろう。将棋の強さだけを求めるのであれば雷の言動は純粋ですらある。そしてその結論は、意外な事に釈迦堂さんと全く同じだった。

　けど……たとえそうであっても、俺はあいを雷みたいに育てようとは思わない。

　同じ『強さ』を持っているはずなのに、同じ女流棋士のはずなのに、釈迦堂さんと雷とではまるで違う。

　俺はあいに、釈迦堂さんのような女流棋士になって欲しいと思った。

　将棋が強いだけじゃなくて……心こそが強い、真の女流棋士に。

　たとえ己の才能が他者に劣っていようとも諦めず、泥臭い根性で粘り強く努力を続ける……空銀子のような棋士に。

　だから。

「……やってやれ、あい」

　持って生まれた才能に胡座あぐらをかいて、他人を見下すことでしか自分を保てなくなった憐あわれな化け物を。自分の事しか考えられない究極のエゴイストを。

　──自分一人が苦しんでると思ってるそのバカを、ふっとばしてやれ!!

　そんな俺の気持ちが伝わったのか。


『…………こう』



『んひ？』

『こう、こう、こう、こう、こう、こう、こう、こう、こうこうこうこうこうこうこうこう』

　椅子の上に正座したあいは前後に激しく揺れ始める。

　大きな瞳をさらに大きく見開き、眼球を高速で動かし、盤に鼻が触れるほど顔を寄せ、お馴染みの呟つぶやきを漏らしながら読よみみ耽ふける。

　その異様な姿に、対局者の雷だけではなく、周囲のギャラリー達も驚いているようだった。

　そうだ。みんな見てくれ。

　寒さむ気けがするほど愛いとしい俺の弟子を。

　魂が震えるほど熱い、俺の弟子を!!


『こうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこう────────────うんっ!!』



　あいは大きく頷うなずくと、正座している椅子の上で膝立ちになる。

　そして祭神雷を傲然ごうぜんと見下ろしながら、こう宣言した。

『さっきのお話ですが』

『あ……うェ？』

『お断りしますっっっ!!』

　あいはそう言うと、小さな身体を思いっきり伸ばして、盤上の駒を動かす。


『…………はぁ？　はぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?』



　その手を見て、雷は目を剝むいた。





　あいが放ったのは────守りではなく攻めの手だった。敵玉に王手を掛ける５三金!!






「手抜いたの!?　ここで!?」

「……よしッ！」

　姉弟子が小さく叫び、そして俺は頷く。

　そう。その手しかない。弟子のその踏み込みを俺は待っていた。相手玉にプレッシャーの掛からない状態でどれだけ受けても勝てはしない。勇気を出して踏み込むんだ。

　行け！　あい!!

　もう一歩だ[image: ]


『ひひっ……そんな王手はぁぁぁ怖くなぁぁぁぁぁぁぁいッ！』



　雷は玉を７一に逃げる。そこは金と銀の壁に守られた、鉄壁の要塞ようさい。

　これで凌しのがれているように見えるが──

『──こうッ!!』

　あいはさらに踏み込んだ。

　鉄壁のガードをすり抜けて敵の要塞に金を単騎で突入させる６二金！

　衝撃の一手に、雷は絶叫した。


『金のタダ捨てぇ!?　はぁぁぁぁぁぁ!?　なんっだぁ!?　なんっじゃこりゃああああああ!?』



「……ッ!!」

　姉弟子がギリリと小さく歯ぎしりをするのが聞こえた。

　雷だけじゃない。

　姉弟子にも見えていなかったのだ。

　そして盤上に出現した瞬間、はっきりとこの手が絶妙手ぜつみょうしゅであることに気付いたのだ。


『………………あれ？』



　姉弟子に遅れること、瞬まばたき数回。


『あ……あれ？　あれれれれれ？　おかしいですよ？　あれっ？　こ…………あれえー？』



　振り子みたいに頭を左右にぐわんぐわん何回も傾け、雷は盤上に起こりつつある異常を察知していた。

　目を点にして呟く。


『逆…………転？』



　まだそこまでは行っていない……が、形勢は一気に混沌こんとんとした。

　あいの踏み込みに気圧けおされるかのように、雷は乱入してきた金を弱々しい手つきで取る。

　陣形に綻ほころびが生じた。

　そこに──

『こうッ!!』

　あいは敵陣の中央にノータイムで飛車を叩たたき込む。

　雷がそれを受けると、あいは叩き込んだ飛車をまるで刀を振り下ろすかのように盤の中心である５五の地点へと一直線に移動させ、駒を裏返した。


　────竜王。



　盤の中央に出現した最強の駒は、何よりも雄弁なあいの答え。







[image: ]




『わたしが竜王の一番弟子なんです!!　あなたなんかに譲りませんっ!!』

　その一手を見て熱くなったのは俺だけじゃなかった。

『あは！』

　雷は盤から顔を上げてあいの顔を覗き込む。

『あははぁ！　なぁんだぁ……そういうことかぁ』

　瞳孔どうこうの開ききった目で。この世ではない別のどこかを見ているかのような目で。

『おまえも……見えてるんだぁ!!』

　そう言うと、祭神雷はその場で跳ねた。裸足はだしで椅子に飛び乗った雷は、ヨーロッパの古城の屋根に置いてあるガーゴイルの石像みたいな姿勢で将棋を指し始める。

　前代未聞の対局姿勢である。

『ひひひ！　ひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひ!!』


『こうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこうこう──────』



　椅子に乗った雷と、椅子に正座するあい。

　両者共に独特な対局姿勢で読みまくる。

　女流の枠からハミ出した異才同士の超力戦は、盤上も盤外も規格外の対局と化す。


『熱ゥゥゥゥゥゥゥ──────────────いいいッッッッッ!!』






[image: ]







　勝負の熱に、狼おおかみが遠とお吠ぼえするように顔を天井に向けて雷が絶叫した。絶叫しつつ胸元のリボンを引き千切ちぎり、あいの竜の頭に金を打ちつける。完全に頭おかしい子の言動である。公開対局だぞ……。

　だが運営も手が出せない。二人の将棋があまりにも速く、介かい入にゅうするタイミングが摑つかめない。

　それ以前に……誰がこの凄すさまじい将棋に口を挟めるだろう？

　誰がこのスピード溢あふれる将棋から目を離せるだろう？

『こうッ!!』

　あいの指し手は全て超ノータイム！　雷の指が駒から離れるか離れないかのタイミングでどんどん指していく。


『ひひっ！　なめるなァァァァァァ小学生ェェェェェェェェェェえッ!!』



　雷の指し手も早い。ほぼノータイムで進めていく。

　才能自慢、速度自慢の《捌きのイカヅチ》にとって、無名のＪＳに速度で負けるなどプライドが許さないのだろう。だが──

『こうッ!!』

『ひへぁ!!』

『こッ!!』

『ひッ……ひ！』

『ッ!!』

『んぎ!?　ん……っひひィ!!』

　ノータイムで指そうとした雷は、伸ばした手を引っ込めて小考を繰り返す。あいの速度についていけなくなったのだ。

『祭神女流帝位、持ち時間を使い果たされましたのでこれより一分将棋でお願いします』

　記録係が雷のチェスクロックを止め、ストップウォッチを握り締める。

　いつの間にか持ち時間が逆転していた。

　その事実に、ざわめきが起こる。

「……イカちゃんが、相手よりも持ち時間を使っている……!?」

「こ、こんなの初めてじゃなイカ……？」

「おい！　あの小学生……尋常じゃねえぞ!!」

　他の対局を観戦していた将棋ファンもどんどん寄ってくる。まるで盤が輝きを放っているかのように、この対局に次々と人が引き寄せられてくる。

　そしてその盤の中央にある、５五の竜。

　あいの竜王が異様なまでのプレッシャーで雷を縛っていた。


『ひひ……ひッ…………ひぐ、ぅ……？』



　素人であれば取る一手に見えるその竜を、雷は取らない。

　わざわざ手持ちの金を打ってまで追い詰めた竜を、雷は何故か取らない。

　何度も盤の中央に手を伸ばしているが、その度たびに、静電気にでも触れたかのように手を引っ込めている。

　あいは雷に盤上でこう問うていた。

　──あなたにわたしの竜王が取れますか!?　その勇気があるんですか!?

　姉弟子が不思議そうに呟く。

「５五の竜を逃がさない……？」

「それが正解です」

「えっ？　でも──」

「ええ。竜を取られればあいは負ける。けれど竜を逃がしても勝ちはない……だったらノータイムで竜を放置し雷にプレッシャーを与えて間違わせる方がいい」

「ッ!?　この一瞬で、そこまで計算してるっていうの？　あの小童が……？」

　している。

　駒の利きを読まずに見ることができるあいの思考速度は姉弟子を凌駕りょうがしている。同じように駒の利きを見ることのできる俺は、あいの思考を正確に読み取ることができた。

　おそらく雷も俺達と同じように駒の利きを見ることができるんだろうが、秒読みのプレッシャーとあいへの恐怖が、その思考にわずかな遅滞を生じさせていた。

『ひっ……ひひぁ！』

　そして雷は間違えた。

　いや、正確にいえばあいの気迫に間違えさせられた、ということになるだろう。ここで竜を取らずに受けに回ってしまったのだ。

　雷は認めてしまったのだ。

　目の前の小学生は自分よりも強い──と。

『こうっ！』

　すかさずあいが詰めろを掛け、それを雷が受ける。

　その手が敗着となった。

「終わったわね」

「ええ。終わりました」

　姉弟子と俺は対局の終わりを悟る。

　雷はあがくようにあいの玉に王手を掛け続けるが、あいは持ち駒を使うことすらせずスイスイと玉を動かしてその全てを無効化した。もちろんノータイムで、だ。あいの怒りの激しさを物語っている。

　女流帝位・祭神雷はダイレクト向かい飛車という未知の戦型にあいを誘導し、二度の大捌きで圧倒的な優勢を築いた。

　経験でも、感覚でも、大局観でも読みの力でも、雷はあいを圧倒していた。

　それでも雷が勝ちきれなかったのは……一つだけ、たった一つだけ……あいの持つ才能が、雷を上回っていたから。雷が持っていない大切なものを、あいは持っていたから。


　それは──────折れない心。



『ぎひひ……つ、強つえぇェ』

　究極のエゴイストは断末魔の言葉のようにそう呻うめくと、盤上に持ち駒をバラ撒まいて投了の意思表示をした。
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　夜叉神天衣と鹿路庭珠代の対局は、鹿路庭だけが一方的に攻める将棋になっていた。

　だが──鹿路庭は己の非勢を感じ始めていた。


「…………このガキ……！」



　ギリリ！

　と相手に聞こえるほどの歯ぎしりをして、鹿路庭は九歳の少女を睨にらみつける。

　相掛かりに誘導した鹿路庭は、主導権を握っているはずだった。


「…………その、はずなのに……！」



　居玉のまま──つまり防御に一手も割かぬまま猛攻撃を続ける鹿路庭だったが、目の前の九歳児はそんな鹿路庭の気迫をそよ風ほどにも感じていないようだった。

　倍以上の年齢の女流棋士の攻撃にも動揺した様子を一切見せず、それどころか全ての攻撃を紙一重で見切り、ノーミスで凌しのぎ続けている。必要以上にギリギリの手で、そして必要以上に延々と、天衣は鹿路庭の攻めを受け続けている。

　まるで鹿路庭の才能を見極めようとするように……。


「…………クソ生意気な……ブッ潰してやるよ……」



　本気を出せば誰にだって勝てる。

　かつて鹿路庭はそう思っていた。たとえ相手があの《エターナルクイーン》釈迦堂里奈女流名跡みょうせきであろうと、ミスさえしなければ勝てると思っていた。クソ生意気にも。

　だが、その自信が初めて揺らいだのは──四年前。

　今と同じマイナビ一斉予選決勝という舞台で小学生に負けた時、鹿路庭は初めて──自分が将棋の神様に選ばれなかったことを知った。

　銀色の髪と、そして恐るべき才能を持ったその少女とは、それ以降一度も将棋を指していない。彼女と戦うにはタイトルに挑戦するしかなかったが、鹿路庭にはその力がないから……。


「…………厚い……」



　空銀子と、そして目の前に座る別の小学生と自分を隔てる厚い壁のようなものを、鹿路庭は感じていた。

　才能や勢いといったものだけではない。

　目の前の小学生には、これまで戦ったどんな女流棋士にも感じたことのない、将棋そのものの厚さがあった。

　まるで分厚い壁を殴りつけているかのような、そんな感触。

　勢いよく殴りつけても相手は小揺るぎもせず、それどころか己の拳が砕けてしまう。


「……囲いそのものは、こんなにも歪いびつで隙間だらけなのにっ……！」



　苛いら立だちと、それ以上の感嘆を込めて、鹿路庭は呟く。

　相手に聞かれようがどうでもよかった。彼女にとっては盤上こそが全てだった。

　盤上では何者も噓うそをつけないし、つきたくもない。


「…………厚い……！」



　何度崩そうと試みても一向に崩れる様子もなく、それどころかますます固くなっていく天衣の将棋に、鹿路庭は再びそう呟いていた。

　研究量。

　読みの量。

　そして何より……一手一手に込められた『想おもい』の量が、自分を遙かに上回っている。


「…………いったい、誰とどんな将棋を指せば……たった九歳でこんな将棋を……？」



　指し手の背後に透けて見える膨大な情報量に、鹿路庭は怯おびえた。

　──自分は将棋に選ばれたんだと思ってた。

　中学一年生で女流アマ名人となった鹿路庭は、そこで今の師匠に研修会入りを勧められ、女流棋士への道を選んだ。

　翌年には女流三級の資格を得て、その半年後に女流二級になっていた。

　山ほどの賞状を貰もらった。

　新聞やネットニュースに写真入りで取り上げられ、地元では天才少女と騒ぎ立てられた。

　だが、いざ飛び込んだ女流棋界で……彼女は石ころに過ぎなかった。

　ピラミッドを積み上げるための、多少見てくれのいい、小さな石だ。

　──だったら最初から勘違いさせないでよ！

　主人公になれると思って飛び込んだはずなのに脇役としての役割を押しつけようとしてくる将棋の世界。

　そんな世界に、鹿路庭は反発した。

『誰にでも自分に合った役割があるよ！』

『みんなで女流棋界を盛り上げていこう！』

　そんな言葉で誤魔化ごまかせるほど、鹿路庭は勝負師として腐くさっていなかった。

　目指すものは頂点だけ。だからライバルと馴なれ合あうことに疑問を感じた。

　イベントならともかく、対局の場で仲良くお喋りしている同年代の女流棋士達を見ると激しい嫌悪感を覚えた。

　そして彼女は女流棋界では浮いた存在になっていった。

　強くなるために男性のプロ棋士とばかり研究会をしていることを『婚活こんかつ』と揶揄やゆされた。そんな噂うわさを立てられたことで研究会はギクシャクし、いつの間にか消滅してしまう。

　それでも強くなるためにと形なり振ふり構わずプロとの研究会を追い求めているうちに、周囲からの誤解は取り返しのつかないレベルにまでなっていった。

　大盤解説やニコ生での仕事もそうだ。

　女流棋士として少しでもいい聞き手になろうと努力して、見た目にも気を遣ったし、司会者養成の講座に通ったりもした。

　だがそんな彼女の努力は、将棋界という独特の倫理観が支配する世界では、常に批判の的となった。

　彼女の努力はいつも理解されなかった。

　孤高を保つ彼女を擁よう護ごしてくれる棋士なかまはいなかった。

　応援してくれるファンもいたが、批判するファンはそれ以上いた。『見た目を磨みがくより将棋の腕を磨け』と散々言われた。見た目が悪ければ平気で『ブス』と言うくせに……。

　──だったら結果で思い知らせてやるよ。

　そう。結局はそれしかないのだ。

　虚飾きょしょくにまみれたこの世界で、盤上だけは噓をつかない。盤上だけは噓をつけない。

　だから──


「………………熱い……ッ!!」



　気合いと共に、鹿路庭は盤上に駒を打ち付ける。

　鍛きたえて、鍛えて、真っ赤になるまで鍛え抜いた渾身こんしんの一手。あらゆる不純物を取り除いた、鋼はがねの一着だった。

　その一手に。


「ふぅ────…………」



　目の前の九歳児は、深く深く息を吐いて読みを入れ。

　そして、鹿路庭が思いつきもしなかった手で反撃してきた。


「…………あっ!?」



　盤上に出現したその手を見て、鹿路庭は思わず声を上げる。

　その一手は、光り輝く彼女の渾身の勝負手を一瞬で流れ落ちる星屑ほしくずに変えてしまった……。


「…………」



　それまで居玉で攻め続けていた鹿路庭は、次の手で初めて玉を動かした。それは投了の合図でもあった。

　数手の後、鹿路庭珠代は駒台に手を置いて頭を下げていた。

「負けました」

「ありがとうございました」

　すぐ感想戦が始まり、鹿路庭は彼女が最後に放った勝負手について尋たずねていた。

　天衣はその手について「軽視していた」と言い、そして「でも正確に指せば勝てると思った」と率直に答えてくれた。

　普通の女流なら、感想戦では負かした相手に遠慮するものだ。

　ましてやそれが年上で、段位も上の相手であれば、花を持たせてやるくらいの気遣いを見せなければ周囲からの反発を受けることもある。公開対局ならばなおさらだろう。

　しかし天衣は一切の虚飾を排はいし、本心だけを語ってくれた。対局でも負かされ、感想戦でもコテンパンにされた。

　そしてそのことが、鹿路庭にとっては何故かとても嬉しかった。

　悔しさはある。

　泣きたいほどの無力感も、当然ある。

　だけど何故か……爽やかな気持ちが勝った。

　──こいつとは、意外と友達になれるかもね。

　将棋界では決して見つけられないと思っていた宝物を発見した。そんな気分だった。

　だが「お友達になりましょう？」なんて言葉は死んでも口にするつもりはない。

　彼女が将棋界に求めるのは友人ではなく──ライバルだけだから。

「……あんたはきっと、私のことなんて眼がん中ちゅうにないんだろうね」

　駒を片付けながら、鹿路庭は天衣に言った。

「空銀子みたいに、すぐに私の手の届かないところへ行っちゃうんだろうね。女流棋士のトップに……」

　いきなり投げかけられたそんな言葉にも、目の前の少女は全く動じない。

　そういうところも空銀子に似ていると思った。

「この前、女流棋士を辞めろって私に言ったの、憶おぼえてる？」

「ええ」

「言われなくたって、自分でも思ってるよ。こんな子供に負けるくらいなら……どれだけ努力しても一番になれないのなら、続けてる意味なんてないって」

　誰よりも努力しているつもりで、いつの間にか才能に見切りをつけている自分がいた。

　女流棋士として人気が出れば出るほど、理想から遠く離れていく自分がいた。

　こんな場所ならしがみつく意味なんて無いと思ったこともあったけど──

「けどね？　私、辞めないよ」

　作り笑いではない本物の笑顔を浮かべ、鹿路庭は言った。

「いつかあんたが年を取って弱くなった時、今より強くなった私と戦うの。三十年後か、四十年後か……もっと後かもしれないけど、それまで将棋界ここで踏ん張ってやるんだから」

「ふっ」

　まだ九歳の女の子にとって、四十年後の話など千年後と同じくらい遠い遠い未来。

　けれど夜叉神天衣はそんな未来に想いを馳はせ、割と本気で答えた。

「楽しみにしてるわ」

　周囲のファンから今までで一番大きな拍手が起こっていたことに、鹿路庭はその時初めて気づいた。
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　その対局は終わりを迎えようとしていた。一人の女性の将棋生命と共に。

　香酔千女流三級と、清滝桂香アマの対局。


　桂香は────涙ぐんでいた。




「ぐすっ…………うう……」



　嗚咽おえつを漏らさないよう口元を押さえ、それでも一手指すごとに堪えきれず声が漏れてしまう。


「………………」



　対する千は、落ち着いた手つきで駒を動かしていた。その目はずっと自陣に注がれている。


　形勢は──────桂香の勝勢。圧倒的な勝勢。



　将棋は序盤でほぼ終わっていた。千はただの一手も積極的な手を指せず、対する桂香は何かが吹っ切れたかのように攻め続けた。


「ふっ……！　ううう……っ!!」



　桂香は明らかに泣いていた。涙がぼたぼたと盤に落ちる。

　勝ちたいと思っていた。勝ちたいと思っていたはずだった。ここで勝てば桂香は、ずっと追いかけていた夢に手が届く距離まで近づけるのだから。

　けれど同時にこうも思っていた。

『お願い千ちゃん！　攻めてきて！』

『踏み込んで！　私を詰まして!!』

　その想いは指し手から痛いほど伝わってきた。

　千を攻める桂香は、普段より明らかに思い切りが良すぎるのだ。破壊力もあるが反撃される隙もデカい、大振りのパンチばかりを放っている。棋譜だけを見ればきっと、大優勢な桂香が何の手加減もせず相手をボコボコにしているように見えるだろう。

　だが、その勝負の背景を知れば。

　その対局姿を自分の目で見ていれば。

　一転して、将棋からは別の想いが見て取れる。

　その証拠に、二人の戦いを見守る将棋ファンの多くは目に涙を浮かべていた。

　勝ち目が全く無くなっても、千は駒を動かし続ける。

　ただ投了する瞬間を先に延ばすためだけの、みじめな手を指す。

　しかし最後の瞬間は確実に近づいてた。

　千は駒台に置かれた持ち駒に手を伸ばすが、その手を途中で拳に変える。そして、


「………………」



　首の骨が折れたかのように、ガックリと頭を下げた。投了を告げる言葉はなかった。

「あっ……」

　桂香も反射的に礼を返す。

　この瞬間──香酔千女流三級はアマチュアに戻り、清滝桂香は正式な女流棋士まであと一勝とリーチを掛けた。


「「…………」」



　対局者はもちろん……観客ですら、何も言わない。

　ここにいる誰もがこの投了の意味を知っている。

　だから誰も声を掛けられない。あいと雷の将棋を見てあれだけ騒いでいた観客が、今は息をすることすら拒むかのように静まりかえっていた。


「…………これ、なかったね」



　擦かすれた声で千が示したのは……桂香を振り飛車に誘導した、初手。

「……相手の得意戦法を避けようとしてる時点で、ダメだよね……」

　千は何度も何度も、音を立ててその初手を指し直す。高く響く駒音はまるで、千の心の叫びのようだった。

　対局中、千はずっと後悔しながら戦っていた。

　そんな精神状態でまともな将棋など指せるわけがない。

　その意味でも、勝負は初手で決まっていたのだ。

「最後の将棋くらい、自分の得意戦法を指せばよかったのに……ううん、直前まで指そうと思ってたのに……気づいたら、別の手を指してたの」

「……」

「桂ちゃん」

　涙混じりの声で、千は古い戦友に語り掛ける。

「女流棋士になって……楽しいことなんて、一度もなかった。あんなになりたいと夢見てた女流棋士なのに、研修会以上の地獄でしかなかった……当然だよね？　アマチュアの時より、ずっとずっと強い人達とばっかり当たるんだもん」

「……」

「女流の先輩達に勝てなくて、アマチュアにも勝てなくなって……つらいだけの二年間だった。実はね？　今、ちょっとだけホッとしてるの。もう苦しまなくてもいいんだって……」

「……」

「桂ちゃんと私は似てるから……負けといてこんなことを言うと負け惜しみみたいだけど、きっと棋力も性格も同じようなものだから。だからね？　だから……」

「千ちゃん……」

　千が何を言いたいのか、桂香は正確に理解していた。

　だから──

「それでも私は、女流棋士になりたい」

　迷いの無い声でそう言った。

「力が足りなくても、先にあるのが地獄でも……ほんの少しでも可能性がある限り、最後の最後まで諦めずに夢を追いかけたい。千ちゃんだってそう思ってたでしょ？」


「…………うん」



　愛しそうに駒に触れながら。

　香酔千は真まっ直すぐに前を向き、言った。

「今日の将棋は後悔ばっかりだったけど……だって私ね？　全然後悔してないもん！　女流棋士を目指したこと！」

　……その後、千は指導棋士の資格を取り、故郷で子供達に将棋を教えることになる。

『自分の好きな戦法を、力一杯指そうね！』と。
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　全ての将棋が終わった後、対局場では最後のイベントである抽選会が行われた。

　一斉予選を勝ち抜いた十二名が、ファンの前で一人ずつ、本戦で戦う相手を決めるためのクジを引いていくのだ。

『次はアマチュアながら見事本戦へと駒を進めた清滝桂香さん！　どうぞ前へ！』

「は……はいっ」

　ひな壇に座っていた桂香さんが、緊張の面持ちで中央へ出る。最前列に陣取っていた報道陣が盛んにフラッシュを焚たき、将棋ファンからは温かい拍手が贈られた。桂香さんは一礼して、ぎこちない笑顔を浮かべながら本戦入りした感想を述べる。

　ひな壇にはあいと天衣の姿ももちろんあって、あいは誰よりも大きな拍手を贈り、天衣も嫌そうな表情で手を叩いている。素直じゃないお嬢様かわいい。

　祭神雷の姿はなかった。

　対局の後、俺の前にも姿を現すことなく、いつの間にか消えていた。

　しばらくは静かにしてるだろう……一番堪こたえる負け方だったから。

『清滝さん。どうぞクジを』


「で、では…………………………えいっ！」



　勢いよく引いた相手は──


『おおっと出ました！　清滝桂香さん、一回戦の相手は────釈迦堂里奈女流名跡です！』



「　　　　　　　　」

　桂香さんの顔から一切の表情が欠落した。


「……あちゃー……」



「……桂香さん……よりによって……」

　来賓席からその様子を見守っていた俺と姉弟子も頭を抱える。

　まさか四人しかいないシード選手の、しかも最強の相手を引き当てるなんて……こんなところでクジ運を発揮しなくてもいいだろうに……。

　……まあ、でも──

「こうして三人揃そろって本戦に出られだけでも凄すごすぎるけど」

「その割にはあんまり嬉うれしそうじゃないわね？」

「いや、嬉しいよ？　嬉しいですけど……それ以上に、不甲斐ふがいないなぁって。師匠として、弟子に何もしてやることができなかったから……」

　力を貸すどころか、側そばで見ていてやることすらできなかった。

「とはいえ、もう俺の力なんて必要ないかもしれませんね！　雷に油断があったとはいえタイトル保持者にも平手で勝っちゃうくらい強くなったんだから。ははっ」

「そうね」

「うぅ……ちょっとくらい否定してくれたっていいのに……」

「……あの小童がどうして急に強くなったかもわからないようじゃ、師匠失格よね」

「え？」

　どういう意味だ？

『清滝さん。本戦に向けての抱負をお願いします』

「ちょっと……相手が偉大すぎて、今は何も考えられないんですけど……」

　桂香さんは呆然ぼうぜんとしたまま、

「それでも、対局までに……できるだけの努力を積み重ねたいと思います。私は、急に強くなることなんてできないから……今までみたいに少しずつ、夢を追いかけます」

『ありがとうございました。ご健闘をお祈りします』

　深々と一礼して席に戻る桂香さんの目には、涙の粒が光っていて。

　離れた席からそれを見守る姉弟子の目にも同じような光が見えた。

『それでは次の方、お願いします』

「はいっ！」

　元気よく返事をして立ち上がったのは──あい。

　それと──

「……あれ？　天衣も？」

　それまでは一人ずつだったのに何故か二人一緒に立ち上がり。

　そして緊張に頰を赤くしたあいが、気が向かない様子の天衣の手を引いてステージに向かう。

　凄まじい数の拍手とフラッシュ。桁けた違いの人気。

　二人とも完全に将棋界の新しいアイドルだ。


　──……本当に、もう俺は必要ないな。



　幼いとばかり思ってた弟子達は、いつの間にか、勝ちにこだわる手堅い将棋を指すようになっていた。これなら自分達だけで強くなっていけるし……それに将棋界での地位も急速に確立しつつある。ここでの挨拶あいさつもしっかりとこなすだろう。

　腕の中の雛ひなが巣立っていくような寂しさを感じていると──

『雛鶴さんと夜叉神さんは、今日の勝利をある人にプレゼントしたいそうですね？』

「はい！」

　あいは運営さんにマイクスタンドを用意してもらうと、ポケットの中から丁寧に折り畳まれた数枚の紙を取り出して、それを読み上げ始める。




『師匠へ』





　…………え？



　突然始まった弟子のスピーチ。

　その内容は──完全に俺の不意を突いた。




『一七歳のお誕生日、おめでとうございます！』




　……知ってた、のか……？

　今日が……八月一日が、俺の誕生日だって……。

「……ま、誕生日が憶えやすい以外の取り柄がないもんね。『八一』なんて名前」

　隣に座る姉弟子が低い声でボソリと言う。

　その通り、俺の名前は『八月一日に生まれたから』というだけの理由で付けられた。よく将棋盤のマス目が八十一なのが由来と勘違いされるが実は将棋と全く関係無い。

「……それを言ったら『銀子』だって、髪の毛が銀色だったからじゃん……」

「あ？　喧けん嘩か売ってるわけ？」

「シッ！」

　あいのスピーチが始まってからなぜか急激に機嫌が悪くなった姉弟子の言葉を制し、スピーチの続きに耳を澄ます。

『師匠のお家うちへ初めておじゃましてから、あっというまに四ヶ月がたちました。あの頃は桜が咲いていましたが、今はもう夏休みです。本当に、あっというまです。

　師匠の内弟子になって、毎日が夢みたいでした。

　将棋をいっぱい教えてもらいました。

　二人でお料理もしました。

　手を繫つないで大阪おおさかや神戸こうべを歩きました。

　将棋を通してお友達もたくさんできて、師匠のお家でお泊まり会もさせてもらって……厳しく叱られることもあるけど、それもすごく嬉しくて……ぜんぶ、あいの宝物です』

　……そんなふうに思っててくれたのか……。

　弟子と過ごした日々が甦よみがえり、思わず胸が熱くなった。

『けど、こんなにしていただいているのに、わたしは何もお返しすることができません。師匠にいただいたものが大きすぎるから……。

　それに師匠は竜王で、将棋界で一番偉くて、才能も、お金も、何でも持ってます。女の人にもモテモテです。だから──』

　女の人うんぬんの部分で若干声が低くなった気がしたが……あいは健けな気げに、素直に、自分の気持ちを伝えてくれる。

『だから、天衣ちゃんと二人でこう決めたんです。

　師匠のお誕生日に、強くなったわたしたちをプレゼントしようって。今日の一斉予選で絶対に勝とう、って』


　だって────と、あいはこう続けた。






『わたしたちが強くならないと……師匠が安心できないから。もうすぐ始まる竜王戦に、集中できないから──』




「ッ……!!」

　驚いた。思わず息を飲むほどに。

　そして全てが繫がった。

　どうしてあいが、いつもと違う、隙の無い、勝負に徹した将棋を指したのか。

　いつも控え目なあいが、なぜあそこまで一斉予選の通過に拘こだわっていたのか。

　その、本当の理由を初めて理解した時……胸が締めつけられ、目頭が熱くなる。


　ぜんぶ────俺のためだったのだ。



『師匠はよく、こうおっしゃいますよね？　棋士は盤の前に座ったら一人だ……って。だから一人で強くならなくちゃいけないって。

　確かにそうだと思います。誰かと一緒に戦うことはできません。

　けど──誰かのために戦うことはできます。

　チャレンジマッチも、一斉予選も、わたしは師匠のために戦いました。

　大好きな師匠のために。

　大好きな師匠に喜んでもらうために。

　世界一大好きな師匠に、安心してもらうために……きっと、自分一人のためだったら負けちゃってたと思います』

　──師匠のためだから、あいは誰よりも強くなれたんです。

　輝くような笑顔を浮かべてそう言う弟子の姿が、みるみる滲にじんでいく。

　成長した弟子の姿を目に焼き付けたいのに、どうしてもぼやけてしまう。

『師匠……お誕生日、おめでとうございます。

　こんなものしかプレゼントできなくて、ごめんなさい。

　次のお誕生日にはもっといいものをプレゼントできるように、もっともっとがんばります。


　その次も、次の次も、ずっとずぅぅ────っと！　あいは師匠にプレゼントしたいです。




　だから…………ずっとずっと、ずっと……あいの師匠でいてください』



　読み上げていた紙を折り畳み、あいは深々と頭を下げた。

　そして後ろに立っていた天衣の手を引っ張る。

「はい！　じゃあ次は天衣ちゃんの番！」

「……私はいいわよ」

「ダメだよー！　二人で言うって約束したよね？」


「…………」



　天衣はしぶしぶといった感じでマイクの前に立つと、

『……私は自分のために将棋を指す。他の誰のためでもなく、自分のためだけに。今までも、そしてこれからも』

　ぶっきらぼうな調子でそう言ってから、俺の方をチラッと見て──こう続けた。





『でも、今日は…………あなたのためだけに指したわ』







「ッ…………!!」



　堪たえていた涙腺が決壊しそうになる。

『きょ、今日だけなんですからね!?』

　そう言ってプイッと明後日あさっての方向を向く天衣が、愛おしくてたまらなかった。


　椅子に座ったまま涙を堪えていると────ドンッ！



　いきなり背中を押された。誰かが俺の背中を蹴ったのだ。

「うわっ!?」

　不意を打たれた俺はフラフラと椅子から転げ落ち……気がつけば、目の前に二人の弟子が立っていた。そして二人の姿が目に入った瞬間──




　抱きしめていた。

　衆人環視の中で。




「ふわわっ!?　し、ししょ……う？」「ちょ、ちょっと！　いきなり何を──」

　驚くあいと天衣の耳元で、俺は自分の気持ちを告げる。


「二人とも…………ありがとう……！」



　ロリコンと言われようがどうでもよかった。泣きながら、俺は何度も「ありがとう」を繰り返す。最高のプレゼントに対する感謝の気持ちを伝えたくて。


「ししょー……♡」「…………ふん」



　あいは抱き返してくれた。天衣も拒まない……恥ずかしいだろうに。

　耳元でそっと、あいが囁ささやく。

「……ところで師匠？　さっき対局が終わったあと『やいち凄い！　やいちと暮らすとこんなに強くなれるんだね!?　好き好き大好き絶対やいちと一緒に住みたいからもっと強くなって奪いに行くね!!』……って、祭神先生に言われたんですけど？」

「うぇっ!?　あ、あいつまだそんなこと言ってたのか!?」

「ちょっと……何？　祭神雷って女流帝位よね？　どういう関係なわけ？」

「聞いてよ天衣ちゃん！　師匠の元カノで──」

「だから違うって言ってるでしょ!?　俺が竜王戦に集中できるよう頑張ってくれたのに、どうしてそういう面倒な話を蒸し返すかな!?」

「将棋それと恋愛これとは別問題ですーっ!!」

　あいはぷんすか怒り始めたが……そんな無邪気むじゃきな姿に、ますます愛おしさが募る。

　腕の中の二人は、驚くほど小さくて。

　そんな小さな弟子が、俺のために、大人の女流棋士と戦ってくれた。精一杯の勇気を振りしぼって、俺のために必死に強くなろうとしてくれた。

　健気で純粋なその気持ちに、応えたかった。




　勝とう。

　誰が来ても。どんな強敵が相手でも。













　俺のために戦ってくれた、この子達のために。
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　第30期竜王戦挑戦者決定戦三番勝負第１局は、東京・将棋会館の特別対局室で行われた。

「なんだ。八一も来たの？」

「なんだはないでしょ。俺に挑戦する人を決めるんですから……」

　朝から連盟の棋士室に顔を出すと、先に来ていた姉弟子が検討用の継ぎ盤を準備しているところだった。奨励会員の姉弟子は夏休みも中学校のセーラー服だ。

「……座れば？」

「あ……ええ」

　駒を磨く手を休めると、姉弟子は自分の隣の椅子を引き、俺に座るよう促す。

　一緒に検討するなら向かいの席を勧めるものだけど……機嫌がいいのかな？　久しぶりに嗅かぐ姉弟子の甘い体臭に、意味もなくドキドキした。

　世間はお盆。あの一斉予選はもう二週間前だ。

　青い空に大きな入道雲にゅうどうぐもが広がる、暑い暑い夏の日。

　関西将棋会館で公式戦は行われないが、朝からプロ、女流、奨励会員や観戦記者が続々と集まってくる。普段は連盟に顔を出さない生石おいしさんですらこの日はモニター前の通称『特等席』を陣取って、火のついてないタバコを咥くわえていた。棋士室は禁煙だ。

『みなさんおはようございます。聞き手の鹿路庭珠代です』

　二面あるモニターの片方ではニコ生の中継が始まっている。

『解説の先生をご紹介します。将棋界一のイケメンと言えば……もうおわかりですね？　篠窪しのくぼ太たい志し七段です！　先生、よろしくおねがいします』

『はい。よろしくお願いします』

『名人と戦って棋き帝てい位を失冠してしまった篠窪先生ですが、ご自身の経験を活いかして臨場感溢あふれる解説をしてくださるそうですよ？』

『ははは。お手柔らかに』

　鹿路庭さんの鋭い攻めに、篠窪さんは苦笑しつつそう言った。

　すっかり訓練されている視聴者は、

『たまよん今日も攻めるねぇ！』『俺の玉たまも攻めて欲しい』『いや俺の』『いやいや俺の』

　などと弾幕を送る。相変わらずの人気っぷりだ。

　画面は対局室へと切り替わり、

『振り駒です』

　記録係が盤側ばんそくに進み出て、名人の歩を五枚取る。

　上位者である名人の振り歩先で行われた振り駒は、一度目は駒が重なり、二度目は駒が三枚も立ってしまい、振り直しとなった。

「記録も緊張してますね」

「そりゃ……な」

　モニターから視線を外さず、俺は生石さんと言葉を交わす。

　そして、三度目の正直──

『神鍋かんなべ先生の先手番でお願いします』

　午前十時。歩夢あゆむの先手で対局が開始された。

　初手。

　歩夢は角道を開ける最もオーソドックスな７六歩を着手。

『神鍋六段の初手は７六歩でした。篠窪先生？　名人はどんな戦型を選ぶんでしょう？』

『何でも指される方ですが本質的には居飛車党ですし、私との棋帝戦でも全局居飛車でした。角道を開ける３四歩が本命ですが、飛車先を突く８四歩も有力──』

「八一。どう思う？」

「そうですね……」

　ニコ生の音声を聴きながら継ぎ盤を示す姉弟子に、俺は駒を持って自分の予想を披露しようとする──が、その機会は訪れなかった。

　パソコンのスピーカーから駒が駒に触れる音がしたのだ。

　飛車先を突いても、角道を開けても、こんな音はしない。するとしたら……

「め、名人が──」

「飛車を……振った!?」

　ザワッ!!　棋士室の空気が一気に沸騰する。

「『二手目３二飛戦法』か……まさかまさか、だな」

《捌きの巨匠マエストロ》は咥えていたタバコを指で摘み、ヒュウと口笛を吹く。

「この戦法には随分と勝ち星を稼がせてはもらったが……それも数年前の話だ。振り飛車党の俺でも指さなくなった手を、この大一番で名人が選んだ。その意味するところは──」

「……研究外し」

　姉弟子がポツリと言う。反論はどこからも起こらない。

　名人は相手の研究を真っ向から受ける。

　相手の得意戦法を受け、その研究を全て吸い出し、そしてそれを応用して自分のものにしてしまう。それが名人だ。

　その名人が──歩夢との初対局では、自らのスタイルを捨てた。

「……名人がそこまで怖れてるっていうの？　神鍋先生の研究を……？」

「それだけ勝ちたいのさ銀子ちゃん。普通に指せば普通に勝っちまうこの人が『どんな手を使ってでも勝ちたい』と思う程度には」

　画面を見たまま生石さんが言う。

　波乱の幕開け。

　名人が起こした大波は盤上の全てを飲み込むかと思われたが……歩夢は自らも波を起こすことで対抗する。

　歩夢の選択した囲いを見て、姉弟子が驚きの声を上げた。

「左ひだり美濃みの？　しかもこれ……『高たか美濃みの囲がこい』!?」

　古風。その一言に尽きる。

　データベースを検索していた観戦記者の鵠さんが、キーボードを叩きながら言った。

「二六手目……後手が４三銀と上がった局面で、前例が七局になりました。最後にこの型が公式戦で用いられたのは十三年前。ちなみに神鍋六段が公式戦で高美濃囲いを使用するのは今日が初めてです」

　俺や姉弟子が生まれたくらいの頃に指されてた将棋だ。そんな将棋を歩夢が指そうとする、その意図は……？

　今度は生石さんが口を開く。

「コンピューター将棋が発達して、美濃囲いの優秀性が改めて見直されてるしな。居飛車でも美濃に囲う『居い角かく左ひだり美み濃の急きゅう戦せん』なんて戦法まで流行はやり出したくらいだ。関東でも有数の研究家である神鍋がその感覚を取り入れていても不思議はないさ」

　誰よりも美濃囲いを知り尽くしている《振り飛車党総裁》の言葉だけに説得力がある。

　だが……俺と姉弟子は、この囲いに別の意図を汲み取っていた。

「姉弟子。憶えてます？」

「……うん」

　思い出すのは原はら宿じゅくでの研究会。

　姉弟子との対局で歩夢の師匠である釈迦堂里奈女流名跡が選択したのが、この『高美濃囲い』と『四間飛車』だった。

　歩夢が公式戦でこの将棋を指したことは無い。

　だが──釈迦堂さんとはこの将棋を指しているはずだ。何百局も。何千局も。

　だから歩夢はこの将棋を選んだ。

　自分が最も敬愛する女性ひとの将棋で、自分が最も強いと認める名人ひとを倒すために。

　純粋過ぎるその気持ちを理解した瞬間、俺と姉弟子の胸に感情が爆発した。


「「…………熱い……ッ!!」」



　勝利にかける名人の執念と、師に対する歩夢の熱い想い。

　普通なら比べることなどできない二つの感情おもい。

　だがそれが、将棋というツールを通すことによって、真正面からぶつかっていた。

　双方の玉が８筋で睨み合っているため、入玉はあり得ない。囲いそのものが攻撃陣となってお互いをガリガリと削り合っていくような戦いだ。

　ここで名人が再び波を起こす。

「左辺で孤立していた飛車を玉の真横に引き寄せた!?　……これは振り飛車党には浮かばない手だな。やってくれる……！」

　生石さんが絶賛するこの一手により、名人は一気にリードを広げる。『玉飛接近すべからず』の格言に反する常識外の一手だが、それだけに意表を突く一手だった。

　しかし歩夢も一方的にやられるばかりじゃない。

「馬と飛車を二枚とも切り飛ばすの!?　強い……!!」

　歩夢の大胆な決断に、めったに人を褒めない姉弟子すら感嘆の言葉を漏らす。

　その後も歩夢は危険を顧かえりみず、無謀なほど勢いよく踏み込み続けた。

　だが名人はそれらの攻撃を完璧に受け切り、リードをさらに広げていく。

　──やはり名人が勝つのか……。

　そんな空気で棋士室が満たされつつある中、盤上に伸びた名人の右手に異変が起こった。

「名人の手が震えたか!?」

「じゃあこれが決め手……!?」

　それは、数多あまたに存在する名人の『伝説』の一つ。

　──名人の手が震えたら、勝ちを読み切っている。

　だから棋士室の誰もが名人の勝ちだと思った。俺以外は。


「…………いや。これは悪手あくしゅでしょう」



　俺が下したその結論に、姉弟子が愕然がくぜんと言う。

「焦った!?　名人が!?」

「ええ。トドメの桂を跳ねるのが早すぎたんです」

「……神鍋先生の想いが、名人を間違わせたっていうの？　あの名人を……？」

　名人は勢いよく桂を跳ねて成桂を作り、高美濃囲いの弱点である側面から歩夢の囲いを崩そうとした。しかし俺の読み通りそれは致命的なミスで、歩夢は即座に猛反撃を加える。

　形勢逆転──

『神鍋くんの勝ちになったと思います』

　篠窪さんが慎重に、しかし力強く断言した。

「東京の控室でも先手勝勢の判断です！」

　竜王戦の公式ページを確認していた鵠記者が叫ぶ。

　生石さんは火のついていないタバコを思わず握り潰つぶした。

「飛車を二枚持って、名人の玉に詰めろをかけた……しかも自玉に詰みはない。これは──!!」

　歩夢の勝利が近づいている。誰もがそれを確信していた。

　絶対王者を──名人かみを、新たな棋士が倒すのだと。

　そう、思っていた。

『ごじゅうびょうー……いち、にぃ、さん、し、ごぉ、ろく』

　時間ギリギリ。

『しち』

　モニターに名人の手が現れる。

『はち』

　その手は──

『きゅう』

　さっきとは比べものにならないほどブルブルと大きく震えていて──

「え」

「えっ」

　着手した瞬間、誰もが思わず声を出していた。





　────６六銀。






　意味がわからなかった。

「ぎ……銀の、タダ捨て……？」

「何、だ……？　これは？　な、何がしたい……？」

「敵の打ちたいところに打て……っていう？　でも銀をタダで差し出すなんて──」

　震える手が持っていた駒は『銀』で、名人は駒台から持ち上げた貴重なその駒を、歩夢の歩の前にポンと置いた。

　何もない場所に。どうぞ取ってくださいといわんばかりに。

　成立するわけがない。秒に追われたミスに違いない。誰もがそう思った。

　だが──

『……ッ!!』

　画面に映る歩夢は顔を盤に近づけ……その顔からは一気に血の気が引いていく。

　継ぎ盤で検討していた姉弟子が、擦かすれた声で言う。

「せ……先手の持ち駒に銀が一つ増えたのに、後手玉の詰めろが消えた……？」

　戦力が増えたのに──

　歩が敵玉に向かって一マス前進したのに──

　歩夢は勝利を逃してしまっていた。

　誰も思いつかず、指された後も意味がわからず、しかしあらゆる常識や定跡を無視して成立する、奇跡の一手。

　名人はこれまでもそんな手を何度も繰り出し、数々の伝説を築いてきた。

　その手を、彼以外の棋士は畏怖いふと共にこう呼んだ。


　マジック魔術────と。



『逆……転？』

『いや。引き分けです』

　混乱する鹿路庭さんに、篠窪さんは冷静に答える。

　まだ負けではない……が、歩夢に逃げ込める場所は一つしかなかった。

『……千日せんにち手てです。これで決まりました。先後を入れ替えて指し直しになります』

『こ……この、とんでもない将棋の後に……もう一局……？』

　名人は必敗ひっぱいの将棋を、たった一手で引き分けにまで持ち込んでしまった。

　鹿路庭さんが尋ねる。震えを抑えきれない声で。

『せ……先生？　あの手は結局……な、なんだったんです、か……？』

『わかりません。この局面での最善手は他にあるかもしれません。でも──』

『でも？』

『神の一手というものが存在するのならば、あの手は限りなくそれに近い』

　誰もが強烈な敗北感を植え付けられ、呆然と、声もなく、繰り返される手順を眺めていた。





　……全ては、６六銀の衝撃────
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　指し直し局は、千日手局終了後から三十分の休憩を挟み、先後を入れ替えて行われる。

「八一。買い出し行くわよ」

「はい！」

　俺と姉弟子は連盟の向かいにあるコンビニまで走り、目についた飲み物や食い物を片っ端からカゴに詰めて会計を済ますと、棋士室に飛んで帰る。

　戻るや否やコンビニ袋には棋士や奨励会員の手が伸びて、あっというまに全部なくなってしまった。

　餓鬼がきのようにパンやおにぎりに喰らいつき、糖分の高い飲み物をラッパ飲みする。

　疲ひ労ろう困憊こんぱいの脳のうに栄養を補給して夜戦に備えるのだ。

　誰もがここで夜を明かす覚悟だった。モニターの前に座る生石さんが遂にタバコに火をつけるが咎とがめる者はいない。時間は既に夜の十一時半を回っている。

「再開は真夜中の十二時……この時間帯での再勝負は、若い神鍋先生に有利？」

　俺の好物のシャケおにぎりを横取りした姉弟子が言うが、これはそんな単純な話じゃない。

「どうでしょうね？　普通の体力と将棋体力は違いますから……」

　肉体的な疲労も、もちろん影響する。

　だが将棋で最も影響するのは精神の疲労だ。そしてそれは、プレッシャーを受けているかが大きく影響する。

「名人がこの程度の勝負でプレッシャーを感じるとは思えません。けど初めての大舞台で緊張してた歩夢は、この休憩時間に一旦いったん緊張が解けたことで逆に疲れを感じているかも……」

「シンデレラボーイの魔法が解ける、か」

　煙と共に生石さんがキザなセリフを吐く。

　画面には、疲労を感じさせる表情の篠窪さんが休憩を終えて再び登場していた。

『指し直し局は、先ほどの対局の残りの持ち時間の少ない方を一時間になるまで追加し、その追加分を相手側にも追加します。この時間をどう使うかも勝負の重要なポイントです』

『お互いに疲れてますしね……』

　相づちを打つ鹿路庭さんも疲れた声だが、休憩中にバッチリ化粧けしょうを直していた。さすが……。

　日本全国が固唾を飲んで見守る中、名人の先手番で指し直し局が始まった。

　両者時間が切迫しているため指し手が早い。

　この大一番で名人の選んだ戦型は──

「「や……矢や倉ぐら!?」」

　それは──歩夢の得意戦法。

「時間の無い中で、今度は相手の得意戦法に飛び込んで戦おうっていうのか……？」

「でも、だったらどうして最初から矢倉にしない？　どうしてさっきは振り飛車にした？」

「後手番の矢倉に嫌な変化があったんやないんか？」

「それは考えにくいだろ。だって──」

　関西の棋士室では様々な議論が湧き起こっていた。そのどれも予測の域を出ず、そのどれにも説得力があるように思われた。

　すなわち『混沌こんとん』。

　６六銀の衝撃も生々しく残る中、誰もが自分を信用できず、誰もが名人の心を見通せないでいた。

　投げかけられた謎は盤上への集中力を著いちじるしく削そぎ、将棋体力の低下もあって、棋士室ではもうまともに手を読んでいる人間は一人もいない。モニターの向こうで繰り広げられている激闘を混乱した頭で眺めていた。まるで初級者のように……。

　その時。

『フッ……クハハハハ!!　さすがは神ッ!!　さすがは全知全能オールラウンダーッッ!!』

　画面の向こうから歩夢の高笑いが聞こえた。

『ならば我も見せよう！　神殺しの業わざを……!!』

　歩夢も真っ向から矢倉を受ける。相あい矢や倉ぐらだ。歩夢をここまで押し上げた、最強の剣。


　その剣を────歩夢は更に進化させる！
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「この構え……まさか雁木がんぎ!?」

「『ハチワンダイバー』かよ!!」

　歩夢の矢倉は別の囲いへと変型トランスフォームを遂げていた。


　その名は────『雁木』!!



「急戦矢倉になると思ったが……さすがに二人とも、一筋縄じゃいかないな」

　生石さんが二本目のタバコに火をつけながらニヤリとした。

　江戸時代の棋き客かく・檜垣ひがき是安ぜあんが編み出したとされる雁木の構えは、振り飛車の戦法である右四間飛車と組み合わせることが多い。歩夢の狙いは一体……？

　名人は歩夢の雁木を見ると、自身の矢倉を菊水きくすい矢倉へと微妙に変化させた。

　それを受け、歩夢も自身の陣形をさらに変化させる。

　だが名人は菊水矢倉を再び通常の矢倉へと戻す。

　それは一見、無駄な動きのようだが……終わってみれば歩夢の陣形のみ、無理のある形で凝り固まってしまっていた。

「この短時間で、よくもまあこれほど見事にリードを奪う……」

　生石さんが呆あきれたように言った。

　中盤の捩ねじり合いは名人がポイントを上げたか──

　誰もがそう判断しかけたその時、モニターの向こうから篠窪さんの声が。

『これは……先手が困っていませんか？』

『えっ？　どう見ても後手陣は悪形あっけいですけど……？』

　鹿路庭さんの言葉は見る者全ての気持ちを代弁していたが、篠窪さんは首を横に振って説明する。

『確かに神鍋くんの陣形は自ら攻めることは難しい。ですがここまで固めた陣形を破るのもまた難しいんです。そしてこれは神鍋くんにとって得意の展開でもある』


『得意？　神鍋先生は攻め将棋なんじゃ……？』



『神鍋くんは鋭い攻めが持ち味ですが、それは彼の防御が完璧だからです。深い研究に裏付けられた圧倒的な防御力があるからこそ、彼は誰よりも激しく攻めることができるんです』

『な、なるほど……こうやってガチガチに守られてみると、意外と手がないですね……』

　鹿路庭さんが嘆息たんそくを漏らす。

　篠窪さんの言う通り、名人は歩夢の徹底的な防御戦術に面食らっているようだ。

　名人の次の一手を見て、姉弟子が小さく叫んだ。

「ここで穴熊あなぐまに潜る……!?」

「……攻める手が見つからないんです。これは名人も意表を突かれたことを認めた手ですね」

　ここに来て、時間の無いことが歩夢に有利に働いてる。

　名人は一度リードを奪ったものの、歩夢にガードを固められて意表を突かれ、自分もガードを固める方針に転換した。攻める手を捻ひねり出す時間がなかったのだ。

　両者の差が急激に縮まる。

「いや……流れに乗っているぶんだけ、わずかに歩夢がいい……？」

　将棋は形勢の優劣が数字で表示されるわけじゃない。

　だから棋士はそれぞれ独自の形勢判断要素を持っている。

　けれどそれは完璧なものではない。

　自分に有利と思っていた局面が実は負けだったり、逆に負けと思ってた局面で勝ちがあるなんてのはよくあることだ。さらに言えば、局面を見ても勝ってるのか負けてるのかわからないなんてことは、ありすぎるほどにある。

　勝ちか負けかわからないまま、それでも戦うことを選ぶ。

　人はそれを──勝負手と呼ぶ。


『…………この一手に総すべてを賭かけるッ……！』



　画面の中で歩夢が確かにそう言った。そしてヴ●ンガードっぽく駒を持つ。

「例のポーズが出たぞ！」

「まさか!?　こ、ここで何かあるんか!?」

　棋士室の空気が一瞬で沸騰ふっとうした。


　歩夢の持った駒は────飛車!!



　その最強の大駒を、


『エクスッ！　カリバァァァァァァァァァァァァ──────ッッッ!!』



　歩夢は文字通り一閃いっせんした。伝説の聖剣のように。

「地下ちか鉄てつ飛び車しゃぁぁッ!?」


「入玉にゅうぎょく狙いか……ッ！」



「マジでハチワンかよ!?」

　トンネルのように開通した最深部を通って４筋から１筋までスライドした飛車は、その上にある香車と合体して二段のロケットへと変形。

　固く固く堅めた陣地のその地下で、歩夢は脱出用のロケットを建造していたのだ！

「無謀だわ！　後手の持ち駒はゼロよ!?」

「先手も歩だけです」

　姉弟子は歩夢の決断を暴発と取ったが、俺はギリギリで成立していると見た。既に両者一分将棋。ミスをした方が負けると言っていい。

　歩夢の香車が玉の道をこじ開ける。

　歩夢が最も扱い長たけた槍やりが、王の征せい路ろを切り開いていく！

『いっけええええええ!!』『貴族最強！』『ＳＵＧＥＥＥＥＥ』『入った!?』『止まんない』『名人なら止めるだろ』『入るってこれ』『遂に世代交代か!?』『白い棋士が勝つわ』

　画面には無数のコメントが乱舞。

　その多くが歩夢を鼓舞こぶするものだった。

　絶対王者を、若き騎士が倒す。

　それは誰もが子供の頃から親しみ、憧れた、英雄譚たん。伝説の勇者の物語。

　新しい伝説の目撃者になることを望む数十万の人々が、歩夢の勝利を願ってエールを送り続けている。

　両者一分将棋の中で、そこから八十手以上も入玉を巡る攻防が繰り広げられた。

　歩夢は文字通り全ての駒を突破のための推進剤へと変えて戦う。

　名人も必死に押し止とどめようとするが……自玉を穴熊に囲ってしまったぶん、戦力は歩夢に劣る。

　生石さんが短く、だがはっきりと言った。

「入った」

　遂に歩夢の玉が、名人の玉が最初にいた５九の地点に到達トライする。

　入玉完了だ。

　普通なら、これで歩夢の玉は詰まない。

　後は名人の玉が詰むか詰まないかの勝負になる。普通なら。





　だが────歩夢の相手は、普通ではなかった。






「トライした玉を押し返したぞ……」

「んな、アホな……」

　もう叫ぶ気力すらない関西の棋士達は、目の前で展開される超絶の将棋を、あんぐりと口を開けて眺めていた。

　検討用の継ぎ盤は動いていない。動かせない。手が見えないから。

　かつて俺も、会長との戦いで入玉させた玉を後退させたことがあった。

　だがあれは自分から退いたのだ。

　退くことで相手の意表を突き、勝った。

　この玉の後退はそうじゃない。

　名人は歩夢の入玉を止められないと悟ると、その玉の軌道を僅かにズラした。

　そして自陣の最深部へと歩夢を招き入れ……罠わなに嵌はめた。

　歩夢がそれに気づいて後退した時は、既に手遅れになっていた。入玉も、後退も、全て名人の演出したものだったのだ。

　誰もこんな将棋を見たことがない。

　想像すらしたことのない局面を次々に見せられ、生石さんですら、灰の伸びきったタバコを指に挟んだままモニターをただ見詰めている。

「神様……」

　誰かがポツリと呟いた。

　それは、どちらかの勝利を祈る言葉ではなかった。

　ただ単純に、目の前の将棋を指している者の名を──目の前の将棋に勝とうとしている者の名を口にした。それだけだった。

　歩夢の玉を押し返した名人かみは、そのまま空中で歩夢の玉を詰ましにかかる。

　歩夢は次々と持ち駒を打って執念の粘りを見せる。

　だが──

『後手の持ち駒は大駒四枚。これでは玉を守ることはできません。大勢は決しました』

『投了……？』

『いや、投げられないでしょう』

　篠窪さんは首を横に振った。過去を振り返るかのような表情で。

『時間が無くても、心が折れても、指し続ける……神鍋くんは今、本能だけで戦っています。棋士としての本能が敗北を拒否しているんです……』

　一分将棋に突入してから百手以上も叩き合いを続けているのを見ていた棋士達は、この将棋が永遠に続くんじゃないかと……ずっとこの天上の戦いを見ていたいという幻想を抱いていた。

　しかし将棋というゲームは、永遠には続かない。

　永遠に続くように見えても、終わりは必ず訪れる。

　二〇三手目。

　名人が王手を掛けるのを見た歩夢は、

『……』

　固く目を閉じ、脇きょう息そくを握り締める。心の中で荒れ狂う様々な感情を握り潰すかのように。

『ごじゅうびょうー……いち、にぃ、さん──』

　記録係の秒読みが始まった。

　歩夢はマントの内ポケットからリップクリームを取り出すと、それを唇にそっと塗ってから、最期の言葉を口にする。




『参りました』




　その瞬間、総手数三四五手に及んだ棋史に残る死闘が幕を下ろした。開始から実に十八時間が経過していた。

　ニコ生の画面には、

『リップクリーム投了』『スタイリッシュ貴族』『さすが貴族』『８８８８８８８』『名人強すぎる』『神』『神を見た』『神』『永世七冠待ったなし！』

　といった文字が乱舞して対局者の姿が見えないほどだ。

『リップクリーム投了』と『竜王戦』はツイッターのトレンド入りをし、日本全土でその騒ぎがどんどん拡散していった。

　深夜四時。

　日本中が大きくどよめいていた。

　が──関西将棋会館の棋士室は静まりかえっていた。


「「………………」」



　おそらく関東の検討室『桂かつらの間』も似たような状況だろう。

　自分達にはとうてい指せないであろう将棋を二局も続けて見せられて、己の存在価値を根底から揺さぶられたのだから。

　嫉妬しっと……なんていう軽いもんじゃない。

　存在を全否定され、完全に自信を喪失そうしつしてしまっていた。

　それは画面の中で立ち尽くす篠窪さんと鹿路庭さんも同じで、二人ともいつもの自信や明るさは完全に影を潜ひそめ、おどおどと大盤を眺めている。

『篠窪先生……？　敗着……は、どこだったんでしょう？』


『いやぁ……ちょっと今の段階では…………わからない、ですね……』



「２三香」

「え？」

　隣にいた姉弟子がこっちを振り向く。

　灰色の瞳が『信じられない』という思いに揺れている。

　だが俺にはわかった。

　歩夢の敗着は、投了から六十手以上も前の一四二手目。

　代えて３六玉と名人の銀を取っていれば歩夢は勝っていた。一分将棋の中で、歩夢はその手を読み切ることができなかった。

　だが……俺にはわかった。

『竜王これ震えてるだろ』

『九頭竜終わったな』

　そんな文字が躍る画面を、俺は立ったままぼんやりと眺めていた。眺めながら、未いまだに顔を上げられないでいる歩夢の気持ちを想像していた。

　神に挑み、自らの限界を超えて全てを出し尽くし──そして敗れた者の気持ちを。

　怖れはなかった。

　震えもしない。

　ただ……静かに揺らめいていた。今までに感じたことのない熱さが、胸の奥で。


「……これで勝てないなら…………」



　火の消えたタバコの残骸ざんがいを指に挟んだまま、誰に言うでもなく、生石さんは問い掛ける。

　誰よりも才能があり。

　誰よりも経験があり。

　誰よりも努力し。

　誰よりも強い心で戦い続け。

　そして、最強の若手による最新の研究を次々と吸収することによって誰よりも成長を続けるこの名人かみに──

「誰なら勝てるんだ？」

　答える者は、いない。

















　だが────
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「あいー？　準備できたかー？」

　キャリーバッグの蓋ふたを閉じるのに苦戦しながら自室からそう呼びかけると、壁越しに「もうちょっとですー」という弟子の高い声が返ってきた。

　それからトトト……と足音が近づいてきて、あいが部屋に飛び込んで来る。

「できましたー！　じゅんびばんたんですっ!!」

「……夜逃げでもしそうな格好だな」

　シルエットからハミ出るくらい大きなリュックを背負った姿を見てそう言うと、弟子はほっぺを膨らませて言い返してくる。

「師匠こそ、すっごい量の荷物じゃないですか」

「だって……不安なんだもん」

　続く第二局も歩夢あゆむは負け、挑戦者は名人に決まった。

　第一局に勝るとも劣らない壮絶な戦いは最新型の序盤から捩ねじり合いの中盤を経て二転三転の終盤へと突入し……そして最後に美しい投了図を残して、歩夢は竜王戦の舞台から去った。

　対局が終わり、感想戦も終わったであろう明け方。

　歩夢からＬＩＮＥが入った。

『強い』

　たったそれだけ。

　けど、何百万の言葉を連ねるよりも想いが伝わってきた。

「なんせ六年ぶりの海外対局だ。連盟も主催新聞社も盛り上がってるからな……ただでさえ名人の永世七冠とタイトル通算百期がかかった、将棋の歴史の中でも超重要なタイトル戦だし。取材もすげー数が来るっていうし」

　名人が全ての永世位を獲得した場合に備え、連盟は国民栄誉賞の申請を準備しているという情報すらあった。俺が負ける前提で色々とやってくれますわ。

「移動にすっごい時間がかかるんですよね？　その時間で宿題を終わらせないと……」

「九時間くらいかかるってなあ。俺も詰将棋の本でも持ってくか」

「水着！　プールセット、どこにしまったっけ!?」

「そんなの向こうで買えばいいって。前夜祭用のドレスも買ってやるよ。替えのパンツとかも売ってるんだろ？　あ、でも向こうの人は発育がいいからサイズが合わないか？」

「ししょーのえっち！　だらぶち！　でりかしーかいむっ!!」

　神のごとき絶対王者との初対局。

　初めての場所での、初めての防衛戦。

　誰もが俺の負けを予想し、日本中が俺の負けを望んでいる。どう考えても絶望的な状況だ。

　それでも心が躍るのはきっと、あいがいてくれるから。

　誕生日に贈ってくれた手紙はもちろん荷物の中に入ってて、今も俺に力を与えてくれている。

「うーん、この量でもまだ不安なんだよなぁ……でもまあ和服はもう送ってあるし、最悪、貴重品だけあれば何とかなるか」

「師匠、パスポートは？」

「おいおい忘れるわけないだろそんな一番大事ねえええええええええええええええっ!?」

　慌てて鞄かばんをひっくり返すけど……ない！

「あれ!?　パスポートないよ!?　ど、どこやったんだっけ!?」

「パスポートなかったら日本から出られませんよ!?」


「おわったぁぁぁぁぁ！　不戦敗だあああああああああああああああッ!!」



　タイトル保持者のミスでタイトル戦の開幕局が不戦敗になりましたとか前代未聞過ぎる！

　これはタイトル返上どころか強制引退まであり得ますわ。俺オワタ[image: ]

　と、そこでふと思い出す。

「ああそうだ！　俺のパスポートって桂けい香かさんが持ってるんだった！」

「そんなだいじなこと忘れないでくださいー!!」

「いやー、焦った焦った」

「じゅみょうがちぢみましたよぉ……」

　九歳児に寿命を意識させてしまうとか、罪なことをしてしまったぜ……。

　とはいえこれで荷物の準備は整った。

「よぉし！　あい、外出時の最終チェック！」

「とじまりかくにんっ！　ひのもとかくにんっ！」

「レンタルＤＶＤも返した。期日を過ぎそうな仕事も支払いもない。郵便受けも片づけた」

「冷蔵庫の中身もきれいにしましたー！」

「返信が必要なメールも全部対応済み……よしっ!!」

　仕事用のタブレットの電源を落とす。

　大きなリュックを背負って子犬のようにこっちを見上げる弟子と視線を合わせ、頷く。

「行くぞ！　あい!!」

「はい！　ししょー!!」

　片方の手でキャリーバッグを、そしてもう片方の手で弟子の小さな手を取ると、俺達は部屋を飛び出した。

　第30期竜王戦第一局。

　最強の挑戦者を迎えた、俺の初めての防衛戦。





　戦いの舞台は────海の向こうにある。













　あとがきに代えて──『白い布を敷いて』






『りゅうおうのおしごと！』が、第二八回将棋ペンクラブ大賞の文芸部門で優秀賞を受賞しました。

　一般にはあまり馴染みのない文学賞かもしれませんが、一九八七年に結成された将棋ペンクラブ様が毎年発表しておられる、歴史ある賞です。

　過去の受賞作も素晴らしい作品ばかりで、たとえば松山ケンイチさんが主演で映画化もされる『聖の青春』は第十二回の受賞作ですし、官能小説の大家である団鬼六先生や、ホラー小説の大家である貴志祐介先生も受賞しておられます。

　ライトノベルでは初の受賞……というか、そもそもラノベが受賞していいの？　というくらい大変栄誉ある賞なわけです。

　だから最終選考に残っていると発表があった時、自分の作品であるにもかかわらず「えっ!?　いいの!?」と思わず声が出てしまいました。

　選考対象は将棋に関連する文章なので範囲内といえばそうなのですが、漫画が対象外となっているため、イラストが重要な意味を持つラノベが果たしてどう評価されるのか……それ以前にＪＳとか出てくるんですけど……結果的には賞をいただくことができたのですが、このあとがきを書いている時点では選評を拝見していないため、楽しみなような不安なような……。

　さて、この将棋ペンクラブ大賞ですが、私が受賞した『文芸部門』の他に、『技術部門』と『観戦記部門』があります。

　技術部門は、いわゆる『棋書』と呼ばれる将棋の教科書のようなものに与えられるもので、受賞者もプロ棋士の先生がほとんどです。ちなみに私も執筆のためにたくさん持っていますが……全く意味を理解できておらず、お恥ずかしい限りでして……。

　そんな棋力ゼロの私でも将棋に関する小説を書くことができているのは、『観戦記』の存在があるからです。

　将棋ペンクラブ大賞に観戦記部門があるように、観戦記は将棋文学の根幹です。そして観戦記を書く人のことを観戦記者と呼びます。そもそも将棋ペンクラブ自体が「観戦記者の実力向上」を目指して設立された団体ということもあり、将棋ペンクラブ大賞の主役は観戦記部門であると言えるでしょう。

　では観戦記とは何なのか？

　お手元に新聞がある方は、めくってみてください。真ん中くらいに将棋欄というものがあると思います。将棋の図面や指し手と共に文章が書いてあって、だいたい囲碁とセットになっています。何日にもわたって一局の将棋を丁寧に解説していくこれが、観戦記です。

　団鬼六先生は観戦記者のことを「棋士が将棋を指して作った一局の棋譜が原作だとするなれば観戦記ライターはその原作を映画化する人」と表現なさいました。

　普通の人は、プロの将棋を見ても意味を理解することはできません。

　というかそれ以前に、プロの将棋を実際に見ることすらできません。

　そんなプロの将棋をわかりやすく、そして文章によって対局室の息づかいまで伝えてくれるのが、観戦記者さんなのです。

　現在では観戦記者のお仕事は多岐にわたっており、タイトル戦の中継ブログを執筆したり、棋譜中継を担当したりもします。それだけではなく、棋士にインタビューした記事を書いたり将棋の歴史に関する本を書いたり……。

　この４巻でも鵠記者という人物が本格的に登場しましたが、将棋の観戦記者は独特のペンネームと実名を使い分けて活動しておられます。棋士とは違ってあまり表には登場しないミステリアスな存在ですが、私のような将棋ファンは観戦記者の方々のお仕事を通じて初めて将棋界に触れることができるのです。

　そんな観戦記者の方を私が初めてナマで拝見したのは、取材に行った『マイナビ女子オープン』の一斉予選でのこと。

　作中でも書きましたが、この棋戦は公開対局であることが特徴です。

　一般の将棋ファンが盤側で対局を見ることができるため、私もそこに混じって、メモを片手に対局が始まるのをドキドキしながら待っていたのですが……盤駒を磨く記録係の隣に、ノートパソコンを携えた人物を発見した時、私は「○○記者キター!!」と一人で大興奮していました。もちろん心の中で。

　その観戦記者の方は私と同年代で、執筆する文章が素晴らしいのはもちろん、将棋に関する様々な情報を積極的に発信してくださっており、作品の構想段階から（一方通行的に）お世話になっている方だったからです。

　それからはもう、私の目はその記者さんに釘付けです。

　普段は決して目にすることができない観戦記者の仕事ぶりを決して見逃すまいと、一人だけ明らかに他の将棋ファンとは違う部分に注目していました。

　そのおかげで、私はとても大切なものを得ます。

　対局をリアルタイム中継するために記録係と並んで盤側に座ったその記者の方は、中継で使うノートパソコンのディスプレイを開くと……不思議な行動に出ました。

　キーボードの上に、白い布を敷いたのです。

　それが何のためなのかはすぐに分かりました。対局中に盤側でキーを叩けば音がします。その音で対局者の心を乱したくないという配慮が、その白い布の意味だったのです。

　そしてその行動を見た時、それまで私が読んできた棋譜中継の文章が……それまでは単に対局の様子を無機質に綴っただけだと思っていた文章が、一気に熱を持ちました。

　たった一枚の布ですが、そこに込められた感情が、私の読んできた将棋に関する文章に熱い血を通わせてくれたのです。

　私が書く将棋界はあくまでフィクションであり、登場人物のエピソードは様々な棋士のエピソードと私の妄想を混ぜ合わせたものです。つまり特定のモデルはいません。

　ですが、だからといって好き勝手に将棋界を描いていいわけではないと思います。

　私は観戦記から、将棋に関する様々な知識や棋士に関するエピソードを学びました。

　そしてそれ以上に教わったことは、将棋や棋士をどう描写したら読む者の心を打つのかという、その姿勢です。

　将棋に関する文章を読む人に共通しているのは『将棋が好き』という気持ちです。

　誰だって自分の大切なものには愛情や尊敬をもって接して欲しいはず。しかしそれは、ただひたすらに棋士を賛美すればいいということではありません。一局の将棋を指せば、勝者と敗者が生まれます。敗れた者の苦しむ姿を包み隠さず、そして時には勝者に対しても、その指した将棋が不様なものであれば、そのことをはっきりと読者に伝える。

　ですがそんな文章を書くときも、必ず忘れてはいけない気持ちがある。そのことを、あの白い布を見た時に少しだけ理解できたような気がします。

　もし私が己の文章技術に驕り、将棋と、それに携わる人々への敬意を忘れた時、私は観戦記から教わった最も大切なことを忘れてしまったことになります。そんな文章には何の価値も無いし、誰の心も打たないでしょう。

　だから──

　執筆用のパソコンに向かう際は、心の中であの白い布を敷いて。

　将棋への愛情と棋士への尊敬を胸に、これからもこの物語を紡いでいこうと思います。







　……というわけで、将棋ペンクラブ様から賞をいただきました！

　私は同じ頃にデビューしたラノベ作家の中では珍しく、新人賞とかそういうものをもらわず何とな～くプロになったため、心の底では劣等感みたいなものがあったんでしょうね。すごく嬉しいです。

　ただ、賞をいただいたことももちろん嬉しいんですが……。

　それ以上に嬉しかったのは、この『りゅうおうのおしごと！』の受賞を、意外なほど多くの方が喜んでくださったことです。

　若い頃は、賞をもらっていないことに対する劣等感から「賞をもらうために書いてるんじゃない。くれると言っても辞退してやる！」みたいに痛い拗こじれ方をしてたんですけど……こうして作品が評価されることを、それまでずっと応援してくださった方々が喜んでくださっているのを見ると、改めて「書いてよかったな」と思えます。毎巻あとがきにご登場いただいている野月浩貴先生からは「自分のことのように嬉しい」とまで仰っていただき……本当にありがとうございます。これからも頑張ります。

　一巻を出版してからちょうど一年がたちましたが、この一年で本当に多くの方々と作品を通じて出会うことができました。

　将棋のイベントに参加した際には、将棋ファンの方から「読んでます」と声を掛けていただくようなこともありましたし、サッカー観戦に出かければ「実は私も将棋が好きなんです」というような話をされて驚いたり……。

　改めて、将棋というものの持つ不思議な魅力を感じる日々です。

　こうして多くの方に楽しんでいただける作品が書けるのも、監修を引き受けていただいている『西遊棋』の先生方のおかげです。改めてお礼を申し上げます。

　原作だけではなく、漫画版でも丁寧にご監修いただいており、おかげさまで将棋漫画としてレベルの高いものになっているのではないかと思います。

　作画のこげた先生、構成のカズキ先生が若い力を存分に発揮してくださっている漫画版は、原作の良い部分は伸ばし、悪い部分は消し（笑）、ヤングガンガンでの連載を私も楽しく拝見しています。プロ棋士の阿部光瑠先生もニコ生にご出演の際に「おもしろかった」的なことを仰ってくださったとか……？

　この４巻にはドラマＣＤ第二弾が付いている特装版もありますし、ネットラジオもアップされております。11月には大阪でイベントも行われどんどん広がる『りゅうおうのおしごと！』の世界を、ぜひ今後も楽しんでいただければ幸いです！

















「弟子が女流プロになれそうなんです」

　八月も終わりかけたある日、俺は連盟の棋士室で二人の女性にそう話しかけていた。

「そらおめでとぉ」

「まあ知ってたけどな。マイナビの中継見てたし」

　パチパチと手を叩たたいて祝福してくれる供御飯くぐい万智まちさんと、あんまり興味なさそうな月つき夜よ見み坂ざか燎りょうさん。どちらも女流タイトル保持者ホルダーの強豪で、女流棋士会の重鎮だ。そして天性のイジメっ子でもある。目を付けられたら大変なことになる。この俺のようにな！

　だから未来ある弟子のために師匠がこうしてわざわざ挨拶あいさつしてるんだけど……実は他にも目的があった。それは──

「「プレゼントぉ？」」

「はい。気が早いかもしれませんけど、プロ入りのお祝いといいますか、ご褒ほう美びといいますか……何がいいですかね？　あ、もちろん桂けい香かさんにも……」

「プレゼント、つってもなぁ？」

「桂香サンはともかく、お弟子サンは二人とも小学生の女の子やんなぁ？　こなたらの意見なんて参考にならへんかもよ？」

「でもお二人とも女流棋士になったのは小学生でしょ？　たとえばそのとき師匠から何をもらったか教えていただけるだけでも助かるんですよー。うちの弟子は二人ともタイトルを獲とれるくらいの器だと思うんでー、お二人のご意見は特に参考になりそうなんでー」

　俺はちょっと自慢げにそう言うと、まず女流玉将ぎょくしょうに尋ねる。

「月夜見坂さんは何かもらったんですか？」

「オレは駒。本つげ虎斑とらふの盛上駒もりあげごまで、書体は菱湖りょうこだな。研究で使わせてもらってるよ」

「も、盛上駒ですか……？　しかも、つげの虎斑……」

『盛上駒』というのは、駒の文字が盛り上がっている駒のこと。

　何度も漆を重ね塗りして文字を盛り上げるため手間がかかっており、最高級の駒としてタイトル戦などで使われる。

　ついでに説明すれば『つげ』は木の種類、『虎斑』は木肌に虎みたいな縞しまっぽい模様が入っているという意味で、要するにとってもお高い。一組四十万円くらいするだろう。

　三組だと──ひゃ、ひゃくにじゅうまんえん……。

「やっぱいい駒を使うと研究にも身が入るよな！　オレは菱湖のすらっとした書体が好きだし、もらって嬉しかったなー。箱から出して盤に並べた時、女流棋士になったって実感したよ」

「そ、そうですか……ちなみに供御飯さんは？」

「こなたはお着物を仕立てていただいたわぁ。初タイトル戦もそれで出させていただいてん」

「ほ、ほう……お着物を……」

　背中を嫌な汗が伝う。

「し、失礼ですが……お値段は、その、いかほどの……？」

「せやねぇ。こういうのは値段の問題やないけど、そこまで高価なものではないかなぁ」

「安いんですか!?」

「三百万円くらい？」

「さっ」

　ダメだ。金銭感覚が庶民とまるで違う。

「おい何ビビッてんだクズ。オメーの弟子はどっちもタイトル獲れる器なんだろ？　ん？」

「そ、それはそうですが……でもまだ成長期前だし、そんな急がなくても……」

「んでもマイナビの本戦入りで女流資格を取るとしたら、そのままタイトル挑戦だってありえるわけじゃん？　挑戦決まってからじゃ仕立てるの間に合わねーぜ？」

「せや。マイナビはタイトル戦の服装がお着物と決まっておざるし、それに弟子がタイトル挑戦したら師匠が和服を仕立てるのはよくある話でおざりましょ？」

「……そうなんですよねー……」

　俺も姉弟子も師匠に和服を仕立てていただいている。もちろん代金は全額師匠が払ってくれた。血の繫つながってない弟子のために何百万円もポンと出してくれたのだ。

　師匠は絶対に俺達から金なんか受け取らないから、恩返ししようと思ったら自分の弟子に同じことをしてあげるしかないんだよね……。

「オメー今年は竜王戦の優勝賞金も入ってお財布パンパンだろ？　買うなら収入があるうちのがいいと思うぜ？」

「うーん……」

「よろしおす！」

　パァン！　と手を叩いて、供御飯さんが提案する。

「こなたが贔屓ひいきにさせていただいておる京都きょうとの呉ご服ふく屋やさんに格安で見積を頼んでみまひょ。九歳の女の子お二人と二五歳の女性お一人で、計三人分のお着物どすな？　帯とか全部込み込みのフルセットでよろしゅうおざりますな？」

「は、はい。あの……九歳の子供は、二人ともそんなに身体も大きくないんで……二人で大人一人分くらいの表面積しかないと思うんで……」

　さっそく呉服屋さんに電話をかけてくれた供御飯さんの横で、俺はそんなことを言いつつ頭の中で計算する。仮に一着三百万として、何とか六百万くらいで……。

　通話を終了した供御飯さんが口を開く。

「ととのいました」

「いくらです？」

「一千万」

　さっき言ってたのより高くなってんじゃねーか！

「高すぎるでしょ!?　俺、御み堂どう筋すじの大丸だいまるで着物見たけどそこまでじゃなかったよ!?」

「本ほん手て描がき京きょう友禅ゆうぜんのお振袖ふりそででこのお値段やったら破格どす」

「しかも振袖、袋ふくろ帯おび、長襦袢ながじゅばん、草履ぞうり、足袋たび、バッグも含めたフルセットで、だぜ？　オレの着物だってフルで四百万はすんだぞ？」

「大丸行きます！　大丸でもっと安いの買います！」

「アホ！　タイトル戦でショッボい着物着てたら将棋界全体がショボく見られちまうだろ！」

「でも……」

「いいじゃねえか一千万くらい！」

　月夜見坂さんは俺の背中を思いっきり強く叩きながら、

「順位戦も始まって対局料がじゃんじゃん入ってくるだろ？　ケチケチすんなよ。弟子のためにパーッと使ってやれよ」

「いや、でも、そんな大金──」

「ない。とは言わせねーぜ？」

　月夜見坂さんはスマホをこっちに掲げて見せる。

「プロ棋士の対局料トップ10は連盟ＨＰで公開されてるから、オメーの財布の中身はまるっとお見通しなんだよ。全棋士中三位たぁ立派じゃねーか。去年は竜王戦で稼ぎまくったなぁ？」

「竜王サンは今年も竜王戦の優勝賞金四二〇〇万円が入っておざったんやろ？　しかも秋から始まる七番勝負で負けても対局料の一五五〇万円は絶対にもらえるわけやろ？　余裕や」

「おう通帳出せ通帳」

「あの、ちょっと……」

「タイトル保持者は他のタイトル戦でも予選免除だしな。普通より格段にタイトル獲りやすくなってるだろ？　もう一つか二つ獲れば余裕じゃねーか」

「ええと、タイトル戦の賞金は……駒く王おう戦がこれで、玉将ぎょくしょう戦がこれで……」

　スマホ片手に皮算用を始める供御飯さん。恐怖しか無い。

「タイトル戦だけじゃなくて一般棋戦もあるぜ？　プロ棋士は夢があっていいよなー」

「勝てばですよ！　負けたら全く儲もうかりませんから！　っていうかあんたらだって女流のタイトル戦でがっぽり賞金もらってるでしょ!?　そこらのプロより稼いでるじゃないですか！」

「毎朝まいあさ杯はいっせんまーん！」

「ＳＢ杯はごひゃくまーん！」


「…………」



　もう二度とこの連中に相談なんかするもんかと心に決めた、一七歳の夏──

「あー何かオレも一着欲しくなってきた！　おいクズ！　買って！」

「こなたも欲しいっ！」

「どうして俺があんたらに買ってやらにゃならんのですか!?　自分で買えイジメっ子どもッ!!」







著者

白鳥士郎（しらとり しろう）

　昨年、マイナビ一斉予選を取材させていただきました。間近で公式戦を見た経験は初めてだったのですが、その迫力は圧倒的！

　今回は盤面よりも、対局中のふとした仕種などの描写に力を入れてみました。棋士同士の本気のぶつかり合いが醸し出すあの空気を文章から感じていただければ幸いです!!




イラスト

しらび

　八一は悲惨な目に合いそうですが（羨ましい）姉弟子の快進撃が始まりそうな予感です。４巻もよろしくお願いします。








ファンレター、作品の感想をお待ちしています




＜Webページはこちら＞

http://www.sbcr.jp/products/4797388183.html

[image: ]

（このページのスクリーンショットを撮って、ＱＲコードリーダーアプリで読み取れば紹介ページにアクセスできます。問合せのリンクよりお寄せ下さい。）
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東京都港区六本木２－４－５

SBクリエイティブ（株）

ＧＡ文庫編集部 気付




「白鳥士郎先生」係

「しらび先生」係




http://ga.sbcr.jp/
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